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i 研究発表

日 時 11月 4日(日)午前 9時 ---11時 30介

場 所 (A会場) 鹿屋体育大学講義棟 204教室(2階)

( B会場) 鹿屋体育大学 講義棟 205教室(2階)

発表時間 1演題の発表時間は 12分とし，質問と討論時間を 3分とする。
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~ A 会 場》

講義棟 204教室

d匡
分 発表

発 表 演 題 演 者 所 属 座 長類 時 刻

1原 9:00 
高齢化社会 tt[:，þ~けるスポーツ・レク

後藤哲也
中京大学

リエーションの対応K闘する一考察 大学院

←一一
宗教活動のもつレクリエーション要 尼崎南

2 9:15 素について
田 中 一 行 高等学校

~レクリエーションの生活化
からのアプローチ~ 良元分校 秋吉嘉範

一 (福岡教育

ジョルジュ・パタイユの視角からと 東 京 家 政
大学)

3論 9: 30 
られたスポーツ・レクリエーション

芳 賀 健 治
学院大学

児童の心理的特性と親の養育態度，
女子聖学院4 9:45 感覚教科目の好悪，成績との関係 梅 津 越 子
短期大学

~一次集計Kよる基礎的考察~

トー一

5 行 10:00 
子どもの体育教室参加K伴う遊び生

綿回育代 日 本 大 学
活の変容

毅
6 動

今井

10: 15 スポーツ参加と職場環境への適応 増田 慧 日 本 大 学 (日本体育

大学)

トー一一

7 研 10:30 スポーツ参加と従業員の生きがい 今野 Pて4丁- 日本大学

トー一

8 究
老後K:t~ける余暇K関する一研究

10:45 ~サークル所属者と非所属者 鷲見勝博 中京大学

との棺違Kついて~

スポーツ・レクリエーション行動研 ペンシノレ 永吉宏英
9 11:00 究K:t~ける方法論考察 I

原因宗彦 ベニア州立 (ガ坂体育~活動参加調査Uてなける
大 そ必主f: 大学)回答誤差K関する研究~

トー一

10 11: 15 
肢体障碍大学生の障碍部位別Kよる

金 命酢 釜山大学
体育活動興味調査研究

2 
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分 発 表
類 時 刻

1 資
源

9:00 

. 
トーー

計

画
2 

論
9:15 

政

3 策
研

9:30 

究

4 9:45 

ト一一ー

5 10: 00 
フ

ト一一一

ロ
6 10:15 

グ
十一一

7 フ 10:30 

ト一一 ム

8 10:45 
開

ト一一

発
9 11:00 

10 11: 15 

~ B 

発 表 演

メ』、
:z:s;: 

題

欧米vc:J，~ける余暇・レクリエーショ
ンに関するデータベースと文献情報

検索システムについて

浜名潟地域vc:J，~ける水域利用拠点の
適性配置K関する調査

フィットネス運動K関するシステム

-アプローチ

新聞記事にみる「緑のレクリエーシ

ョン活動」の成立とその特性

リハビリテーション病院に志、けるレ

クリエーション(第 2報)

~レク・アンクートを実施して~

保育所vc:J，~ける健康・体力づく !?vc
関する試み
~体力測定結果の指導への

フィードパックKついて~

学校レクリェーションの視標

地域VC :J，~ける家庭婦人ソフトポール

-クラブ活動の特に技術面について

の一考察

高齢化社会vc:J，~ける指導者養成(横
浜市 )VCついての一考察(第2報)

余暇生活診断法の開発K
関する研究(1)

~既存余暇生活関連診断法の

内容分析~

※ スライド使用

3 

場》
講義棟205教室

演 者 所 属 座 長

鹿屋体育
山口泰雄

大学

ラック計画
西野 仁

毛塚 宏
研究所

(東海大津)

横山文人
筑波大学

大学院

伊藤俊哉
ダイヤモン

ド造園技研

金野智秀 鹿教湯病院

草川一枝

(滋賀大学)
. 

鹿屋体育
深代千之

大学 . 

稲垣保彦 富山大学 . 

作陽音楽
大杉淳子

大.学

淑徳保育 田 中 祥 子

角田享子 生活文化 (津田塾

専門学校 大学)

日本体育
今井 毅

大 寸，.，.ιー



高齢 化 社 会 に お け る ス ポ ーツ・レクリエーション

の対i 応 lζ 関する一考察

0後藤哲也 鷲見勝博 山本 学 藤原健国

(中京大学大学院中京大学高知県教育委員会)(中京大学)

高齢化社会，スポー ')1. レクリエ-o/ョン，健康

1. はじめκ

今日，わが国は世界の長寿国の仲間入りをはたした。そ

して，今も欧米諸国VCflJをみ念い速さで高齢化が進んでい

る。

また，交通・通信機関の発達Kよる運動不足や公害Kよ

る環境破擦は，われわれひとりひとりに健康平体力Kつい

ての関心を高めている。同時VC. とれら一連の産業化は歴

史的に培われた地域の連帯感や近所づきあい念どの同質社

会を次第に希薄左ものとし，かわって利益のみを追求する

異質社会へと変化させてきた。

しかし，現代社会VCi>ける人々の指向は，物的左ものか

ら質的左ものへと変換しつつある。ぞれは，健康を土台と

したうえでの地域社会のふれあいや自己実現，生き甲斐の

場の確保左どに代表される。

とのよう在状況のもとで，今後の高齢化社会をどのよう

κ過どしていくかが大きな問題と走って〈るが，まず第 I

VC. 自分で自分を守るという自助の精神が重要であると考

えられる，)そして，そのひとつの役割をはたすものとして

スポー ')1 . レクリエーション活動があげられる。近どろ.

日常のスポーツ・レクリエーシ事ン活動の重要性がみなb

されているが， ζ とでスポーツ・レクリエーションを通し

て達成しようとしていることは，人間を長生きさせる ζ と

では左<.今後の高齢化社会K向って人生の賀を向上させ

るととである。

そとで本研究は，まず高齢化社会とはどういうものかを

明らかKし，次VC. 健康で幸福左生活をbくるためKはど

うしたらよいか，とりわけ，高齢化社会に対し，スポーノ・

レクリエーシ g ンがどのように機能していけばよいかを研

究し考察を加えていくものである。

2 高齢化社会の到来

わが国は 1970年頃を境K高齢化社会K突入した。 高

齢化社会とは，一般に，総人口に占める高齢4も割合が多

〈左 Pつつある社会，または，その比率が 7パーセントを

越えた時在高齢化社会の始まりという。

表 1は，わが国の人口の推移と将来推計である。戦前K

恥いては.高齢人口;Ol5パーセントほどで安定していたので

ある地ヴ 1960年頃からふえはじめ. 1975年Kは 7.9パー

セント. 1982年Kは 9.6パーセント陀達している。今後

の予測として. 2000年Kは 15.6パーセント， ピークは

2020年の 21.8パーセントにまで遥すると予測されている。
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とれは，高齢先進国であるフランスやスウェーデンより

蓬かに速いのである(表 2 )。人口ピラミッドをみても，
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(図 1- 2 ) 高齢化社会は世界のどの園も経験したことのまいきびしい

これが 2045 社会に在ると予測される。とのため，総合的在社会経済全

年K在ると， 体の諸政策が望まれるが，少なくともいかKして自分自身

つぽ型を示し， を守ってい〈かということが重要な課題Kまって〈るので

人口の再生産 ある。

がむつかしい

状態K在るの 3. 高齢化社会(1[J;.'ける問題点

である。(図

1 - 3 ) と 高齢人口の増加に伴い問題とまってくるのは，第 1(1[， 

れは同時(1[， 扶養負担の重圧があげられる。相対的Kみても，高齢者が

生産年齢人口) ふえ生産年齢者が減れば，それだけ生産年齢者の負担は大

91 4.DCI )00 ~・・ '" 同伊拘崎阿〈有け

の滅少を意味

し，高齢者問

題が一層激化

するものと考

えられる。現

時点K会いて

は，まだ生産

年齢人口K若

さと活気があ

るため，さし

迫った緊迫感

はあまり左い

が，今のうち

Kしっ語通りし

た高齢化対策

をうちたてて

長〈己とが大

国 I-~ C204~ !lt) 

n・崎抑加川 leO lM J..， 4・， ，・・C寄<)

5主，囲いl'時間ト予 1;，厚生IU付事生命/IIs・福祉の

動血・厚注仇1i.;t~Cs咋RIi.)~宅止処主!;tlζ イ言晶、Lf-.

切である。

次(1[，人口高齢化の原因であるが，まず第 1(1[考えられ

ることは，出生率の低下である。 1947年(1[34.3であった

のが， 1960年Kは 17.2， 1982年には 12.8(1[まで低下し

ている。(表 3) とれらは，急激左産業化宇都市化Kよ

室主 盆生字，花主宰《推移
tλ111問。人対}

|ふ且生年 事己t事

1守00051 32.4 20.8 I 
1守1 34.8 
1920 マ、~6ι. 号~ 25.4 
1930 32.4 18.2 
1守40 29.4 16.5 
1947 34..3 14.6 
1950 28.1 10.守

1955 19.4 7.8 
1960 17.2 7.6 
1ヲ65 18.6 7.1 
1970 18.8 6.9 
1975 17.1 6.3 
1980 13.6 6.2 
1981 13.0 6.1 
1982 12.8 6.0 

一

る経済的左側面が主左

原因であると考えられ

るが，少数の子供K高

い教育を与え，現代社

会K適応できるように

育てた方が得ると ζ ろ

が大きいという価値観

の変化も考えられるヴ

高齢化社会とは，人

聞が長生きできる社会

と受けとられがちであ

るが，実際は弱っても

死ね在いため，長生き

をする老人がふえつつ

ある社会と考えるとと
乏:1厚生1!t.品，厚主白書t砲事b何年R#.)

もでき石。ともあれ，
P.I5'2よリ

今後日本K告とずれる

5ー

き〈在る。 2020年Kは 5人(1[1人が高齢者であり， もう

1人は年少者込ある。そして残りの 3人は生産年齢者であ

るが，半分は女子である。また，生産年齢者といっても15

歳から働〈者は少まいため，大体，生産年齢者 2人で 3人

を扶養し左ければ在ら左い時代がやってくるのである。己

のため，同居形態は生産年齢者の負担が大きいため，核家

族形態を指向する者がふえている。最近，このようま核家

族化が問題Kされているが，欧米K比べれば依然同居率は

高いらである。また，別居を希望する者の 6割近くが，で

きるだけ近((1[住んで往来をひんばんKしたいと考えてを

ず?俗にいうスープのきめをい距離を理想としている。扶

養の種類Kは，経済的扶養や福祉的扶養左どがあるが，今

ひとつ大切左ものは，信頼感や役割交換念どの日常的交流

Kよる心理的扶養が必要であると考えられる。

第 2(1[，定年制，年金制度の問題があげられる。定年制

Kついては 55歳定年をとる企業が多(.近年の平均寿命

の伸びからして 55歳では低すぎるという声が高まってい

る?定年延長は，多くの企業や政府Kよって 60歳定年の

一般化が進められているが，数々の問題が残されている。

定年延長や高齢者雇用問題は，経済的理由Kよる再就職が

主左原因であると考えられるが，人Kよっては就労が生き

甲斐と在って長り，その中K実己実現や働〈喜びを求める

傾向が強〈在っている。〕このように働く ζ とKよって自立

を求め，社会参加をはかろうとしている高齢者のためKも

行政機関からの総合的在雇用対策が切望される。また，年

金昔IJ度Kついても，わが国の場合いくつもの制度が併存し

て金り，支給開始年齢干支給水準等Kくいちがいを生じて

いる。 ζ れととも(1[，年金財政も破綻をみせはじめている。

乙のよう念財政危機を救うためKは保険料の引き上げ念ど

が必要であるが，年金加入者の納入意欲念ど不安な要因を

かかえているあである。

主た，高齢者がふえればそれだけ老人医療費も増加し，

賓弱在医療財政を一段と苦しめているのである。とのよう

左乙とから， 自らが健康管理に注意を払い，努力すること

が高齢者のひとつの任務とまっている。しかし， 1982年の

老人の健康診断受診率をみると 23.5パーセント)と低いので

ある。高齢者の健康管理には，食生活に注意する，身体を

動かす，規則正しい生活を辛子くる左どがあげられる。また，

地域活動や社会事業K参加するのも知識や教養を高め，社



会的つ左がりを強めるものであり，それが高齢者自身K活

気を与え，精神的Kもゆとりのある人生をもたらすと考え

られる。

4. 健康とスポーツ・レクリエーションの関係

件づくりを官民一体と在ってすすめることが望まれるので

ある。また，ひとりひとりの意欲の向上が，今後のスポー

ツ・レクリエーションの発展K大きく左右すぬものと考え

られる。

E 高齢化社会v<:::J;.>けるスポーツーレクリヱーションの

わが国の体育を逆のぼると，それは楽しむというイメ} 課題

ジでは左(.一種の軍事教練Kつきあたり，上からの厳格

念一斉指導という一面があった。しかし，時代の変化とと

もK軍事的左ものから分離し，次第K競技中心のエリート

ヌポーッへと進展してきた。乙れは，技術の優れた者や記

録のよい者が中心とまって行うものであり，時Kは人格形

成の手段としても使われたのである。しかし，スポーッは

エリートヌポーツだけでは左(，一般大衆も楽しんでいる

のである。とれは，健康のためV<::-^ポ}ツを行うとか，マ

スコミによる「みるjスポーツの発達，或いは余暇時聞が

増大し，それをスポーツ K費す者がふえたとと Kよると考

えられる。スポーツは，もともと鍛えるためのものでは左

し楽しむためのものであり，レクリエーション活動の代

表的在活動のひとつである。また，スポーツは，自分自身

のためK行うものであり，上手下手関係念〈楽しむζ とを

目的のひとつとするのである。

ところで，人間の 1日の生活時間Kは，生活必要時間や

労働時間，自由時間がある。そして，自由時間の一部であ

る余暇時聞は，再び明日のエネノレギーを生産し，活気づけ

るものと考えられ，乙れを生活の中でいかに効果的K使っ

てい〈かが，その人の価値を決めるものと考えられる?と

のため，余暇時間を量的在ものから質的左ものへと変換す

るととが必要であり，個人個人の余暇活動への積極性が必

要であると考えられる。余暇活動陀はいろいろ左活動があ

るが，その中でもスポーツ・レクリエーションは積極的左

活動のひとつである。 Eラングランも，生涯教育の一環と

してスポーッの生活化の必要性を示持している?このよう

ま積極的な余暇対策が，現代社会の問題点である人間疎外

や健康問題を解決する 1つの機能を果すものと考えられる。

ここで健康Kついて考えると，従来のそれは身体的念健

康を重視するととが多かった。しかし，産業の発展K伴い

精神的・社会的健康の重要性が高まってきた。それは，か

らだのどとかに病気が生じるというより，精神的左ダメー

ジを受けることが多〈左ったり，社会的に認めあい協調し

ていく ζ とがむつかし〈なってきたから会己るものと考え

られる。このような ζ とから，従来の健康より一歩進んだ

健康，すなわち，攻めの健康というものが必要Kなって〈

る。念ぜ在ら，それは身体的Kは，調和のとれたからだの

発達を促したり，運動能力の向上をもたらすからである。

主た，社会的Kは，人間関係を柔和Kしたり，公正心や協

力心が養われ，精神的Kは，よろ己びゃ楽しみを伴う場合

が多いからである。そして，それが日常生活を豊かでゆと

りのあるものKすると考えられる。とのよう左スポーッ・

レクリエー γ ョンを定着させるためKは，それκ必要念条

6 

現代社会K辛子ける余暇の在り方は，非常K重要在意義を

もってなり，余暇というより，むしろ本最rl呼んだ方が適

切である。そして，その本暇の代表的在活動のひとつとし

て，スポーッ・レクリエー γョン活動があげられるo これ

は，ストレスや人間疎外からのがれるひとつの手段であり，

豊かで健康念生活をb くるためのひとつの役割をはたすも

のと考えられる。そして，これらのととは，スポーッ・レ

クリエーション活動がどうあるべきかという問題を提起さ

せるのである。そとで，まず考えられる ζ とは，スポ」ツ・

レクリエーションをする時の外的左条件(場所の確保や仲

間の有無，家族の理解左ど)を整備する ζ とである。j'た，

スポーツ・レクリェーションへの自発的左参加を呼びかけ，

「みる」スポーツから「する」スポーツへの転換が必要で

あると考えられる。

次V<::.スポーツ・レクリェー γ ョンの指導者の確保と養

成が必要である。わが国の場合，スポーツ・レクリエーシ

ョン活動の指導者を専門K養成する機関はあまり左(.と

れまでは，学校体育の指導者がそれを行うととが多かった。

とのようなかけもちの指導を念〈すため，いろいろな指導

者の研修会や実技講習が行われているが. 3 - 4日程度の

ものが多(，指導者を養成する方法としては，まだ不十分

である。とのため，そのようま指導者は社会的左身分も十

分K認められず，指導者同志のコミュニナーションもあま

り交されてい左いため，名ばかりの指導者はいても，いざ

実践と在ると指導が生かされ念い場合が多いと考えられる:

また，とれまでのスポーッ指導者の養成は，学校体育と社

会体育K分けて考えることが多かった。しかし，今後の高

齢化社会K骨いては，学校や社会K長けるスポーッ・レク

リエーション指導者を含めて，生涯スポーツの立場から指

導者を養成し，その質的向上をはから左ければ左ら左いと

考えられる。

最後V<::.生き甲斐のひとつとしてスポーツ・レクリヱー

ションを方向づけるととが必要である。人聞は仕事や遊び，

或いはスポーツ・レクリエーション左ど日常生活の中K何

か生き甲斐をみつけるととが大切であり，それが人生Kひ

とつのゆとりをもたらすものと考えられる。左ぜ左ら，と

れは若い頃はあまり自覚できまいかもしれ在いが，年齢が

重左るKつれて人生の貴重在よろとびKなると予想される

からである。また，老化の面からみても，生き甲斐として

行うスポーッ・レクリェーション活動は.大き左効果をも

たらすのである。それは，使わ左いからだの諸器官は速く

退化するが，適度な運動を行えば，器官は再び活発K左る)



可能性があるからである。す左わち，全体的Kみてスポー トである。笠原正成， r高齢化社会と老人問題j 白本大

ツ・レクリェー γョン活動は，老化の速度を骨〈らせたり， 学社会学論 1984， J伍 90，P. 64-76 

他人への負担を少な〈する傾向をもっているのである。乙 10)生命保険文化センター編，前掲書， P. 163 

のようf'(，今後の高齢化社会を迎える あたって必要在と 11)向上， P. 81吋 4

とは，自ら積極的K生き甲斐(スポーツ・レクリエーショ 12;内閣総理大臣官房老人対策室編， r老人の生活と意識J， 

ン活動左ど)を求め，それを持続してい〈ととが大切であ 大蔵省印刷局， 1982， P. 101-106 

る。 13)松原治郎， r日本型高齢化社会j有斐閣， 1981， P. 181 

-p 188 

6 かわりf'( ~厚生統計協会編， r国民の福祉の動向・厚生の指標J， 

( 58年版)P. 270 

以上のようf'(，高齢化社会というものとそれに対応して 15)佐野豪， r余暇時代の生涯教育」泰流社， 1979， P. 96 

いくためのひとつの手段としてのスポーツ・レクリエーシ 16)P .Lengrand，臥nIntroduction toLifelong EducationJ 

ョンのあり方を述べてきたが，基本的K重要左乙とは以下 1970，波多野完治訳， r生涯教育入門j 全日本社会教

の 3点である。 育連合会， 1971， P. 7ト 77

まず第 1f'(，人々が高齢化社会の本質をまだ実感として 17:体育原理研究会編， r生涯体育論」不味堂， 1973， p'13 

受けとめていまいため，さし迫った緊迫感が少左いという -p' 14 

ととである。 ζ のため，それを熟慮したうえでの積極的左 18)菅原礼他編， r現代社会体育論」不味堂， 1977， P. 54 

生活リズムの設計が必要である。 19液井田逸治， r老化への挑戦Jぎょうせい， 1983， 

第 2f'(， ものどと κ対し積極的K興味をもっ己とが大切 P. 134 

である。とれは.われわれK精神的左若きを与え，肉体的

Kも諸器官のはたらきを高め，日常生活K良い影響を与え

るからである。スポーッ・レクリエ}ションK会いても，

健康のためK行うというのでは左(.興味をもって心から

楽しむという気持が必要である。

第 3は，今後のスポーッ・レクリエーション活動の方向

性Kついてであり，高齢化社会K対する生涯教育の一環と

して，スポーッ・レクリエーション活動を日常生活の中K

組み入れていく ζ とが必要である。また，充実した指導者

の養成や生き甲斐のひとつとして方向づけることが切望さ

れるのである。

注:参考文献

1)池木清， r生涯自立のすすめ」中央法規出版 1984，

P 26 

2)老齢者と同じ意味K使う場合もあるが，本稿K長いては

65歳以上の人をさす。

3)人口問題審議会編， r日本人口の動向」大蔵省印刷局，

1974， P. 308 

4)厚生省人口問題研究所「日本の将来推計人口(昭和 56

年 11月推計)J f'(よる。
5) 15歳-65歳の人口。

6;生命保険文化セン jl-編， r迫りくる高齢化社会」日本

生産性本部， 198 【~ P. 32 

7)吉田寿三郎， r高齢化社会」講談社， 1981， P. 9 

8)0 - 14歳の人。

9)デンマーク 18パーセント，アメリカ， 25パーセント，

イギリス， 33パーセントに対し，日本は 74.7パーセン
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宗教活動のもつレクリエーション要素について

(レクリエーションの生活化からのアプローチ)

田 中 一 行 兵庫県立尼崎南高等学校良元分校

宝塚レクリエーション協会

生きがい 人間交涜 宗教活動 自認性 レクの生活化

ろとなり、健康につながる活動があることにも目を向け、

はじめに 研究を進める必要があると思い、今回は宗教活動に焦点

をあて、私の思う所をのべてみようと思ったわけです。

世にレクリエーションとよばれる活動は数かぎりなくあ しかし、ー口に宗教活動といってもその範囲は非常に広

る。レクリエーション事典(日本レクリヱーション協会偏 く、私の知り得る宗教活動はせまい範囲でしかないと思

)には、 10領域にレク活動を分類し示してある。 われますので、この論文を一般化するのは無理なことも

11遊戯右ウよ'ーびム|伝手品承あそび，グル プゲム，テ プルゲム，クイズ，パズル

||123。l野ス外Uポ，白孟 ー ッ j怯止鋭伎，巡動会・体操.行退 ゴルウ，幣闘技・球技水泳，ダイビング，スキー，スケー卜，ボ-f. ヨ/ト

動熊野おT究よ 1 キグ，干ホンプス，テ，リ、ィンキグ.ン狩グ，孤，サつイク').リンドグラ，イ堂ブ.山.昆虫オ保リエ弘ン前テ物証リン拠

4!韓 踊 { ダ ン ス 〉 12土問λ7吋.ク22-トき722'ン27ンダンス ポピユ

5 !潰劇的活動 |IH?1?t王htf.-8r岬ミりL晩向人形!.~，即興砂，).パントマイム，岱の問北崎

保骨 子T日".オベレーy タ

; 絵画.書道，仇l点:1，写真，べJきもの，いけ化. r--;-~. -1、 1:11:，fllo! 
イ乍 t 物. '-~;~ -j. j主(1::. f..!;t:f乍

|い~ 膏聖自己晶掌啓孟的発主活沼 動 l レク口 ンヨン・ソング.ポh フ 古来，明 白糸会.桔

i 舌動 |ιi!}， Ol!作川時前川柳手紙 U品 l 
9 I社主的活動 lパティ，つどい，恥附事，スピチ

10;吟'ザ他 i岬，コイ ン，スタンプ，時比郷土刷

車:叫し7協会鮒.目指特有毒の今川J.):') 

この分類は、レクとは何かを追いもとめる諸説を集大成

したものである。その元にあるレク活動の条件は、次のよ

うなものに代表される。

余暇に行なわれる活動

自発的活動

目的的活動

健康的な活動

創造的な活動

今、日本レクリエーション協会では「レクリエーション

は人間の生きる喜びである」というスローガンをかかげ、

レクリエーション遥謝が進められている。その方向として

組織化・空間化・制度化・生活化の4点が示されている。

前 3点は別として、生活化を考え進めると大きなカベに当

ってしまう。それは、自分ではレクリエーションだとは思

っていない活動が他人から見るとレクリヱーションであっ

たり、だれが見てもレク活郵とは思えない活動がその人に

とっては生きる喜び=生きがいであったりする。レク活動

の条件には上にあげたもの以外に、その活動自俸を自分自

身でレクリエーションであると思っている(自認性)を問

われることが多い。しかし、世の中には、レクリエーショ

ンだと自認することでその活動が生きがいではなくなって

しまうという現象もある。

レクリエーションを論ずる時、レクリエーションを生き

る喜びとするならば、自分ではレクとは思っていなくても、

だれもレクとは思っていなくても、その活動を行なうこと

によって、その人の生活にメリハりができ、心のよりどこ
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わかっています。とにかく、未熟考の思いつきに多方面

からのご意見がうかがいたく、発表にふみ切ったしだい

です。

我が両親にみる宗教活動

両親は、日蓮宗のある会派に所属している。その宗教法

人の本部は大阪にあり、母の実家のそばに位置する。母方

の家系は元々ここの信者であり、結婚後、父も信者になっ

たようだ。。異体的な活動

毎日 朝・タのおっとめ{約1時間お経をあげる)

毎月 88 19日 28日 本部に参拝

盆 正 月 節 分 彼 岸 本 部 に 参 拝

毎月 6日 祖父の供養、母方の祖母が我が家に来る

毎年 1月第3日曜日 お伊勢まいり

7月後半3泊 4日 山梨県身延山七面山に

参拝。活動の分析

朝・タのおっとめは、生活にリズムを与え、姿勢を正

し声を出すことで、大いに健康に役立っていると考えら

れる。

定期的に本部に参持することは、生活に変化を与える。

そこには、人との交流があり話し合いがある。また、あ

の人に合えるという楽しみゃ、今日はあの人どうしたの

かしらという心配もある。

お伊勢まいりや身延山参拝は、目標であり、試練とな

る節目である。身延山・七面山への参拝は、歩く距離も

長く、お題目を唱えながら山道を登るのである。信者に

は高齢者も多い。その人たちが皆そろってあるくのであ

る。この参揮が近づくと、両親はよくハイキングに行っ

てトレーニングを行なっている。そしてまた、この参拝

は旅であり、年中イ芦になっている。

どの活動でもお経をあげるのだが、その時は一心にそ

のことだけを思っている状態であると思われる。

親戚どおしの交流は、ほとんどが宗教活動がらみである。

正月に親戚が顔をそろえるのは、本部に参揮したついでだ



し、祖母は毎月6日に祖父の供養に来ることとは別に、我 レクによるアプローチの限界

が家に来ることを楽しみにしているようである o

レクリエーションの生活化を進める理主、家族や親戚どお 私はここまで、何とかして宗教をレクリエーションと結

しの交流は見のがすことのできない中心課題である。その びつけようとしてきたが、どう考えてみても無理な部分が

交流をささえているのが宗教活動なら、宗教活動もまた見 奇在する。それは、葬気の揚面である。この場面には、レ

のがすことはできない。まして、親たちにとっては宗教活 クリエーションという言葉では近ずくことのできない緊迫

動が生きがいになり得ている。 感がある。

布教活動員にみるレク要素

昼間、家にいるといろいろな宗派の布教員がたずねてく

る。 r住みよい世の中にするためにJとか、 「世界平和の

ために」とか・・・、自分たちと志を同じくする仲間を集

めるために、自分の時間をささげ、各家を訪門しているの

である。

そこには、言葉による人と人との交流がある。開売り的

な布教ではなく、相手の話を聞こうとする態度の方が多い

同様に、修行中の僧侶などが、断食をしたり火わたりを

している場面も、レクリエーションという感覚では近より

カ，11.こい。

元来、宗教とはこのようなものだったのかもしれない。

それが、平和な世の中になり、宗教活動自体がレクリエー

ション化してきたとも考えられる。

まとめと今後の『築題

ことには感銘を受ける。色々な人と出合い、色々な人の話 レクリエーションによるアプローチに限界はあるにせよ、

を聞く申で自分自身をみがいておられるのだと思う。聞い 宗教活動の中には多分にレク要素がふくまれている。しか

てみると、多くの布教員たちが、色々な人と交流できるこ し、そのほとんどはレクリエーションだという自認性はな

とを楽しんでいるということだ。 く、他の信念や宗教を心のよりどころとする気持ちから出

布教とは、人間交疏であり、仲間づくりにほかならない。 たものである。

その他の宗教活動にみられるレク要素

逆の見方をすれば、レク指導者にとってレクリエーショ

ンは、心のよりどころであり、信念である。そうなると、

レク指導者はレク布教家であり、レクリヱーションもまた

私の知る範囲内でもレク要素の多い宗教活動は多々ある。 宗教ということができるのではないだろうか。

それは、札所めぐりやまつりに代表される。 rレクリエーションは人間の生きる喜びであるJという

札所めぐりは旅であり、目標の神社仏閣をめぐってひと スローガンの元にレク運動を進めていくならば、自認性の

つひとつお札を集めることは、これ収集の喜びである。 ないレクの葎在にも目そ向け、研究を進める必要性を感じ

まつりは、目的や形態は様々であるが、何らかの宗教と る。宗教がレクリエーションであろうとなかろうと、レク

結びついている場合が多い。農作を祈ったり、豊漁を感謝 の生活化・個別化を進めていく上で、大きなカギをにぎつ

したり、霊をなぐさめたりするために酒をくみかわし、歌 ているものと思われる o それは、宗教だけでなく、今の世

い、踊るのである。悪い言い方をすれば、それらをダシに の中ではセ、yクスとレクリエーションの関係も見のがすこ

っかい、日常の場面をわすれ、まつりの世界(レクの世界 のできない問題だと考えている。

)にひたっているのである。法事にもその要素があると思

われる。 00の何回忌という事を口実に親族がー同に会す

る。そういう口実でもないかぎり親族一同の交協はできな

いのが現状なのである。

また、神の名の元に 2人の将来を誓う結婚式も、今やま

ったくレクリエーションそのものという見方ができるので

はないだろうか。
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ジョルジュ・パタイユの視角からとらえたスポーツ・レクリエーション

東京家政学院大学

キーワード

過剰、消費、遊び、 「聖走る部分」

1 研究の目的及び視角

今回、スポー')'.レクリエーシヲンは健康K役立

つもの、明日の労働の活力をもたらすもの、教育的

機能を果たすものとして一般K認識されている。ま

た、スポ-')'は遊びであると基本的K認識されてい

る。しかし左がら‘文化人類学的念視野から人聞の

遊び K目を向けてみると先 K述べた有用性という側

面よ hもむしろ非生産的、浪費的とも恩われるよう

念考え方 K基いた遊び行動が数多〈自につ〈。また、

今日のスポ←ツ状況K:f，>いても、有用性という観点

からは理解し得左い状況が数多〈見受けられる。

とのよう走経緯から.とれまでのスポ-')'・レク

リエーショ Y のとらえ方が生産 E 有用性という観点

Kのみとらわれているのでは設いかという疑念を持

つに至った。とのよう念視点としては、 ア y ジ

ェイ・グオールが「近代スポ-')'の社会史一一一プル

ジョワ・スポーツの社会的・歴史的基礎一一一JK卦

いて、 1 ポーツの社会安定化・保守的機能として説

明している。しかし、とのよう念機能は、パタイユ

的視角からとらえる在らば.一部の社会fては当ては

まるが、JlI)の社会 Kは当てはまら老いという結論が

導き出せる。前近代の身体運動文化を含めて広義K

スポーツ・レクリエーションをとらえる念らば、と

のよう念機能はむしろ特殊設ものときえ見てとると

とができる。

ジョル γュ・パタイユ COeorgesBataille 、

1897 - 1962)は、プランス文学者であり社会学者

であるが、彼の論述は近代社会を至上として見る社

会科学の通念 K挑戦しているよう K思われる。本論

で注目した「呪われた部分JKTける経済理論は、

文化人類学的念アプローチ Kよって人聞の経済活動

を把握したものとしてとらえるととができる。栗本

慎一郎の経済人類学の理論体系も、バタイユの影響

を強〈受けている。
(1) 

パタイユの基本的命題は次の一文『てよって紹介で

主主う。

-10 

芳賀健治

「初歩的念事実から出発しよう。生命体は、地表の

エネルギーの働きが決める状況の中で原員1)としてその

生命の維持K要する以上のエネルギーを受け取る。過

剰jエネルギー(富)は一つの組織(例えば一個の有機

体)の成長に利用される。もしもその組織がそれ以上

K成長しえ念いか.或いは剰余の成長のうち Kととど

と〈摂取されえ左いまら、当然それを利潤めきで損耗

せねば左ら左い。好むと好まざると Kかかわらず、華

々しいかたちで、きも左〈ば破滅的在方法でそれを消

費せねばまら老い。 J(21 

バ Fイユは人間存在の根本原理を「過剰1);在るものの

蕩尽Jと見たのであり、 「富の一部が、概算して、損

失1'1:.或いは、利益の見込みの左い、非生産的使用K

棒げられているJ という強い確信とそ彼の論理の基
(31 

調を成すものである。非生産的価値の追求とそ人聞が

「聖在る部分JK接する文化形態とをっているとと、

そしてその究極には象徴としてのく死>が存在すると

とをパタイュは鋭〈指摘した。

しかし現実Kは貧困や飢餓が数限りま〈存在したし、

現在も存在している。とのとと tてついてパ Fイユは

「倒的観点から出発すれば、問題は第-1'1:資源不足 K

よって提起される。もしも普遍的観点から出発する念

らば、間関は第-K資源過剰I)K よって提起される。恐

ら〈いずれKせよ貧困の問題は存続するだろう J と
(4) 

述べている。社会全体としてみるをら、一部K飢え K

苦しむ農民が存在する一方で、貴族や神宮まど Kよっ

て(富 Jが蕩尽きれていた。つまり、農民の生産的労

働は、過剰をよ P過剰I)V亡するものであ P、貴族らの

「非生産的労働Jκよって過剰IjJまるものが蕩尽きれる

と彼はとらえていた。

過剰の消費形態が様々在社会の性格を決定づける要

因であるととを、バタイユは、チベットのラマ教社会

念どを通じて説明しているが、との主う念視角 K基け

ば、今日の先進国社会は、との剰余の一部が余暇生活

あるいはオリ y ピッ夕、プロスポーツといった形態 K

よって大規模K消費される社会として性格づけるとと

が可能であるように思われる。

本論は、 1949 年発刊の「呪われた部分」と 1946

年 6月から 19 59年 9月までの間1'1:発表された論文を



まとめた社会科学論集・第 2巻「神秘/芸術/科学J(51 パタイユ位、 「今日、非生産的消費の自由かつ大規

の論述を基礎K、今日のスポーツ・レタリエー V ヨ Y 模念公共的形態は消滅したi と述べているが、現在
(1.0) 

の現象を再検討してみようとするものである。バタイ のオリンピ "pの状況や、 ξ ツチェナーの「スポーツ

ユの視角は、今日の社会通念Kとらわれるととを〈、 の危機Jr." VCみられる批判の中 V亡、との「非生産的
(11) 

広〈人間Kとって遊びとは何かというととを示唆して 消費の公共的形態Jが古代社会ほどではないにしろ復

〈れるよう K思われる。 活しつつあるよう K も恩われる。以上を整理したのが

2 パタイュ的視角からとらえた近代スポーツ

近代スポーツ成立の土壌と怠ったブルジョア社会に

ついて、パタイユは、古代社会の多〈が富(剰余 Jを

蕩尽的念文化形態 K振り向けたのK対し、プルジョ 7

社会とは、富(剰余)を蓄積し、成長VC援 b向けた社

会であり、 「消費への憎悪がプルジョアの存在理由で

あり、正当化である。同時『てその恐るべき偽善の原理

である。」 と述べている。
(61 

パタイユ的視角から近代スポーツを把握するまら次

の主う念論理が可能と在ろう。す左わち.プルジョワ

社会VC$>いてスポ+ツが重要念意味を持つ K歪IJったの

は、スポーツがブルジョアの有用性という観念から把

握するととが可能念特性を備えていたからであろう。

す念わち資本主義体制IHてとって不可欠の労働力の質・

量の両側面K会ける確保、軍事力の確保fて卦けるスポ

ーツ・体育の有用性が認識されたから Kほか念ら念い。

パタイユ的視角からとらえるをらば、スポーツはそ

の本質tて会いて消費的・蕩尽的念ものである。近代ス

ポーツの成立とは、有用性=生産的価値といった側面

からプルジョワ社会 VC~ ポーツが受け入れられるとと

Kよって、本来の消費的・蕩尽的機能が大き〈後退し

た転換期と見るととができょう。近代 Z ポーツの成立

期、パブリッタスクール VC$>いて当初プットポールが

禁止されたととはプルジョア社会の論理VC$>いて当然

のととであった。マッキントッシュは、 「ビューリタ

;/VCよる非難をまき b としたのはスポーツ活動そのも

のでは在〈、スポーツを、その実利性をかえりみ在い

で、単K身体活動『亡がける楽しみや喜びのためだけの

機会と考える態度であったJ と述べ、近代スポーッ
(71 

がいかK有用性という価値判断に基いたものであるか

を対照的K示している。今員、スポーツは労働の世界

と構造的fても機能的 Vても正確K対応、しているとの認識

があるが 、そのととは少左〈とも近代ヌポー ，;IVCつ
(81 

hてしか当てはまらまいよう K思われる。パタイュ的

視角からみれば、スポーツの普編的性格は、むしろ実

利性をかえりみない非生産的価値にあるととらえる ζ

止ができる。 (9)

表 Iである。

表 I スポ -，;1の基本的性格の相違

前近代のxポーツ 近代スポーツ

基 -非生産的、消費的 -生産的、実利的

本 破滅的

的 -労働の世界 K対応 -労働の世界 K対応
性 し左い
格 -基本的 K身体破壊 -身体形成約

的

スポーツが、生産的価値K結びつかず、また身体破

壊的(消費的)宏傾向を持つ社会も存在するととを我

々は認識しまければ念ら設いよう K思われる。近代ス

ポーッ以前のイギリ xの「乱暴で危険念J7 ットポー

はそのひとつの例である。スポーツは、その起
(12) 

源 K歩いてハレの時空(非日常的空間)の存在であ b、

「聖在る部分JVC密接K関係していた。 r聖まる部分」

の価値は、日常空間から遠去かれば遠去かるほどその

価値を持つ。つまり、スポ -，;1も非生産的、蕩尽的で

あればあるほど「嬰走る部分JVC接触する可能性が生

ずる。とのよう在意昧で、 1984 年のロサンゼル 1 オ

リY ピックの開会式や閉会式は、 1 ポーツが「聖怠る

部分JVC接触する可能性を持っているととを象徴的K

示していたよう K思われる。とのよう左可能性は、南

米のサッカーや甲子園の高校野球や熱狂的念プロ野球

の応援風景念ど K発見するととができる。

3. パタイユ的視角からとらえた遊び論( r型左る部

分J その象徴としての<死>と現代のスポーツ)

「聖在る部分Jへの接触とは人聞の消費プロセ且を

指す。最も f聖在る部分JVC近づいた領域、す念わち

パタイユの言う「至高性」の領域とは、日常的空間か

ら最も遠去かった所を意味する。パタイユはその本質

を次のよう K述べている。 r損失を原則とするとれら

のプロセスの根本的性格は、その形態は変わっても念

んら変質をきたさ左い。一種の興奮が、様々念循環を

通じでほぼ一定の水準 K保たれ、集合体や個人を活気

づけている。際立ったかたちのもとでは、その興奮状

態は麻薬状態K似て$>!J、合理的利用(収支均衡の原



理K応じた Jも可能であったはずの物質的ないし精神

的財産を投げ捨てる、支離滅烈な抑制不可能念衝動と

規定してよい。 i 過剰の捌口のー形態として遊びが
(i3) 

存在すると規定すれば、遊びの中でも「際立ったもの」

については次のよう左構造が見えて〈る。

(際立った)

遊び=蕩尽 r聖走る部7}Jへの接触=その象徴的形態とし

てのく死>

遊び『てよってもたらされる熱狂、興奮、生命の鼠動

感のかまたにパタイユは死の危険を見て h る。同時f'L

死の危険とそ.我々の遊びを限界づけるものであるとと

を、秩序が遊びの本質的念属性であるとするホイジン

ガとは対照的 K示している。パ Fイユは、 rk.ιるλ
(14) 

の魅力の限界は恐怖である。大事にし保存して会きた

いという欲望が、わたしたちの内部で.濫費したいと

いう欲望と措抗関係『てあるのだ。わたしたちだれしも

の素朴左ーそして秘められたー欲望は、生き念がらえ

左がら死K挑戦し、浪費しながら豊かVてまるととであ

る9.) と述べて h る。死tて対する恐怖は遊びを限界づ
[15) 

けるが、 「際立った」遊びの形態 K争いては「聖在る

部分Jへの接触と在るととを説いて h る。 r己れらの

条件のもとでは、死の危険は、たわるλの反対物であ

るどとろか、まさに.わたしたちだれしも、利害の反

対方向 Vてできるだけ遠くまで行きたいと望む生き方の

意味である。それはけっして、ひど〈速いものではを

い。ただ、わたしたちが行きつ〈突端の地点は、まさ

し〈たわむれが可能まものとしてあ b左がら、最大の

価値を有し、諸情念を最大限Vてあな Pたてる地点であ

る. I 
-(16) 

死の危険と遊びとの結びつきをバタイユは明らか忙し

たが、現代のスポ -，;1現象f'L:t>いてもとのような意味

は失在われてはいまいであろう。特K高度を登山や高

度左競技スポーツまど危険性を伴うスポーツはすべて

大在り小在りとのよう在意味を持っていると言える。

登山は己のととを最もあからさま左形で我々陀認識さ

せて〈れる。より大き在危険を冒して、死K接近すれ

ばするほど.パ Fイユの考える遊びの原理K応えると

と『て在る。エベレストで死んだ加藤保男氏やマッキン

レーで死んだ植村直己氏など現代の先鋭的登山家は、

死に接近するととで、生の充実をかみしめる ζ とをよ

〈認識した人たちであると言えるだろう。

パタイユの理論K従えば、 「なぜ山 K登るのかJと

いう命題K対して最も良〈回答するととができるだろ

12 

う。至高性という側面からとらえてみれば、より困難

左登山であればあるほど、より死の危険が大きければ

大きいほど価値ある行為とをる。登山の世界『ては世界

記録と hったものは存在し念いが、仮Vてそれぞれの登

山の優劣をつけようとすれば、競技スポーツ忙類似し

た尺度が見えて〈る。す在わち、決して山の高さによ

って優劣がつけられるのでは在〈、高度設登山ではど

れだけ死の危険を冒したか、どれだけ困難をととを達

成したかという尺度である。一般的在競技スポ ツが、

メートル、 Fイム、ポイントといった物質的左尺度を

持つの K対し‘高度念登山の場合には死の危険と h う

象徴的左尺度が存在しているよう K思われる。ただし、

との危険度とは者山者個人にとっての危険度ではまい。

初心者ばかりのパーティーにとっては冬山は危険まも

のであるが、ととでいう危険度とはある山の地形的、

気象的左側面の絶対的を危険度である。

競技スポーツ、特K高度念レベルの競技場面ではよ

ぐ「人間の可能性 K挑戦する」といった表現が用いら

れるが、パタイユ的視角からとらえるならば、ー一部の

旦ポーツf'L:t> いては、 「可能性への挑戦Jを「死への

挑戦Jと置き換えるととが可能念状況が、すで K出現

しているように思われる。たとえば、体操競技では新

しい技の開発 K新型のマット〔ピット)が導入される

とと tてよって安全 K新しい技を習得できるように在っ

たが、安全在のはあぐまで練習場面だけであって、競

技会ではそのマットが存在しない。つまり、体操の競

技会、特K高度左レベルの競技会では、どれだけ高度

で困難左技=死の危険性K選手が挑戦したかという尺

度がすでに出現しているよう K思われる。 ζの尺度は、

先に述べた高度左登山f'L:J>-ける尺度と極めて良〈似て

いるように思われる。

一般的左スポ-，;If'L会いては、とれほど直接的在死

の危険といったものは存在しま h だろう。しかし、間

接的にはい〈っかとのようま状況があるのでは在いだ

ろうか。中長距離走在どのゴール直前の苦しさなど身

体的能力の限界直前の状況は、間接的K死の危険K接

する機会ととらえる ζ とはで曹在いだろうか。スポー

ツは、パタイユの言う死の危険K接する人間行動の多

様念機構の一部分であるとみ在すととはでき在いだろ

うか。

個々のレベルf'L:t>いては以上のようま考察が可能と

思われるが、現代社会『てなh てはむしろ集団レベル陀

長いて「嬰在る部介」への接触をとらえた方が理解し

やすいだろう。日本K辛子 hては高校野球をと b宮〈熱



狂ぶ b、南米f'($>いてはサタカーをと!'J'! <熱狂ぶり

念ど f亡、バタイユの言う大量で集団的を過剰の消費を

見い出ナととができるよう K思われる。熱狂の度合い

が高まれば高まるほど、そしてよ b多〈の人々がよ b

長期Kわたって日常的空間からよ P逮去かれば遼去か

るほど、スポ-';/は「聖在る部分Jf'(社会が接触する

機能を果たすととに念ってい〈。つま b、スポーツを

とりま〈社会現象が、主すます宗教的要素を数多〈備

えてい〈ととにまる。

近代社会f'($>いては、ポトラッチやローマ時代の見

せ物のよう念破壊的、蕩尽的で大規模宏、過剰の消費

形態は否定されているが、その一方では過剰の消費形

態として把握できる性風俗の氾濫、宗教の奪修的形態

{日本では新興宗教の巨大念施設群Vてその一例を見h

出せるよう K思われる)が出現して h る。

とのよう念状況に:1:.'¥t>て、スポーッは他の過剰の消

費形態が否定された社会Kな hて、社会が公的K認め

た過剰の消費のためのー形態として、また大衆が「聖

まる部分Jf'(接触するための機能を持つものとしてと

らえるととができるよう K思われる。大衆Kとって旦

ポーツをと bま〈熱狂は、近代社会の論理の中でスポ

-';/f'(有用性 e¥t>う仮面をかぶせた上で真にハレの時

間及び空間を産み出し、生の活力を取りもどす可能性

を持つものとして機能しはじめているのではまいだろ

うか。

4 パ Fイユ的視角からとらえた競技の意味

バタイユの競技K関する考察は、ポトラッチの検討

を中心K為されてhるが、ポトラッチ Kつhて彼は

「いわば世界中のたわむれのあらゆる要素、あらゆる

形体があい会しているといったものなのだ-l(l7)と述べ

ている。ポトラッチのみ念らず様々念競技の原理を、

パタイュは「贈与」とみている。遊びとしての競技は、

「非生的価値の創造」であり主議五ゑ毛握舞うと

とJである。ポトラクチI'($>いては、富の贈与よ b破

壊の方がよ P華々し h、つま h至高念形で相手K卓越

しているのであ P、それによって「最も不条理で.か

っ最も渇望をそそる，j栄誉を勝利者は手中にする o 遊
(J1f) 

びf'($>¥t>て「歪高左J形で相手に卓越すると h うとと

は、 「有益性への心〈ば Pを超越しているという心意気

を証明する機会J念のである。有益性という条件が入
(19) 

bとむととによって遊びは「十全念らざるたわむれJ

と化す。す念わち「とのたわむれは、つねtてたわむれ

よbはるか K重要視されているまじめきの支配する生

の営みのまかでの、〈つろぎでしか念い」。非生産的
(20) 

…--r--..:-'-~ 

価値の創造とそ、 「競争者Kとっては、競って優越性:

を証拠充てる機会であるJと。パ Fイユの童書主主 K関す
(21) 

る考察は次の一筋で$>$>かた紹介できょう。

「ひとびとが ζれ見よがしK競い会うのはs 栄光の

ためであ P、自分の属性である至高性のある状態を感

じられるものとするためで.それは‘自分の資力〈あ

るいは、その一部)を、利益f亡はまらなh 目的へと供

するととによって証拠だてられるものである。文学で

あろうと詩であろうと、歌であろうと踊 bであろうと、

徒競争であろうとサッカーであろうと、チェスであろ

うとトランプであろうと、また騎馬試合.ポトラッチ、

さらに戦争であろうと、実技者たちは、自分の利害の

巧み念運営に専念しているととろを見せようとナる心

〈ば Pを持っていはしをかった。かれらが求めるもの

は、利害Kかまけるみ~<Eの目当てからははみ出て
いるものである。かれらが自~をひけらかすのは、た

ιむλそい五からであ P、自分の力を理由もま〈濫費

してh るから走のだ。かれらが確立し主うとしている

優越性は、歳義者としての優越性である。それはつね

にただむだに、きらK自分を浪費し.さら K自分の資

産を贈与するとと tてある。 J
(22) 

パタイユ的視角から見る念ら、現代スポーッ K$>いても

との主う左側面が数多〈見い出せるだろう。競技が富の贈

与という原則Kもとづいているとすれば、 1 ポーツの世界

に辛子ける至高念形として肉体の破壊が存在するという仮説

の可能性が存在する。つまれ最も鍛えられた人問、最も

優れた競技選手が逆説的に最も肉体的に破壊された人聞と

まる。ステロイド・ホルモ yの副作用による肉体の破壊、

スポーツ選手の事故‘早死走ど・とのよう設現象は数多〈見

い出されるだろう。ミッチエナーの「スポーツの危機J

Kは、とのよう念事例が数多〈取 b上げられている。パ声

イユ的視角からとらえる走らば、明らかに競技スポーツの

論理と健康を目的としたスポーツの論理が根本的K異走る

ととがわかる。前者が無益性(その至高な形態としての肉

体の配壊)1'(よって特徴づけられるとすれば後者は有益性

によって特徴づけられる。また、前者を「十全念るたわむ

れJとするまら後者は f十全走らざるたわむれJととらえ

るととができる。ミッチェナーが警告した様々念事例は、

ととどと〈バ声イユの見通した遊びの論理を裏書きするも

のとまっている。

E 今後の課題 ! 

パFイユの遊び附する考え方は、ホイジンガのそれき」
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iJミ左 b類似している ζ とがわかる。い〈つかの相違点

はある Kせよ、パ Fイユ自身「至高性とその真正念あ

らわれとの関係を、ホイジンガほどみどとに明示する

(9) とのよう念視角からとらえる念らば、 1 ポ

-')/の起源を決して労働の世界に求めるととはでき左

h だろう。

ととはできまいj と述べている。パタイユの論理は、 (10) 前掲(2) P 2 7 9 
【23)

ホイジンガの思想の延長上Kあり、ホイジンガを乗り (11) J ・ A ・~ ':1チェナー 「スポーツの危機」

越えるものとして注目すべきものである。事実、パ F 宮川毅訳 サイマル出版会 1 976 

イユが見通した遊びの原則b よびその諸特徴が、ミッ ( 12) 前掲(7) P 51 

チェナーが警告する事例Uf'(ととどと〈当てはまってい (13 ) 前掲(2) P 288 

る。たとえば、ミッチェナーはスポーツが人格形成K

役立つという原則に疑問を投げかけて hるが、パタイ

ユ的視角から見る念ら、人格形成K役立つ社会もあれ

ば、役立た念い社会もあるという結論を導き出せる。

パ Fイユ的視角は、有用性という側面からとらえられ

てきた様々念スポ-')/の神話を切 P崩すひとつの手が

かりと在るだろう。

最後 K、今後の課題として強調した hのは、文化人

類学的念アプローチからスポーツ・レクワエ ショ y

を把握する学問領域の可能性 Kついてである。 rスポ

ーッ人類学J ・「レクリエーション人類学」とも呼べ

るよう在学問領域の確立が可能左のでは念いだろうか。

そのとと Kよって、普遍的左スポー')/.レクリエーシ

ョy の論理を明らかKするととが可能と走るように恩

われる。

注

(1) 栗本慎一郎 「幻想としての経済」 青土社

1980 、 「経済人類学」 東洋経済新報社 1979 

(2) ジョルジュ・パ Fイュ ジョルヅュ・バ Fイユ

著作集第 6巻「呪われた部分」 生田耕作訳 二見書

房 P24 - P25 1973 

(3) 前掲(2) P 3 0 

(4) 前掲(2) P 51 

(5) ジョルジュ・バタイユ ジョルジュ・パタイユ著作

集第 15巻「神秘/芸術/科学一一ー社会科学論集 2一一ー」

山本功訳 二見書房 1 973、本論では特にとの巻に

所収された「わたしたちが存在しているのは、たわむ

れるためか、まじめでいるためかJ (PI0~P53) 

という論文K着目した。他tて、次の論述 K も着目した。

ジョルジュ・パタイユ ジョルジュ・パ Fイユ著作

集第 7巻「エロテイシズム」 渋沢組彦訳 二見書房

1 9 7 3 

(6) 前掲(2)P 281 

(7) P. 0 .マッキ y トッシュ 「スポ-')/と社会」

石川且・竹田清彦訳 不味堂 P55 1970 

(8) A ・グートマン「スポーッと現代アメリカ」

清水哲男訳 P115 1981 

(14 ) 前掲(5)の訳者は、原語の Jeu，Jouer を

「たわむれJ rたわむれるJと訳している。

( 15) 前掲(5) P 29 

(16) 前掲(5) P29 

( 17) 前掲(51 P17-P18 

( 18) 前掲(2) P 288 

(19) 前掲(5) P 20 

(20 ) 前掲(5) P 37 

(21 ) 前掲(51 P20 

(22) 前掲(5) P 20 

(23) 前掲(5) P17 
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穂積適量

本鎗はスポーツの起源治とかかわるものであるが、

スポーツの起源に関する考察の過程に白いて生じた鯛

簡を解決する過程において作成されたものである。そ

の閑題と拡、スポーツの起源を求めていくと、基本的

に2つの大きく幅コているように恩われる考え方が存

在するということである。すなわち、本能的な側面を

スポーツの起源に求める動物学のー領域である比敏行

動学の考え方と、文化的な側面をスポーツの起源に求

める文化人類学的な考え方である。本能的なものに起

源を求める考え方としと俗、ヂズモンド・モリス、 1

・アイプル=7イベスヌ工ルトらの比較行動学者が錫

げた考え方がある.彼らの基本的な稜角は、 「人間性

鉱動物性の一つであってそれ以外の偶者でもないJと

いうものである。このことがスポーツにもあて綜まる

のでほないかとする説である。この観点に立てば攻寧

性、系続発生的適応{進化鎗}といヲた側面からスポ

ーツに焦点をあてることが可能である。デズモンド・

モリスは霊長類の適応能力そのものがスポーツの組糠

に結びついていると考えているように思われるa つま

り、人頭進化の過程で獲得された肉体的、精神的、行

動能力一狩狐への適応能力ーが痩耕生活に始まる文明

(環境}のあまりにも急滋な変化についていくことが

できず、狩狼への適応能力の発現の績をスポーツの場

面に求めτいるとする考えかたである。つまり、スポ

ーツは過去の入額の行動の代理行動であるとする考え

方である.

また、 I・アイプルz アイベスフェル卜は、動物の

なわばり行動に着目し、 f弱い15を完全に傷つりるこ

となくどちらかが強いかを確かめるjための、つまり

不必要な本物の闘争を防ぎ、攻'性を無害な手段で転

化させるための「儀式化jされた行動について示して

いるが、これが何らかのかたちでスポーツの起源とな

っているのではないかということを示唆しているよう

に思われる。

さて、このような行動学的解釈に対しバ9イユの論

述は文化的側面を強調しているように思われる。パタ

イユ的視角からとらえるならば、童書争の原理は贈与で

あり、その延長線上の至高なものとして蕩尽、破寝が

あることによって優越候が確立されるとして人間行動

の非合理的側面に焦点を当てて考察しているが、一方

の行動学者らは、むしろ合理的、自然稗学的な側面か

ら、鎗争の原理を不必要な周争を防ぐための適応形態

(アイプル=アイベスフ Iんト)、あるいは狩鋭の代

理行動{モリス)とみている q これを漣め合わせるこ

と拡園重量であるように恩われるが、可能性肱残されて

いるように思える.

行動学的観点からとらえてみると、パタイユのいう

相手に卓越したいという欲望ほなわばり行動におりる

攻穆性の発現に結びついているのかもしれない.この

ような3基本的な欲求{動物的欲求)が無意識の層、

{進化諭的観点に立てば大脳1日皮質、古皮質}あり、

その上{大脳新皮質)に文化的な欲求が存在するので

15ー

以ないかという仮税の可能性が生じる.

パタイユが着目したいかんともしがたい人聞の

非合理的側面は文化的要因によヲてのみ規定されるも

のではないように思われる。アイプル=アイベスフz

ルトも次のような論述において人間性の不合理を指摘

しτいる.

「行動をうながすわれわれの衝動のいくつか肱、現

代で鉱祉会生活を阻害する働きをする結果になヲてい

る。攻撃の衝動もそうで、これは高等な脊椎動物で綜

重要な役割を果たしているのに、現代の人間の祉会生

活の申で鼠その本来の意鎌の多くを失ってしまってい

るのである.いや、攻書置の衝動は明らかに危険の濠に

すらなっτしまっているのだa というのは、内蔵の勉

因はこの衝動を鋭敏するようにと入閣に迫るのに他方、

祉会の内部にはそのための適当な可能性が必ずしも存

在しないからである.J ( r震と憎しみJ、みすず書

房、 1974、P38)

パタイユの「非合理的な消費j怯アイプル=アイベ

スフ IJレトの攻撃性の敏散と深く結びついているよう

に恩われる。このような点にこそパタイユ的視角と行

動学的視角の克服しがたい請を埋め合わぜる何らかの

手がかりがあるようだが、その手がかりのひとつとし

てスポーツSよぴレクリ工ーションの人類学的な研究

があげられるように思われる.

一一一一一一」



児童の心理的特性と親の養育態度，感覚教科目の好悪，

成績との関係一一次集計による基礎的考察一 0梅津通子

(女子聖学院短期大学)

心 理 的 特 性 感 覚 教 科成績の好悪適応性親の馨育意識

本研究の趣旨

子どもをと Dま〈環境は，社会的，文化的影響を受け，

情報の氾濫Kよる教育への関心，親の義育意識や行動の変

化，生活様式の棺違，価値観の多様化をもたらせている。

とのような情況下では，自ら思考し，判断し，選択し得

る能力が要請されて〈るので，学校は勿論，家庭，地域社

会tて主砕いて子どもの内部Vてある生きる力，学ぶ力を育成す

ることが望まれる。

とのような能力は，感覚重視の教育VC:l>-いて培われると

恩われる。

乙ζ での感覚は，たんなる生理学的意味Kとどまらず，

それは自己と環境の真塾まと 9(み，即ち社会的意味VC:l.' 

いてである。

一般K今日の風潮は. r知，徳，体」の調和のとれた，

人間形成の重要性は指摘され念がら，いつのま Kか受験体

制の綱の目 VC(みとまれ知育偏重の傾向を招いている。

とれは，親の養育行動が起因していると思われる。

換言すれば，親は偏差値社会K向けて子どものパーソナ

リティを方向づけているといえるのである。

1 研究の目的

一次集計による基礎的考察として

1 )親の義育意識，行動，態度，が成績にどのように，

関連しているか。

2 )各教科 fHてなける好・悪と，得手ー苦手との関係。

3)感覚教科目の成績と親の養育意識との関連の有無。

2. 方法，期日，対象

1)方法 新宿区立T小学校に辛子いてアンクート調査

2)期日 昭和 59年 6月と，中勾

3)対 象 表 -1 参照

3 内容

I 心理的特性 42問

E 適応性 28問

皿 親の養育態度 18問

W 教科目別好悪，得手一苦手 3謁

4 集計について

各項目どとにカウ Yティングし，学年別，男女7JIJ.個人

別K一覧表を作成し，一次集計を行念った。

結巣と考察

I 児童の心理の発達的特徴Kついて(図-1 ) 

① 顕示性

学年が進むKつれて顕示性が高〈ま 9.女子よ D男子K

その傾向がみられる。

6年では男子が女子よ 910%多い 45.5唖であるのK対し，

S 年では男女差は4.4~である。

s年は，精神的状況が質的に変化する時期であ 9.委員会

活動.:7ラプ活動等への活動範囲も広が 9.高学年として

の自覚や誇Dも芽ばえるため，男女とも Kどの学年よ Dも

顕示性が高いのであろう。

② 攻撃性

との項目も高学年VC~ るに従って高〈念るが，顕示性と

同様. 6年よ Dも5年の方がわずかK高しその差は男子

2.2%.女子は8.8%差である。

攻撃性の内容も，年少者ほど喧嘩の頻度が多<.低学年で

は所有権の侵害によるもの，中学年では身体的攻撃Kよる

もの，高学年では社会的名誉棄損がきっかけとなって主?と

るととが多い。

攻撃性は.女子よ Dも男子に多くみられるのは，それらK

対する社会的許容度が女子よ b大きいためと考えられるが，

ととでは 5年女子が一番攻撃性が高い。

児童の心理的特性は，項目別分類をすると男子では顕示

性，攻撃性，甘え.孤独，耐性，女子では達成動機，独創!

性，責任性，自主性の項目に分けるととができる。

学年別による分類は，低学年VC:l.'いて耐性がみられ，中

学年では主体性，独創性，自律性，達成動機，高学年では

判断力，責任性，劣等感の項目 K分類できる。

低学年Kないて

グゼルは. 7才頃は自己を意識するよう K念!?身体的

自我と関係する，また，静かK自己K専念する時期でもあ

!?沈思的でもあると述べていることや，己の時期は，素

直K親や教師の指導を受けとめる要素が強いととからも，

低学年VC:l.'ける耐性がみられるのであろう。

中学年は，社会的順応性と社会的洞察力を習得してゆ〈

時期であ!?身体的』ても活動性があ!?勇気と大胆さがあ

るのも ζ の時期の特徴である。

そして，低学年よ D自我の外に出るよう tてな!?個人差

も大き<.性差も明らかtてなってくる。

また，蓄積された精力を奮い起し，エネルギーを注凶で

行動できるととから，中学年K自主性，主体性，独創性の

高いことが理解できる。
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高学年では，児童期から青年期への移行期でもあ!'J.い E 親の委育態度(図 3 ) 

ろいろ在意味で，精神的情況が質的K変化ある時でもある。 図-3VC台いて各項白の親の養育態度K男女主主がみられ

同時VC.今までよ D精神的K不安定左時期でもある乙と る，点線は，得点の平均点，棒グラ 7は%を表わしている

から，判断力や，責任性の心理的特性が逆K劣等感K変化 が，養育態度の受客的投点では，男女差はあるが，男女と

する ζ ともあるのでは左いかと思われる。 も同じようなカーブを描いている。

学年全体VC.孤独，劣等感は低い傾向を示しているが， その中で，特VC3年女子が符 6婦と受客的態度が高<3 

達成動機はそれらと対象的左カーブを措いている。 年男子も高いがその差は 18.8骨である。

どの学年も 55唖以上であ!'J.わずかであるが，男子よ D ②の民主的態度は，萎育態度の項目の中で一番低いが，

女子が高<.中でも 3年女子の77.8%. 4年女子の71%は 男女とも 5年が特K低い，男子 41.1唖，女子は 44.4骨で平

著しい。 均以下である。

③の指導的養育態度は，高学年KまるKしたがい高〈な

児童の心理的特性の全体像としては，甘えがなし孤独 る傾向がみられるが，この項目も，特VC5年の男女が，著

感も少まく，主体性，劣等感，耐性，判断力，自律性は， しい。女子は 74.4骨，男子関 9冊在民主的感度とは逆であ

ほどほどで，達成動機が高<.独創性K宮み，責任感のあ る。低学年と比較すると女子は 13.3骨，男子は 18.8冊差で

る児章像となる。 ある。

このことは，将来の子ども K対する方向づけとして，進

路の問題がからんで〈るからであろう。

E 適応性Kついて(図ー 2 ) 母親の受客的態度が，子どもに信頼の感覚を生み出し，

図 2は.児童の各適応性を学年別順位で示したもので その基盤があってはじめて.外的な強制を伴うしつけが，

ある。女子K骨いては，学校への適応をのぞいて，教科， 子どもの内面的発達を生み出すといわれているが，受客的

教師，家庭への適応の一位を 3年が占めている。 態度は男女差があ!'J.男子Kもほしい項目である。

中でも特K教科への適応は 89.9%と非常K高<.教師への 全体VC.親の養育態度を三つの側面から考察すると，い

適応も 87.1%と高い。 ずれも女子の方が高いが，特VC3年頃から性的差異が明ら

同じよう VC. 3年男子に学校への適応をのぞいて，教科， かKなる時期で，同時K民族意識をもち始め，結婚，家族

教師への適応は 70唖以上とまっている。教師への適応が高 K関する事柄に関心をい抱〈ょう Vてもまる。 ζの違いは，

い中で. 4年男子 (45.7%)は，一位である。 3年との差 男子と根本的に違う所であ!'J.女子に高いのは，養育態度

が 24.2骨である。 が行動機式K重点をないているからである。

乙の時期は，自分自身をはっきり知るよう Kま!'J.自我

の外に出ることから，学校，学友，自分と家族，一般の文 W 児童の教科目K企ける好悪，成績の発達的特徴

化K対する関係が形を変化させてくる。

しかし，その変化は，かすかK起るため，教師も親も，

その重要性を十介把握する己とが出来左い乙とから，教師

への不適応も生じやすく在るのでは左いだろうか。

男女月iJVC考察すると，女子K各項目の適応性が高い傾向

がうかがえるが，男女とも VC.教科，教師に対する適応性

は，各教科の好悪状態Kも関連している。
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1 )教科の好悪関係(図-4 ) 

図-4は，各教科目 VC:1>>ける好・悪と得手 苦手との関

係を表わしたものである。

いずれの学年K台いても，好悪の程度の高い科目は，男

女とも体育であ D男子8.6冊，女子88%である。次いで図工

の順であるが男子82骨，女子制需とし位との差はわずかで

ある。次K女子は音楽とをるが，男子は理解む76骨と.教

科K企ける男女差がみられる。

しかし，低学年K長いては，各教科間の好悪の程度は，

差があま Dみられず，教科目Kよる男女差がみられる。

国語は女子の好きな教科であるが，男子は理科の方を好

んで公!J.好悪の程度はどちらも 76番である。



学年差，男女差の左い体育，図工K対し，男女差のある 男子の苦手左教科は，音楽，家庭科，国語のj願であって，

教科は音楽であ 9.男子よ P女子に好き念度合いが高(. それは女子の得意ま教科である。

どの学年も 80冊以上であるが，男子は全体K女子より 20% 女子の苦手な教科は，社会，理科，算数の順と在ってb

低しまた学年差がみられる。 り，好悪，得手の程度の高い教科は，男女，各学年とも，

特K. 4年男子の音楽は84需の高い率をみる乙とができ， 図工，体育，音楽(男子はそれほどでも左い )Kみられる

5年男子では58%K低下している現象がみられる。 が，それは，動くたのしさ，創り出すたのしき，思考し念

同じよう K.女子K$'ける理科では. 3年女子の86%の がら工夫し，自らの力で内部から活動できる教科である。

高率をみるととができるのK対し. 5年では58骨と念って そして， ζ のζ とは生きる姿勢K もつながっていく。

いることである。 教科Kよる男女差は. 2年から始ま 9.学年と共K差が

教科による学年差が著しくみられるのは，丁度学んでい はっきりとあらわれる。

る音楽や理科の授業内容，方法，指導者，受ける側の意識 神戸大学の心理学研究室Kよる教科の好意度(1967年)

等が影響しているのであろう。 Kよると，小学 5年の家庭科は，好意度が低(.体育は左

男女別好悪の程度は，教科別K高いJI固から，女子は図工 JIJ的在高率であった。

音楽，体育，家庭科であ 9.国語，理科，算数，社会と左 そして，次K好意度が高いのは，体育との差が30%で図

9.男子は図工.体育，理科，低学年では次K算数，音楽， 工，音楽とまっている。

社会，国語とまるが.高学年では，音楽が最後Uてまってい 男子は，今回の調査と同じ傾向であり，特に女子K変化

る。 がみられたが. 17年間に金ける価値観，意識，社会情況の

2)教科の得手・苦手の関係について(図-4 ) 

図-4からも，得手の度合いは好悪と類似したカーブを

描いている。中でも，国語，算数，理科，体育は好悪の度

合いと同じ傾向であるが，学年Vてよって多少の差がみられ

る。

教科の好悪程度と同様K.得手一苦手の度合いも，男女

差，学年差がみられる。音楽K卦ける 4年男子は得手の度

合いも同じ，女子の 5年. 6年は得手の度合いが低〈在っ

ている。特K好き左教科の図工で，高学年女子の得手度合

いが低下しているのは，上記の音楽，理科等と同じ理由K

よるものであろうか。

上記のことからも，指導者，内容，方法，学ぶ姿勢等が

教科の好悪状態K影響し，得手の度合いも高まり，変化す

るのであれば，教科へのたのしさ，学..，:$'もしろさ，そし

て自ら求める学習へと発展していく K違いまい。

図-4Vてはないが. 5年から家庭科(女子)が加わる，

6年V亡まると男女必修とまる。

家庭科の好悪の程度は. 6年男子が64%であ 9.女子は

抱#と，教科の中で一番高い。

しかし，得手一苦手の状態は. 6年男子56%.女子76唖

と. 16 % 0差で低下している。

興味ある科白，好き左科目が必らず得意であるのでは左

<.技術を必要とするもの，個人の能力や意欲の程度，ま

た，出来，不出来がはっき Dするに従って，得手の程度が

左右するのであろう。

変化が，教科の好悪Kも影響しているのであろうか。女子

にないては，特に親の意識，行動，態度が教科K反映され

ている。

それは，幼児期から器楽等の稽古どとをする習慣が，音

楽への好悪状態の下地を作つてなり， ζの習慣は男子にみ

られない。

また，女子は「家庭へ jといった親の意識が，家庭科へ

の好悪も関係していると思われる。

しかし，同じ教科でも，学年Kよる相違がみられる己と

は，親の養育行動のほか，種々の要素が影響しているので

あろう。

au 



3)特K感覚教育科目の好一悪.得手一苦手と親の養育

態度との関係について

図-5. 表一 2. 表-3 参照

学校教育の中で，特K感覚重視の教育の必要性をあげる

観点から，図工，体育，音楽の三教科とした。

三教科上位成績者Kついて，教科の好ー悪，得手一苦手

の程度，成績との関係，また，親の養育意識の関係につい

て述べる。

三教科の成績上位者は，表 -2f'Cあるようf'C.女子は全

学年の13.4唖，男子は10'婦であった。

成績上位者は，低学年では，教科評価 3までのため，三

教科とも 3の評価の人。

評価 1- 5まである学年については，三教科が12点以上

の人とした。

低学年では，成績上位者は男子の 3倍も，女子が多し

感覚教科は(特K音楽で男女差があらわれているのではま

いか)女子K多い。

成績上位者と親の養育態度の関連は，平均よ D①受客的

②民主的，③指導的のいずれの項目も低し関連は認めら

れまい。

あま D民主的で左<.受客約~態度も普通程度，そして，

指導的で念い親の像が浮かび上がるが，子どもに自由さを

与え，のびのびとさせることが，己のよう左結果を生むの

であろうか。

感覚教科への好一悪は，体育の曲%.図工86.9%音楽の

77%と左 Dやは D好悪の度合いは高い。

得手 苦手の割合は，好きではあるが，得意とまでは，

いかず，体育81.9冊，図工78.6% (好 悪の割合の差は8.3

% ) .音楽は67.2% (好一悪との差は 9.8%)とまった。

全体Kは，差が少ないととから，好きな教科は得意であ

るといえるであろう。

但し，教科内容の成就震によっても変動すると思われる。

品、わりに

以上の結果は，一次集計による基礎的な考察の一部であ

る。

各項目 jjljによる心理的特性は，家族形態十てよっても変化

し，親の養育意識Kよっても影響を受けるであろう。

感覚教科の中でも男女差，学年差があること，親の養育

意識が平均以下であっても，関連性が~いのでな<.その

ような意識が，むしろ.感覚教科の成績を向上させ，好

悪，得手 苦手の程度K関係しているので在いか。

19ー

別の観点から考察すると，親の価値観，重点のなき場所

生きるためf'C.人聞のどこK目擦を台車，心の糧を求める

かの姿勢にかかっているといえよう。

そのことが，子どもの発達K大きくかかわって〈ること

がうかがわれる。

特f'C.親の養育意識の中で受客的項目が高い 3年女子K

児童の達成動機が同じよう K高かったこと。

指導的項目が高かった 5年女子f'C.児童の自律性，主体

性の低さがうかがえたが，結論は二次集計K待たねば左ら

左い。念会，

との他，家族形態と心理的特性，項目別による児童の特

徴，他教科と親の養育態度との関係等，二次集計の結果を

まって考察する。
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亡コは図 3の養膏態度性別平均唖ヌ
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子どもの体育教室参加に伴う遊び生活の変容

O締田育代 田 中 鎮 雄 山岸明郎

(日本大学日本大学日本大学)

体育教室参加 遊びの変化 現の期待 社会的学習

1 .緒論 れほど強〈なく参加意志決定には大きな影響を与えていな

子どもを対象とした地域スポーツが盛んな中で、それらを い。会員募集の認知も母績が f幼稚園や保育園の先生に開

対象とした研究活動もまた活発化されるのは、当然のなりゆ いてJや、ついで「新聞広告やパンフレットなどj によっ

きといえよう. て、親がその情報を最初にキャッチしている。そのような

山岸らは、 1982年に水泳教室をとりあげ、水泳教室加 状況の中から、子どもを体育教室に入会させる毘的に、何

入を含む日常の教室参加過程にみる母親の関与の大きいとと らかの期待があるものと考えられる。

を解明している. 1983年には、椛沢らは、上の研究を受 昨年、との学会で発表した椛沢らは子どもをスイミング

け、とくに水泳教室に対する親の期待の多くは、選手コース スクールに参加させている親の期待は、第 1位が「健康・

に子どもを参加させている婦合を除いて、ほとんどが「健康 体力っくり j 、第2位が『泳力の向上Jであり、第3位が

・体力つ〈り J r泳カの肉1:Jなどの順になっており、当然 『精神力の養成Jlこ期待しているととを報告している。

の期待傾向であると理解した.しかし、期待実現については 今回の体育教室に対する貌の期待を、第 1選択から第3

親の認知レベルに対応するかのように「泳力の向上J r精神 選挟までの回答を求め、加重得点訟で順位を決定したのが

カの養成』などに顕著な反応が認められたことは注目される 表2である。表2からも明らかなように、体育教室でも「

ところである。 健康・体力っくり j に期待している親が一番多いごとがわ

上の研究をふまえ、今回は 3 つの点から研究 tJ~進められた。 かる。第 2位が「精神力の養成Jであり、第3位が「運動

ひとつは、種目をかえて体育教室を対象とし、跳んだり、は 技能の向上Jである。 r社会性の育成j の期待水準はスイ

ねたり、走ったり、多彩な運動をさせる体育教室に対して. ミングスクールでも、体育教室でも低い。

親たちがいかなる期待をするか、という点である.もうひと 3‘貌の期待内容と体育教室入会前後の子どもの遊び生

つは、とのような体育教室参加が子どもの遊びの生活にいか 活との関係

なる変化をもたらすかである。第3は、予想されるこれら子 表3は、親の期待をさらに具体化したものである。健康

どもの遊びの変化と貌の期符との関係の考察である.以上 3 ・体力っくりでの具体的な期待のうち、 「がんばりのきく

点について調査、分析するのが本研究の目的である。 身体にしたいJが男子、女子とも圧倒的に多いことがわか

る。さらに、精神力の養成では、 fがんばりやにしたいJ

II.研究方法 f集中力のある子にしたいJ rがまん強い子にしたいJ r 

調査時期:昭和 59年7月-9月 ものおじしない子にしたいJという具体的な期待に多く集

調査方法:質問紙訟 まっている。また、運動技能の向上では、「運動好きな子

調査対象 :K体育教室参加者の親 にさせたいJに男子、女子とも 50%以上の期待を寄せて

男子 189、女子 97、有効間収数は 500.有効同収率 いる。

57. 2 %である。 体育教窒に入会する以前と入会後の現在との間に、子ど

もの遊び生活の比較を、親の尽力、ら評価したのが、表4、

凹.結果の概要 5. 6である。 r運動遊びj についてみると、体育教室に

1、K体育教寝参加者のサンプル 入会する以前より.現在のほうが男子、女子とも運動遊び

子どもの年齢と性別は、表 1に示したごとくである。年齢 をよくするようになったと回答している。このことは、具

は、 5歳児を申心にして幼少時に集中している。之れは、 K 体的な親の期待の中にもみられたように、 「がんばりのき

体育教室が入会を小学校 2年生までと決めているためである o く身体にしたいJさらに「運動好きな子にさせたいJとい

2歳児以下は、まだ入会ができない。表 1からも明らかなよ う体育教室長に対する期待の実現と大きな関連があるものと

うに、小学校入学以後は退会するものが多い。性差について 考えられる。 r戸外での遊びj についても同じようなこと

は、男子がか多〈、女子については、その傾向にあまりかわ がいえよう e

りがないので、今聞は男子を中心に考察する e ごのごとは、教室に入っていない子どもたちと比較をし

2‘体育教定に対する親の期待 なければならないし、加齢に伴う自然な変化とも考えられ

体育教室参加に対する子ども自身の要求は、幼児のためそ る。とれらの問題は、今後の研究課題としたい。
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表 1、とどもの年齢

性別

年齢 男(世) 女(%) 1 

3績児 10 ( 5. 3) 2 ( 2. 1) 

4歳児 23 (12. 2) 1909.6) 

5歳児 70(37. 1) 26(26.8) 

6111児 49(25.9) 25(25.8) 

7歳児 2302.2) 14 (14.4) 

8歳児 6 ( 3. 1) 9 ( 9. 3) 

9歳児以上 8 ( 4. 2) 2 ( 2. 1) 

無期平明 o ( 。) o ( 0) 

告計 189 (100.0) 97 (100.0) 

表 3町体育設室参加に対しての親の期待(具体的な内容}

w主)

「ー扇有子五蚕ii 男 cz) 女 (%) 

4走がんばりのき〈身体にしたい 145 78‘7 68 70.1 

凍 風邪をひかない千に Lたい 27 14、3 23 23.7 

4340 E 体格のいい子に Lたい 11 3.7 o o 

体質を改善させたい 7 I 3.7 5 I 5.2 
つ
〈 スマートな子に Lたい 111、e

~己不明 1 I 0.5 o 。
合 計 189 97 

(2. fI) 

期待する項目 男 czl 女 信}

識がんぼりやに Lたい 58 30、7 30 30‘8 

集中力のある子に Lたい 50 28、4 32 33‘。
1J がまん強い子にしたい 4 4 23.3 18 1ιs 

司 |も町おιLない子にしたい 3 1 18‘4 1 7. 17.5 

J長出掛もしヲかりや晶子にしたい 4 2.1 。
点国匪記不明 2 、I 。

恰 計 J!JtJL L旦空

(3 ~主}

銅待する項目 男 (S) を (S)

登霊
Ii!UUUな子にさせたい 107 58、s 56 57、7

人なみの運動型で書晶子にさせたい 62 32.8 33 34.1 

量周に運動できる干にさせたい 15 7.8 8 8、2

能
ー誌の運動選手にさせたい

の
2 1.1 。。

向 l幼稚園や学校町体育の成績をあぜたい 0.5 。。
..l:... i集記不明

i告 計

t4f宣〉

期待する項目

541 〉
自S量的に行動で書晶子に Lたい

仲間と協調してやれる事に Lたい

サ生 申るい性格な子にしたい

2Jのh t 礼儀正 Lい子に Lたい

きま Oのよ〈守れ晶子に Lたい

A 
線記不明

合 討

表 E、戸外での遊びについて

ぐに ---------. 性glJ

1寺期 --~ 

項目

i戸外でよく遊ぶほう

炉併であまり遊ばないほう

』合計'

表 6.遊び{仲間について
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男 (Sl 宜 m

78 41.3 26 26‘B 

49 25.8 27 27‘8 

34 17.9 28 28.9 

1 6 8.5 1 0 10、2

1 1 、8 5 5.2 

0.5 1.0 
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ス ポーツ参加と職場環境への適応

0増田慧田中鎮雄今野守武田正司

(日本大学)

スホ・ーツ参加 車車場環境への適応 胃 ES

可遁論

験場における従業員のスポーツクラプ参加は、心身の健

全化。て役立ち、特に健康、体調、体力など身体的側面への

影醤が大きいζとが、先の報告(今必ら}で魂らかにされ

た。本研究は、 ζ の報告を踏えて、タラプ参加に伴う身体

的効果と繊場環魔への遁応との岡達性について調査分析を

試みたものである。すなわち、クラプ参加によって生まれ

る健康、体舗などのよさは、職場における緒端境の認知及

リ評備を好転させるのではないかという予怨のもとに本研

対は企画、立案された。

く方法〉

Rudo立 H. MOO Sの社会様魂尺度 (Social.c1i園出 scale) 

の中の Work Envi ronment Scale (W E S )が周いられたO

WESは、 10のサプスケール、 90のアイテムから信成

されている。 10のサプスケールは次のとおりである。

1 . Invo1v岨 ent 仕事への闘わり方)

n . Peer Oohesion 仲側同僚)

m. Sup世 vi田 r Support (上伎の支持}

N. Au七0加 盟y(従業員の自治)

V . Tas k Orien七ation (仕事，志向)

VI. Wor孟 pre田 ure(仕事上のプレッシヤー)

'111 . 0 1arit y (仕事上の明瞭性)

VI. co ntro1 説制)

立.工n皿 vation(技術革新)

I.Ph:ysi且 1 00皿fort (初極的展猶の快遜さ)

谷サプス十一?ルのアイテムのl部対立援lに示すとおり

である。

調書食対象・刻日は、先の研究(今封ら)とi母様である。

〈結果と考察〉

1・表 lのサプスケーノレ(仕事毒への関わり方)にみると

狩り， ζれらのアイテムは.r仕挙そのものはほんとうに

やりがいのあるものである J.r仲同意識が強くないJ. 
「ただ時欄かせぎをしている人が多いJ. r繊場のひとび

とは，験場の組織に語りをもっているようだJ.r自ら進

~で仕事をしようとする人は，ほとんどいないJ• r職場

には，活気があふれているJ• r余分な仕事をさせるとと

は非常に難しい J. r仕事に対して常に強い闘心をもって

いる」などから成り立っている。 ζれらのアイテムがいず

れも「健康である J• r体説がよv>J構えたものによっ

て好意的If(受けとめられているととを表 lは示している。

このような結釆は. r雄主 E露である J• r体捕がよい」とい

うものが仕事に対して，より慎極的に取り組む姿勢をもっ

ているととを示すものである。

2. サプス十ール Eは，職場{中欄民係を測定するスケー

ルであって，表1は. 9アイテムの内「新入社員が気持ち

よく感じるように，みんなで面倒をみているJ• r職場の

雰囲気は，人閥味に欠けて回る J. r人は， お互v>~亡思い

やりをもってWるJr仕事が終ってから，従業員たちで何

かを一緒にするという ζとは，めったに左い Jr繊して，

議場のひとびとは，感じたととを率直に表現している Jr 
近業員同士でよ〈偏人的な閥遍を話し合う ζとがある Jr 
他人のかげ口を言う人がいるので閥遁がおきるJ'J:ど?っ

のアイテムぜ健康であ剖ru>:械がよい」とする者が好まし

w反応を示している。 ζのζとは，上の場合と同様に峨場

の{中閥岡係が「健康であゐ Jr体誠がよい」という者によ

って好蕊的ltL受けとめられている ζとを示すものである。

5.上と同様に，サプス Tール田は，控室腐ないしは体d認

をよいとする従業員がk議場における上役の支持を好主主的に

受けとめているととを示しているものであり，健康である
乙とおよび，体調のよい ζとが駐車場。上下岡係の円滑化に

役立っている乙とをオ唆するものであると考えられる。こ

とでも 9つのアイテム中マつのアイテムで有恵差の認めら

;(l.た点に注目すべきであろう。

4. ri!l様1tL. N以下のサプスケール単位に考察を試みる

とき，従乗員の自治，仕事への志向性，仕挙上のプレッシ

ヤー，仕挙上のT.ij康性，税制的規紙，技術言語新，物躍的環

婚の快遁さなどのいずれでも「健康であるJr体調がよ司

従業員が好産量的反隔を示しているととを表1は示している

のでめる。サプスケールは全て 9つのアイテムから成りた

っているので有意差の認められたアイテムの比率に乏のあ

るζとが注目されるが，このようにサプス宇ール闘の差異

が認められながらも全体的にみるとき，届車場様境の評価と

従業員の健康・体説水準の高さとの闘にかなり密童話な闘係

を認めてよいものと!~われる。

5. 最後ltL本研究の主最重である職場選境の評価と従業員

の生きがい感との関係について述べをければならない。

本研究を計画した当初の仮説は. rスポーツクラプ参加は，

身体的効果のa凋と生きがいl訟を生み，その生きがい感が

麟場環境の認知さ好転させる JとW うものであった。 しか

し調奇繕泉の分析は，表1にみる還り当初の仮説は棄却せ

ざるをえない状況にある。 ζの点については，今後の研究

治涯で詳細に検討を加えたいと思っている。
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表 1 職場環境の評価と健康，体調，生きがいとの関係

サプス乞ゲ 7 イ テ i‘ 健 康 体 調 生きがい

仕事そのものは、本当にやリがいのあるものである。 車 * * * * * * 
仲間意識が強くない. 縄駐 * * * 
ただ時間かせぎをLている人が多い. * 調院

車車場のひとびとは、職場の組織に誇りをもっているようだ。 * * * 
自ら進んで仕事をしようとする人は、ほとんどいない. * * * 
職場に1;1:、活気があふれでいる。 * * * 測候 $ 

余分な仕事をさせることは非常に鍵しい. * * * * 
仕事に対して常に強い関心をもっている. * * 
新入社員が気持よ〈感じるように、みんなで面倒をみている. * * 
職場の雰囲気は、人間味に欠けている. * * * * 
人は、お互いに思いやりをもっている。 * * *象*

II 仕事が終ってから.従業貝たちで何かを一緒にするということは、めったにない. • * *牟

概して、職場のひとびとは、感じたことを率直に表現している。 * * 
従業員同士でよ〈個人的な問題を話L合うことがある。 * * * * 
他人のかげ口をいう人がいるので問題が起きる。 * * * * 
上役は、従業民に対して息に着せるような Uのききかたをする，'l~が多い。 * * *ホ

上役は、従業貝の提案を常にその人の功績として十分認めている。 * *事

上役は、しばしば従業員のきさいなことでも批判する。 * * * 
皿 従業民は、気がねせずに昇給を要求することができる。 * * 調'

上役は、従業員に極端な期待をかけすぎている。 * * * * * * 
従業員は、個人的問題を上:1:に相談する固 * 
上役は、部下の立場を笑際に守ってくれる。 * 
従業貝は、自分自身で決断できるようにすすめられている。 * * * 

W 
職場のひとびとは、自分の意宏、で自発的にことをすすめることができる. * * * * * 
問題が子じたとき、上役1;1、従業員白身で解決するようにすすめる。 * * 
上役は、定期的に従業員の将来計画の目標について話し合う。 司院 調~ * 
従業員たちは、仕事を果すために多大の注意を払っている. ホ *

いろいろのことが翌日まて'放っておかれることは、めったにない。 * 

V 
ここは、能率のよい仕事中心の職場である。 * * * 
多〈の仕事をなLとげることが、職場にとって重要なことである。 * * * 
従業員は、一生懸命働いている。 * * * 
職場の人々の能率は、全〈悪いように思える。 * * 
仕事をする上でいつも庄迫を感じる。 * * * * 
あらゆることは、いつも緊急に片付けなければならないように思lわれる。 * * 

四 のんびりする時聞がない。 * * * * '* 
時nuに追われることはない。 * 
仕事のノル?を維持していくことはむずかしい。 * * * * 
上役の責任は、明確にきれている. * * * 

四 諸手当に関して、従業貝1;1:十分に説明きれている。 * * * 
きまりや方針がたえず変っている。 * 

咽
望むなら、自由な服装で仕事をしてもよい。 事*

従業員が還刻した場合には、残業してその分をうめ合わせすることができる. * 
新しい違ったアイデアがいつも試みられている。 * *傘$

この職場は、自分の新しいアイデアを生かせるところである。 * 別院 *事*

変った方法は、あまり重視されない。 * * * 

E 
同ヒ方法が、かなリ長時間 ιちいられ続けている。 * * * 
いろいろなことに対する新しいアプロ一千は、めったに試みられない。 事 * * 
これからも、全てのことはあまり変リそうもない。 命** * * * 
職場には、新鮮で日新しい雰問気がある。 * * 
職場は?えず改善されてい 3ょうだ。 傘 * * 
照明は非常にすばらしい。 * * 
この職場の建物は、モダンで美しい。 * 

I そろそろ職場のインアリアは新し〈模嫌がえする必要がある。 * 
色彩や装飾は、職場をあたたかくし、気持よ〈働けるようにしている. * * 
机やいすなどのi商品が、いつも便利なように配置されている。 * 」ー白 ーー'----一一ーー

***p く.∞1， **P<，OI， 省幹 Pく，05
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スポーッ参加と従業員の生きがい

o今野守回中鎮 雄 増 田 袋 小 俣 塁 知 子 松 村 悦 博 武 田 正 司

(臼本大学)

スポーツ参加職場 スポーツする生きがい

緒論

近年，職場における健康づくり運動の関心が高まってき

たのは，従来のような余隈の増大に伴う余暇善用策ではな

くなってきている。その背景には定年制の延長，従業員の

高齢化，労働環境の合理化・省力化に伴う体力の低下，事

故や疾病の発生率の増大，医療費の高騰，健康財政負担の

増大など，企業をとりまく諮問題が山積してきているから

である。このような現実をみてみると職場の従業員の健康

づ〈りはもはや個人レペルの問題にとどまらず経営及び社

命こ関わる企業全体の大きな課題であるといえるにちがい

ない。このような状況から健康づくりの必要性を認めるに

しても，体力テストや体育的行事の開催を中心とした従来

の職場スポーツ振興策では，もはや大きな効果を期待する

ことはできないと考える。そこで日常的運動実施度の高い

職場スポーツ集団(クラプ)の育成にその期待がかかる。

それはスポーツ集団のもつ機能と役割は職場生活と相互に

関連性が高いと予怨されるからである。

以上の観点から，躍進めざましい自動車企業を対象とし，

特に活発なスポーツ活動を推進しているs自動車株式会社

に注目した。 本研究は， 当該会社におけるスポーツ参加と

職場環境の評価・認知との関係を解明することを意図しつ

つ，それら従業員がスポーツに参加することによって，健

康，体力等にどのような影響を及ぼしているかが明白にさ

れる。

方法

(対象)静岡県浜松市s自動車株式会社本社従業員 3

50 0名である。サンプリングは. 1 500名(男子10 

00名，女子 50 0名}を無作為K行った。有効回収数1

12 O. 有効回収率マ 4. 7%であった。

(期日と調査方尚

何倍和 59年6月は. s会社の概妥と峨場スポーツに日曜す

る情報を会社闘係者 2名からできるだけ詳細に同きとるよ

うに努めたほか，関係説料の収渠など行った。

i届和 59年ワ月は，質問紙法による調査を実施した。質

同紙配布の手順は，当該会社労働組合に依頼し，各機場の

組合支部漆員を介して従業員に配布し，回収するという間

援的方法をとった。

(謝査内容及び分析方法)

スポーツクラプ参加妥(参加様)と非クラブ参加匂穆

)J日群)~屯分し，各項目と両併闘にみられる差について分

析した。涙l は，クラプ参加と「催康 Jr体調Jr生きが

い」との柑闘をぜ倹定による有意差で表わしたものである。

さらに「通勤・スポーツするととが生きがいのひとつ'J ( 

坐きがい群}とする者と. r起到・スポーツする ζとが生

きがいとは言えないJ(非生きがい詳)に区分し. r健康l
「体謝Jr体力J(tL対する両鮮闘の差をず検定で示したも

οが涙 2である。今回は特に男子従業員を中心に分析した。

結果と考案

(年齢構成)

参加群の年齢構成は. 2ト 29が 43.0%. 減 30-3叶

が28.2%.40-49才が16.2%であるのに対し，非参加群は

お-39::j司王29.3係.20-29持 ;27.0% • 40--49才が 23.8掃

の順になっている。 ζのζ とから，参加群の年齢iJ;低い傾

向を示しているととが理解できる。

(職場体育的行事への参加状況)

城湯における f鰭展マラソンJr尉伝大会 Jrスポーツ

大会Jなどの体育的行事への参加は，いずれも参加鮮の方

がよく，持に「スポーツ大会 Jへの参加は積極的である ζ

とが明らかである。

(地域における，スポーツクラプや俸育的行事への参加

状VD
町内や市町村を単位した地域におけるスポーツクラプへ

の参加は，参加禅が約半叙の者が参加しているのにヌ詳し，

「手長参加群Jは士である。

地域によって曜されるスポーツ教室や大会などへの参加

は「参加樫p方に磁極性を認めるととができる。

(通勤実施頒度)

白常生活における通動・スポーツの夫踏についてみてみ

ると，参刀蝉は「遁1固」又は「庁 1-2凪jが 60.6係，

I適 2-3函以上」が16.5揮であるのに対し，話路胡日群は

「ほとんどやらない」者が 5802婦と多いのが目立つ。

(健康・体調・体力等の自己評価)

健康の自己評価については，表lにみる通り「健康に自

信がある」と路事事したものが，参加詳 30.0需，非参加呼

19.9%と示す通り参加詳の方か参有意に多い。体力感につい

ては，体力のある方と回答した者治参加群は 3ワ.5弼，非参

加群は 22.9婦と参加鮮の方が体力に自信をもっているのに

対し. r体力のない方」と回答した者は非参加群に多いの

が特徴的である。また体A感についても，参加群に体調が

よい方と回答するものが多い。

上にみたとおり，参加群の方がf延長話・体調・体力のいず

れについても，自己評価が高い ζとが明らかである。さら

に参加害事は.r逗動・スポーツをするζとが生きがいのひと

つ」であるとするもの埼玉非参加群に比べて多いζとも見逃

せない。

(通勤・スポーツする生きがいと健康・体説・体力の閥

係)

「遥動・スポーツするζとが生きがいのひとつ」である
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とする生きがい群の方が「控草炭Jr体力 Jr体 説Jなど評

価がいずれも合意である。特に「体力JI!L，付する自信は非

生きがい群に広べて， その傾向が強v>ζとが明らかである。

上にみた結果から，微量き次のような乙とが升らかにされ

た。

1. スポーツクラプ参加省は，年園申請~!待に20-30才で構成

されている。

2 クラプ参加者のスポーツ活動は， クラプ内の活動にと

どまらず峨場の行事はもちろんのとと地域のクラプや行

事への榛極的参加も l司持に認められ， し:かもスポーツ実

施の頻度も高くなるほど，その活動の拡大・多様化する

傾向が認められる。

3. スポーツクラブへの参加は， r健則 「体調」 体力J
などについての認知水準を高め，健康維持増進や体力向

上して効果的に機能しているととが推察される。

4. スポーツクラプ奉加は，上にみる身体的効果のほか，

当然の ζとながらスポーツする生きがいとも関連が強く，

スポーツクラプ参加に伴い，さらに))Ijな次元への波及効

米が示唆される。
今後は， さらにクラプ参加による諸効果についての分析

を試みる一方，クラプ吾妻加と繊場集団との随遥分析をする

所停である。

表 1 スポーツクラブ参加者の健康.体調，体力等

参加者 非参加者 tテスト

健康に自信がある 83 (30.0) 121 (19.9) 
ぷ=13.02

そ グ〉 他 194 (70.0) 486 (80.1) 
Pく0.001

体力のある方 104 (37.5) 139 (22.9) 

普 通 148 (53.4) 362 (59.5) 
:i =25.55 

P <0.001 

体力のない方 2[ ( 9.0) 107 (17.6) 

体調がよい方 142 (51.4) 252 (41.4) 
x2 =7.69 

そ グ3 他 134 (48.6) 356 (58.6) 
Pく0.01

運動やスポーツが
192 (69.3) 296 (48.8) 

生きがし、のひとつ :i =32.48 

運動やスポーツが
85 (30.7) 311 (51.2) 

P <0.001 

生きがいとは言えない

( )内%

表 2 運動・スポーツする生きがいと健康，体調，体力の関係

運動・スポーソが 運動・スポーソは
ぷテスト

生きがいのひとつ 生きがいとは蓄えない

健康に自信がある 133 (27.3) 70 (17.7) 
:i =11.33 

そ 他 355 (72.7) 326 (82.3) 
Pく0.001

グ〉

体力的ある方 171 (35.0) 72 (17.6) 

普 通 267 (54.7) 243 (59.6) 
:i =40.93 

Pく0.001

体力のない方 50 (10.2) 83 (20.3) 

体調がよい方 243 (49.9) 151 (38.0) 
x' =12.46 

そ の {血 244 (50.1) 246 (62.0) 
Pく0.001

( )内%
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老後における余暇に関するー研究

サークル所属者と非所属者との相違について 一一一

0鷲 見 勝 博 山本学 後藤哲也 藤原健lii]

(中京大学高知県教育委員会) (中京大学大学院) (中京大学)

生き甲斐，健康..t後

I 研究視点

今日，高齢化社会について関係方面から多くの問題が諭

議されている。

我が国の場合. 1970年頃を境として人口老齢化が始まっ

た。人口老齢化が進行すると，それにあった老後の生活の

方向づけが必要になる。それは，個人が.t後の人生に意義

を与えるための目的を追求することである。すなわち，高

齢者の生き甲斐の場の確保である。そして，そのひとつに

社会的参加がある。

高齢者の社会的参加について考える場合，次の 2つの考

え方がある。

ひとつは，老後は社会から退き，その後の余生をのんび

りとすごすことがノーマルな生き方とするものである。

ふたつは，高齢者にそれぞれ周有な役割をもたせようと

するものである。そのため，社会や家族のなかで有用な存

在として位置づけようとするものである。

これらのことは，高齢者の家庭的状況から生じる個人の

生活価値観を反映すると考えられる。それは，高齢者のラ

イフスタイルに基因するものである。

本研究では，これらの社会的参加をサークル所属の有無

に求めた。そして，高齢者の社会的参加がサークル所属の

有無によって促されるものであるかを問題にする。その際.

具体的には以下の 3点を明らかにするものである。

①サークル所属は，健康で生き甲斐のある生活を求める

高齢者のニーズに対応する。

②諸個人の相互作用により，同質結合によるよりよい小

集団の形成を促す。

③サークル所属は，老後の社会的参加を促す。

2 資料収集

イ)イ)被調査者 高知県に在住する65歳以上の男女(表 1)。

tu草色調車ーーも fザリ.. ， 干圃』

耳崎重
瞳骨量量 f:to.l ~曹書 骨咽tI 1. f色
3・(19.引 3(2.0) 14押 .3)1B2(田.3)122(14.ω| 

司E ... 
...‘ 63(41.71 88(2.3) 

口調査内容 アンケート謁盆

ハ澗食方法 高知県の各地域で開催された高齢者学級な

どに参加したもの及ぴ左人ホームに居住するもの 229名に

対して実施した。分析及び集計に係用したのは 151名であ

った。

ニ調査時期昭和58年 9月21日一一同11月15日。

3 結果と考察

(1)サークル所属の有無

サークル所属の有無についてみたのが表2である 3

fPJらかのサークルに所

属しているものが62.9パ

ーセントであったのに対し，サークルに所属していないも

のは37.1パーセントであった。さらに，所属者についてそ

の内訳をみると，最もサークル加入率が高かったのは Iス

ポーツグループJ (28.4%).続続いてその他J (24.2). 

f学習グループJ(l5.8)の順であった(表3)。

(2)サークル所属の有無と老後の余暇

ここでは，サークル所属の有無との社会的属性，②.t後

の余暇の実態と意識，③健康観との関係を扱う。統計的に

有意であったのは，表4のとおりである。

①社会的属性

所属者では「女性」に高かった。すなわち女性」の

それが65.3パーセントであったのに対し 「男性」のそれ

は34.7ノぐ一セントであった。

このことは，女性の意識が年齢によって異なり，この意

識を行動にうっすための余暇時聞が多いと考えられる。

②老後の余暇の実態と意識

まず， ミあなたは，スポーヅやレクリエーションをする

'とが好きて、すかミという質問に対し好き」と答えた」

も

ノーt

高かった。すなわち，所属者のそれが52.6

ったのに対し，非所属者のそれは26.8パー

セントてーあった。
事嶋崎減

2~ 3l. .4-¥. E "、 7人 F人 干aイ也

3112・.5)33(21.9) 12(7.9) 15(9.9) 

曹司t ‘'軍.tt. ..事t技 ft崎、E位 建t.t，. 
12(7.9) 10(6.6) "(9.9) 8(5.3) 

I'OU描 ..."凪.. 2""， ... ，U~ s-，.8reae仇aaEak ..... 35(23.2) 25(16.6) 31120.5) 26(17.2) 

唾 幡 *-時 軸 時l-'':.rrt.，
司 p

&<51.・3 20.-5) E.!þ(4-I.~) 

23(15.2) 

文字

苫(2.01
，ehee，，，bs込a』E: 

9(6.0) 

220・1.6) 11 (7.3) 3【2.0)

号車，ト書投 le~I"''f.柑 .τi II')f色

Sアイ37.7130(19.9) 1600.6) 
、....司晶MhzL宅島

~o.'" 草色'，\..c. ヲ!.J:且人

耳(2.0) 2(1.3) 20(13.2) 

N:  I~I 
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110.7) また， ごスポーツ実施回数ミに

ついてみると，所属者では「週1

回程度J (32.6)， '1日1同程度」

(30.5)と続き，非所属者では， 1 

日I回程度J (28.6). 'やらなしり

(28.6). '週 1回程度J (21. 4) 
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③健康観

ちがいはみられなかった。こ

のことは運動に対する態

度.. (あなたは，運動をされ

るとき，つぎのどの立場をお

j とりになりますか)について

『 も同様であった。すなわち，

I '"運動は，仕事や勉強などを

の順であり，特に凶数による と「ときどきある」を合わせると，所属者， :jp祈属fiとも

向い;切イ?を t'iめていた。すなわち，所属者のそれが89.5パ

ーセントであり.非所属者のそれが82.1パーセントであっ

た。

これらのことは，老後の社会的参加が精神的健康.社会

的健康とかかわりのあることを示唆するものである。そし

て，老後の余暇生活のあり方如liリで老後の生き甲斐を左右

すると考えられる。そのため，余暇活動を老後の生活の'1)1

ズムのなかに組み入れていく必要があると考えられる。やるべきことをやってひまが

あったらやる」としたものは，

所属者では47.4パーセント，

非所属者て"は46.4ノぐ一セント

であった。

つぎに，余暇の活用(あな

たは.余暇を主としてどのよ

うに使っておられますか)に

ついてみると，所属者では，

最も高かったのが「新聞，ラ

ジ才，テレビをみるJ(l7.9)

で， :Jt所属者では「休養」

(33.9)であった。

これらのことは，サークル

所属の有無が老後の余暇のあ

り方を左右するものでないこ

とを示唆するものである。

老後の生活を生き甲斐のあるものにするためには，まず

健康でなければならなL、。ここでは，健康(精神的，社会

的，身体的)の側面から老後の社会的参加との関係につい

て扱う。

④身体的健康

サークル所属の有無と身体的健康との問には，有意な差

はみられなかった。

@滞青神的健康

まず， 凶老後の幸せ.. (あなたは，御自分の「老後の幸

せ」としてどのようなことを望みますか)についてみたと

ころ，最も高かったのは健康」であった。すなわち，

所属者のそれは86.3パーセントで，非所属者のそれは71.4

ノマ一セントであった。

つぎに， “現在の生活での楽しみ"についてみると，第

l位が「家庭て・のいこし'J て二所属者のそれは40.0パーセ

ント，非所属者のそれは35.8パーセントであった。そして，

第2位が所属者では「余暇活動J(35.8)，非所属者では「仕

事上の満足J(25.0)であった。

む社会的健康

まず， “世の中で頼りにしていること"をみると家

庭」が最も高かった。すなわち，所属者のそれは55.8パー

セントであり，非所属者のそれは35.7パーセントであった。

また， “友人との交流.. (あなたは，友人といっしょに

よく出かけられますか)についてみたところよくある」

4 *主語

以上.サークル所属の有無と老後の社会的参加について

みてきた。しかし，老後の余暇は，サークル所属によって

左右されるものではなかった。そのため，個人の次厄にお

いて，老年期の余暇活動を自主的に選択し.判断する能力

を養うことが望まれる。
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スポーツ レクリ Zーシヨン行動研究における方法論的考察 I 
-活動参加調査における回答誤差に関する研究ー

余暇行動・研究方法・想起

緒言

此迄スポーツ・レクリエーション行動の多くは，郵

送，もしくは面接による質問紙を用いた方法によっ

て.その活動参加の状態が.調査されてきた。しかし

ながら Phillipsl) やChaseとGodbey2) の指摘す

るように、回答者自身の報告による質問紙調査では、

正確な情報が伝えられない場合が多い。これは記録に

残らない、自発的な活動というスポーツ・レクリエー

ション自身の性格にも起因すると思われる。

ここで質問紙調査における回答誤差(respaD鵠

error)の量やパターン、 あるいはその原因を知るこ

とは、 正確なスポーツ・レクリエーション活動参加

の情報を得る上で、ひじように重要な問題であると考

えられる。 本研究の目的は、 スポーツ・レクリヱー

ション活動の参加調査における回答誤差のパターン

と、その原因を考察することにある。 そのために、

本研究では、以下の3つの点に研究の焦点を絞り、そ

れぞれに対し考察が進められる。

(1)問答誤差の量とそのパターン

(2)回答誤差を説明する諸変数

a.活動の重要性と回答誤差の関係

b.人口統計的変数と回答誤差の関係

(3) (自己の報告による)参加回数による実

際の参加図数の予測

方法

本研究では、米国、ペンシルパニア州にあるスイ

ミング・クラブの会員800名が調査の対象となっ

た。会員に登録されているメンパー全員に質問紙が郵

送され、 469の調査票が回収された。 そのうち29

2名が、過去12カ月の問に少なくとも一度はプールを

利用しており、有効サンプルとして本研究のデータと

して用いられた。

費関紙には人口統計学的変数としての年齢と性別、

そして水泳活動の重要性をたずねた項目が含まれてい

る。これらの変数は、以下に説明される参加データと

ともにクロス表、積率相関(r)、そしてクラメアの連

関係数(V)によって分析された。回答者はまた水泳に

参加した回数を推定するようにたずねられた(推定参

加)。推定参加を測定するために用いられた項目は次の

とうりである:r1981年の水泳シーズンに、あなたが

実際にアールをおとずれた回数を推定して下きい』。

メンバーが実際に水泳に参加した回数は、スイミング

・クラブの記録より得られた(実際参加}。

これらの2つの測度より、過大推定と過小推定の量

が計算された。 11初に個人の実際参加の回数が、被の

推定参加の回数から引かれた。これは、 『回答誤差』

と名付けることができる。きらに他の研究との比較を

容易にするため、この測度は標準化され、それは『推

定の誤差百分率』と名づけられた。これは、推定参加

-30ー

原国家彦 (ペンシルパニア州立大学)

の回数と実際参加の回数の差を、実際審加の回数で割

った数値に100を豊島けることによって得られる(誤差

百分率推定ー実際)/実際x1ω)。 もし誤差百

分率が正ならば、それは閏答者が水泳参加を過大推定

していることを意味している。その反対にもし誤差百

分率が負ならば、それは回答者が水泳拳加を過少推定

していることを意味している。

結果

誤差推定の量とそのパターン

図1は推定参加と実際参加の回数の分布を示してお

り、明らかに推定参加の分布 (~=26.20) の方が実際
参加の分布 (SD=10.17)よりも広いことがわかる。

推定参加と実際参加の平均はそれぞれ 29.17と 16.81

である。これ以外にも両者の分布には顕著な違いが見

られる。例えば実際参加の分布は正の歪度(skewn田 s)

を示し、分布の多くのピークは、8から17の問に集中し

ている。その反対に推定参加の分布は、参加回数が10、

15、20、25、30、そして50といったところにそのピークが

あり回答者が比較的便利な数字(例えば最後の数字が

Oか5)を選んだことが原因ではないかと考えられる。

図1下授に示した誤差回答の分布は、大きな広がり

を見せ ~=23.12) 、正の歪度を示している有効サンプ
ルの 292名のうち、僅か5名が正確な推定を行っている

に過ぎない。また分布平均の15.34が示すように、過大

推定が一般的傾向となっているのがわかる。

次に誤差百分率と推定参加、そして誤差百分率と実
際参加の比較が行なわれた。誤差百分率は次の3つのカ

テゴリーに分類された。:(1)過少推定(ー20%以下)、

ω適正推定(ま20%)、そして (3)過大推定(+20%以上九

推定参加は、それぞれのカテゴリーができるだけ等し

い人数になるよう3等分された。その3つのカテゴリー

は:(1)低頻度(1-10闘)、 (2)中頻度(11-30図)、そして

(3)高頻度(31図以上)、表 1は誤差百分率と推定参加の

クロス表であり、推定参加の増加につれて過大推定が

増加することが示きれている (V=.49l。例えば水泳参

加を10回以下と推定した回答者の60%以上が、彼らの参

加を過少推定している。反対に、高頻度の推定参加(31

回以上)を示した回答者の92%が過大推定を行なってい

る。適正推定のカテゴリーに含まれる3つのグループに

は大きな違いは見られない。

悶様に、実際参加は次の3つのカテゴリーに分類され

た:(1)低頻度(0-10図)、 α)中頻度(11-20図)、そして

(3)高頻度(31回以上)、しかしながら、誤差百分率と

実際参加のクロス分布は少し異なった結果を示してい

る。
すなわち、誤差百分率と実際参加の関係は、それほ

ど高くはない何人13)。例えば表 1に示きれているよう

に、低頻度グループと高頻度グループ両者の3分の2が

同じように過大推定を行なっている。



誤差百分率の説明著書図

誤差百分率と水泳の重要性の間の相関はr=.2l(n=29
O，p(.Ol)である。すなわち、水泳を重要視する回答者

は、彼らの参加を過大推定する傾向にあるといえるn

表3は人口統計的変数と百分率の関係を示しむ、

る。第ーに、誤差百分率は再度3等分され、性別とクロス
分析された。

表3によれば、男性参加者が僅かながら女性参加者

よりも水泳参加を過大推定することがわかる (V=.14)。
年齢はライフ・ステージ別に、(1)12-18歳、 (2)19-40歳、
そして (3)41歳以上、の3つのカテゴリーに分けられ、

誤差百分率とともにクロス分布された。

表3が示すように、高齢者の参加は、若年の参加者に

比べ彼らの参加を過少推定する傾向にある何人16)。例
えば、41歳以上の参加者の35%は彼らの参加を過少推定

するが、18歳以下12歳以上の参加者は、僅か1備が過円

推定をするにすぎない。その一方、若年の参加者の7時
に比べ、高飴の参加者の50%が過大推定をしていること
がわかる。

適正推定のカテゴリーでは、年舗による違いは見られ
ない。

推定参加を用いての実際参加の予測

推定参加から実際参加者予測するため、2つの変数の

関係が回帰分析によって調べられた。結果として得ら

れた方程式はY=11.02+.19Xであり決定係数は、R=.23 

である。決定係数の.23は、推定参加が実際参加の予測

にある程度役立つことを示しているοしかしながら、2

変数の相関図をプロットした場合、この方法では明ら

かにされていない、もう少し複雑な関係が明らかにな

る。相関図によれば、 2変数聞の線形関係は推定参加

の範囲によって変化することがわかった。それゆえ、異

なる推定頻度の都合により、個別の線型モデルを作る

のが良いと思われる Q

r地域関連(Jocalassociation)Jと呼ばれる、梅関図

上のある部分(地域)の2変数間の関係は、推定参加を

か10、11-35、そして3ト120の3つの領域に分けて考察さ

れた。これら3つの地域における3つの線形モデルが以

下でのべられる。第lの領域(0-10)で得られたモデルは

、子10.39+.022¥(R'=.OO)である。この結果は回帰直線

がほぼ平坦であり、切片が10.39であることを示してい

る。第2の領域(11寸5)と第3の領域(31-120)で得られた

モTルは 1=ω.18+.052¥ (R'=.14) と }'=20.18+. 15X 

(R"=.01)である。第2のモデルは急な勾配と小さな切

片を持っている。第3のモデルの回帰直線の傾きは、第1

のモデルのそれとほぼ同じであるが、切片はその2倍

ほどある (20.06)0これらのモデルは単に、回帰モデル

が推定参加の変化によってどのように変化するのかを

示しているだけである。また相関図からは、2変数の分

布は扇状にひろがりが増え、その結果誤差が起き易く

なる事実が認められた。

結論

第1の研究課題である解答誤差とパターンについて

は、実際参加と図答者による推定参加の分布が大きく

ことなることが明らかになった。水泳参加に関して言

えば、そこには大きな解答誤差が存在する。推定参加

に関しては、ほとんど全恩納か5で終わる数を選ぴ、そ

れを報告しているollYl¥erO)は同じパターンを逮捕の回

数の報告に見出している。またすいていの誤差苔分率
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は、推定参加の 婚加に見事なほどに呼応しているの

第2の諜題では、水泳の重要性の認穏と推定の誤差が

正の相関を示した。ぞれゆえ、活動に高い関心主示す回

答者は、かなりの過大推定をすることが予想される。年

飴と性別については、それらが誤差百分率とクロスされ

た崎、異なった『地域連関』が見られた。

第3の課題である推定参加からの実際参加の予測につ

いては、少し予想に反する事実が磁諒された。すなわち、

『地織連関』を分析するための回帰分析の利用は、決して

実際審加の予測の精度を高めな?のである。これは、全

分布を対象区した回帰方程式のがが、他の地域でえられ

た方程式のR'よりも大きいことを見ればあきらかであ
る。

以上3つの結論に加え、ここで本研究に対する若干の

批判が加えられなければならない。まず第一に、 2度に

わたるフョtローアヴプにもかかわらず、解答率は6割弱

を示した。また質問紙は家族会員の場合、*a長の織成メ

ンバー全員に郵送されたため、親が12-14織の子供の代

わりに質問紙に記入を行なったという可能性は高い。そ

のため将来の研究では、質問紙配布の方法に少し検討が

加えられる必要がある。第三に本研究で得られた結果ほ

あくまで郊外に住む、中流家庭のスイミシグ・クラブの

メシパーから得られたもので、これを性急に一般化す

ることは危険である。

最後に結論と研究の限界をふまえた上で、本研究の

意味について簡単に言及してみたい。第一に回答者は

5の倍数によってスポーツ・レクリエーションの参加頻

度をたずねられるべきであろう。本研究では、回答者

の想起能力の限界が浮彫にされた。特に図答者に対

し、過去12か月の活動参加の正被な回数を問うことは

無意味であり、それには煩序尺度が妥当であるとおもわ

れるo スポーツ、レクリ zーショシ行動研究への順序

尺度の応用に関する考察は、次の第2援にその揖をゆ

ずりたい。

実際の活動参加頻度をより良く予測するには、回答

者にとっての活動の価値(重要性}をコントロールする

ことも大切であろう。上級者は活動への参加回数もお

おく、そのため参加を過大推定する傾向にある。

最後に、他のスポーツ・レクリェーション活動につ

いての回答誤差についても検討が加えられるべきであ

る。例えば、季節性の活動、施設利用を必要とする活

動、集団および個人スポーツなどの異なる条件を備え

た活動に対しても研究の範囲は鉱大される必要性があ

ると考えられる。
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Table 1 

主主旦旦2主主~Ê1.長包盟主互主己主主

推 定参加

Percentage L制 帥ediun
Error (1・10) (11・30)

過少推定 62 10 
(211 or loss) 

適正推定 13 27 
(・2出 to+2叩}

過大推定 2S 63 
(211 or嗣 ro)

10臨
包10叩96) (旦=78)

Cr醐 er'sV ;; .49;旦2(4.旦.292) = 141.84.且<.001 

High 
(31・IS0)

92 

1001 
包-118)

Table 2 

主主旦旦E主主旦!:.PL 主些主l 旦旦~

実際参加

Percentage t刷 円edi酬

Error (1噂 10) (11-30) 

過少推定 17 27 
(211 or 1055) 

適正推定 10 16 
(-2叫 to+2師}

過大推定 73 S7 
(211 or冊 re)

日開 10叫
{旦尊IS) {旦=128)

Cramer's V .， .13;旦Z【4.旦=292)・10.SS.R <・OS

Table 3 

主旦笠盟主主主巴E泣 E旦盟旦血1玉虫旦些注主

Sex 組主

Percentage " Error 12-18 19-40 41-70 

過少推定 13 29 10 19 35 
(21% or less) 

適正推定 13 17 15 16 16 
1・20%to +2日)

過大推定 74 54 75 65 49 
(211 or more) 

100% 100% 100% 100% 100% 
{旦=158) (旦=132) (旦=81) (旦=134) {旦=69)

Cramer's V .14;!} (2，旦=292) = 6.00・且(.05 Cramer's V = .16; !} (2，旦.292)・15.45，且(.01 
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12 
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1001 
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肢体障碍大事生の障碍部位別による体育活動興味調査研究

1 . 緒言

教育の目的は望まれる人間形成K畠るa よヲて体育も身体

活動を通ずる教育であるかぎ b、身体活動の潜在的可能性を

最大限陀発揮させてとそ人聞を望まし〈形成宮せる重要左努

力左のである a

然し‘とん左体育活動の肢体障碍学生達は、身体的欠陥の

為陀機能が劣等で協応，調整及び統制力が欠如しτhるだけ

ではま<.とんま身体的障害が情緒面陀も重積深化され安定

性を欠いてh るので、体育活動の必要性は正常学生達よ bず

っと多〈強調吉れまければまら在11>.

2 .目的

本研究は肢体障碍大学生達に対するもので.障碍部位別に

分類してあらわれた体育活動 K対する実態を調査するとと陀

よって、彼遥の潜在的能力を目ざまさせるととが出来る方案

を模索し、障碍大学生達。体育指導プログラム開発陀役立つ

資料を提供するのにその目的とする.

3.方 法

。調査対象集団， 肢体障碍者全国大学生体育大会参加者

180名中 175名傍 122名 女53名〕

。調査方法; 質問紙法

。調査時期 7月12 日 ~7月 14 日( 3日間〕

4 .結果及び考案

肢体障碍大学生の障碍部位別体育活動及び興味度陀対する

調査結果、次のようま結果を得たn

。障碍別分類; 対象集団 175名中、単下肢癒薄が 88名

(50.3% )で一番多かったし、両下肢椋癖 37名 (21.2%1，

単上肢椋捧 31名 (17.7%)，偏篠捧 19名 00.8%)の順陀

曇らわれたー

。自身が平素好む運動種目は?

単下肢椋算。場合は、質問紙の 42個運動種目中

卓球 (23)，平行棒(16)，野球(1)，パトミントン (9).排球

(61，篭球(6) 登山 (5)，水泳ω，テニヌ(3)，蹴球(2)"・・・等の

願で、両下肢癒庫の場合は、卓球(I3)，射撃(6)，平行棒(4)，

弓道(4)，撞球(4)，鉄棒(4)願で単上肢啄揮の場合は、卓球(7)，

舞踊(5)，ポーリン{心，射撃(4)，バトミント ;/(4).撞球(4)の煩

で偏癒癖の場合は、卓球(5)，まわとび(4)，ソフトポール(3)

等の種目を選ぶとと陀あらわれた。

o自身の実施可能ま種目は?

金 成 柱O金命詐

(国立釜山大学) (聖心外国語専門大学)

単下肢癒庫の場合は、卓球 (54)，排球 (44)，投砲丸 (42)， 

バドミントン (34)，鏡球 (29)，蹴球 (25)，鉄俸 (23)，射撃(22)

登山 (22)，まわとび其の他の種目を選定したし、両下肢麻揮

の場合は卓球 (211，射撃(7)，弓道(I3)，鉄棒(9)，平行棒(叫

願?単上肢癒痔の場合は、卓球(I3)，排球(ω ，舞踊(6)，籍球

(6) ，登山(5)，ソフトポ ノレ(5)，射撃(6)，バ Fミントン(6)等で

偏棟癖の場合は、卓球(6)，排球(4)，射撃ゆ，パドミ y トン(3)

種目順であった。

。自身が一番して見たh種目は?

単下肢麻薄。場合は、水泳 (22)，テニス (4) ，乗馬(10)， 

スケート (8)，篭球(7)，排球(7)，水上スキー(内，ハングライダー

(6)，ゴル 7等で両下肢持軍痔の場合は、射撃(9)，水泳(6)，弓道

(6)，乗馬(6)，スキー(4)，スケート (4)等で、単上肢癒痔の場合

は、乗馬(9)，水泳(6)，ゴル 7(5)，水上スキー(3)，射撃(3)，舞

踊等で偏麻捧の場合は、水泳!4l， :/フトポール(3)，テニ .:<(3)

射撃{沿，ハングライター，ラ F ピ 等の種目 Kあらわれた.

。本人の lBcZ:>運動蒋間は?

など空 単下 両 挙上 偏 計

30分程度 46 26 21 12 105 (ω.0】

l時陣メ上 24 6 6 4 40(22.9) 

2時間以上 10 3 4 3 20(11.4) 

3時間以上 8 2 10 ( 5.7) 

L一君! 88 37 31 19 175 ( 1∞〕

5.結言

肢体障碍大学生達。障碍部位別K効果的ま体育指導プログ

ラム開発K役立つ資料を得ょうと分析検討した結果を選 bま

とめて見ると、次のよう左結論を得られるとと Kまった。

1.身体が自由でま h肢体障碍学生達は活動し上うとする

慾望を正常学生遥よ b強烈まものとして見られる事が出来る。

2 .障碍学生達は平素好んでする運動種目は、障碍部位陀

依る彼達の体格条件を考慮して、毎日 30J子程度運動を実施

しているとととあらわれた白

3.障碍大学生達がみずから実施可能左種目陀選んだもの

の中陀は、実施するのに不適合まものと考えられる種目が多

少あ bましたが、それは障碍大学生遠心運動に対する慾求が

自ずから一般学生とは全然変ったと ζるがまいのを曇らわす

強烈在意志を見られるので、体育授業の時閣陀積極参与する

ようにするのが望しいと言えよう。

4 .障碍大学生連θ一番~!Jたい種目は、彼達の体格条件

では遂行しに<11>種目 K対する強烈ま反応を曇らわしてh る

ので次後とれK対する特別企施設，器具，補助装備の開発陀

対するいるいるま研究が続けられまければまらまいと思う。
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欧米における余瞳・レタリエーシaンに関する
データベースと文献情報検索システムについて

心山口康雄 治回目'
{廃車体育大学}

データベース、文献情報検骨量システム、余噂・レクリエーション

しはじめに

工業化祉会から情報化祉会へ移行しつつある今日、余眼・
レタリエーシ..:.-研究においても、いかに膨大な置の学術情
報を釜湿し、正確な情報を迅速にそ鍵えることカ暢究活動に
と勺て最も重要な仕事のひとつになってきた.年々発表され
る余11.レクリエーションに闘する研究リポート、総誌鎗文
、学位蛤文、学会発表、験行本などの置は、過去10年間に
加速度的に増加し、その全てに目を過すことは今や時間的に
到底不可能となっている.

また、余畷・レクリエーション研究の特性上、その文獄は
体育学とか社会学といった限られた領域だげで扱われること
なく、環境稗学や経済学、さらには学閥相互問の学術的研究
(Iot町 discipli踊 ryappr・咽ぬ}として扱われるようにな・9

てきた.最近では、レジャーやレタリエーシaシに関する情
報を必要とするユーザー{利用者}も年々増えており、そ
の範聞も研究者だ砂でなく、行政担当者や専門指導者、施設
のプラ Yナ一、さらには多機なレジャー活動を求めるー恨の
人々に至るまで広が勺てきている.

こうした広範囲なニーズを反映して、北米とヨーロッパを
中心に余目11.レクリエーションに関する文献情報システムが
盤自首され、コンピューターによるオンラインシステムをもっ
データベ-~が増えてきた.さらに、国際的な情報交換の協
力体制を進めるために、 LI N K (Leisure Infor咽tion
Net駒市}と称する「国際余畷情報ネットワーク会鎗Jカ租

織された.この会畿は、世界余曜・レクリエーション協会{
WLRA)の提唱のもとに聞かれたものであるが、第1回会
自障は1980年1月にベルギーのプリュッセルで開催され、
第2国会儀は 1984年10月にパザで隠値される.
わが国においても、余聞E・レタリエーショシの分野におけ

る文献情報検索システムの開発が具体化されることが急麓で
ある.そこで本研究では、まずデータベースと情報検索シス
テムについて概略し、さらに欧米における余畷・レタリエー
シ.:.-の分野におけるデータベースの内容を検討することに
よって、わが国の文献情報検索システム開発の基礎資料とす
る.

2.データベースと情報検索システム

これまでの情報検察は、印属された情報を累録索引(Cu-
圃 ulative Index)により行なうものがほとんどであった

.これらは、図書館にあるカード目録とカ¥専門領域を緩う
研究者が個別で作成した文献リストなどであった.

しかし、 1960年代の後半から 70年代にかげて、コ y

ピ""-~ー科学の発達に伴ないオンライシ・システムを導入
した情報検察システムが開発され普及してきた.情報検家シ
ステムは、 「情報という重要な資源の利用と、情報の生産と
いう 2繭から、情報化社会において重要な役割を果たすシス
テムであるJ (橋本昌幸、 1972)といわれるように、必
要な情報を集約し、利用者の要求に応え、そしてまた新たな
情報を生み出していこうとするものである.

ここで注目すべきは、情報検索システムが単に文献さがし
のシステムだけでなく、情報を蓄積し、検索・利用し、また
新しい情報を蓄積していくという「情報のザイタル化」を有
することである.それゆえ、情報検索システムの長所をフル
に生かせば、データベースによって研究者の業績、研究テー
?の変遷、そして学位磁文の内容とい勺た動向を研究するこ
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とも可健なわ妙である.つまり、 7ァイルされているデータ
ベースから新しい研究が生まれ、インプーノトされることにな
る.
データベースは次の3つの特徴をも勺ている.

1.異なる業務に使う{多目的)

2.共同で使う伺時使用}
3.統合されたデータを使う偏在合データ}

多くのデータベースは、学街路、研究リ:I!-~、学会発表、
新聞、雑徳政府刊行物、学位鎗文、単行本などを情報量軍と
している均九現在7メリカ、カナダだけでも600以上の各
種データベースがある.

これらのデータベースの情報+ーピスを行なっているのが
データパyクと呼ばn、大手3祉は以下のとうりである.

1. 0 I ALOG (Loc凶聞きdInf。目岨ti叩 Syst帽 s)
2.0RBIT(S四t圃Develo凹陪n1"Cor凹 ration)
3. B R S (Bibliographic Retrievalお刊ices)

データベ スの検索方法は、依領されたテーマを検倉員が
処理する'受託検骨量方式'と、ターミナル{構末栂むを使勺
ての w直接検索方式'の2つがある.いずれの方式にしても
、ふつうキーワード(Key-嗣，rd)により検索することが多い
が、著者名、文猷ザイテーションの種類などによっても検索
が可能である.例えば、カナダのウ*-~ール大学にある
'余圏直・スポーツ社会学文献情報システム (SIRLS) • 
では、以下の検索システムがある.

1.キーワード 伽 scriptor OH) 
2.著者 (Perso回 1Na・e:PN> 
3.言語(Language: LA) 
4.年度 (Date :OA) 
5.発行所 (Cor凹 rateNa闘:側}

6.自由文+イテーションのタイプ (Type : TY) 
7.通し番号 (Related ID : RH) 

これらは、単独の方法を用いて検索することはもちろん、い
くつかの組み合わせも可能である.
最後に、情報検索システムにはシソーラス (The田町阻}

が必要である.シソーラスは、情報検索において検索言語{
キーワード}を管理するための辞書ともいうべきものである
.シソーラスの役割は、同義語や同音異義語の適切な処理、
また個々の主題に対するキーワードの選択などである.

3.余曜・レクリエーショ Yに関するデータベース

ここでは、まず余眼・レクリエーションに関するデータベ
ースを取り上げ、その主題分野と検索可能なデータパンクを
列記してみよう.

1) APR I SE 
{全米レタリエーシ，，:.-公園協会による余畷・レタリエ

ーショ シに測する文献情鋤-0 I ALOG. ORB I T 



2)加 prehensiveDissertation Index 
(欧米の人文・社会・自然科学分野の学位鎗文)一

D I ALOG. ORB I T. BRS 

3) I!nviroline :I!nviro掴聞tInfor闘 tion伽，ter.lnc.
{世界の環境問題全船 -DIALOG.ORBIT

4) ER 1 C:I!du四tionalRes叫町田Infol1l8tioncen胞r
{書生育全般に関する文献}一DIALOG.ORBIT

• BRS 

5) Leis町 e.Recr田 tionand Touris. Abstracts 
(英連邦厳寒局による観光・レタリエーシaンに関する

文献情粉一DI ALOG. BRS 

6)細川 andR民 r回 tionIndex 
{カナダ・コーチ織会によるスポーツ・レクリエージョ
ン全般の文献情紛ーORBIT

7) SIRLS : Infor閣 tionRetrieval Sys t輔 fortbe 
&民iolo81of Leisure and Sport 

(余畷・スポーツ社会学の文献精華お

8) Social Scie郎 自 Citation Index 
{社会科学全般の文献情報}一DI ALOG. BRS 

9) s<児ioloSicalAbstracts 
IDtel::group 

S凹rtand R，民n描 tionIndex 
Sport Infon岨tionR，国側民eCentre 
333 River R，曲d.Vanier 
Ontario. KIL 8的 ca回 da

4.おわりに
倒す研究の検討という作業は、いかなる分野の研究者にと

っても必要不可欠の活動である.わが国の余JI・レタリエー
シ，，:-研究の発展にとって、情報検索システムの開発が一刻
も単く具体化される必要がある.
幸いここ数年の情報工学の進歩は、著しいものがある.漢

字を使つての検索も可憶になっており、今後は和文英文を包
括するシソーラスを作威し、欧米の文献情報センターと情報
交換できるようなシステムを確立することが鐸遁といえよう

P且GE54 

OSZ: 5凹J.LL-GaOO，s
{社会学全般の文献情報}一DIALOG.ORBIT. 1.t....tio.o1 IJ.SB: IIDU.I-凶U'.IOI‘L

BRS 

1 0) Sportdo包皿en旬tion
(西ドイツ、 Sportwissenschaftによるスポーツ科学の

文献情粉

11)5凹，rts訟削闘ntationI¥onthly臥1l1etin
{イギリス、パーミシガム大学によるスポーツ粋学の文

献情報}

上記の他にも、スポーツの記録、記事、商品情報などに関す
るデータベースもあるが、ここではそれらを省略した。
上記のデータベースの申で、余眼・レクリエーショシ研究

に最も利用しやすく役立つのは、1)APR I SE. 2) 

IlITEo:PEBSOI1L-1TTJ.1C'rIOII 

Z醤可，.習SC80tlSTICS

Leisure. Recreation and Touris聞 Abstracts6) Sport 1""....... 
and Recreation Indexそして 7) SIRLSであろう.そ
れぞれのデータベースのある本部事務局では、受託検索方式

によるサービス、さらにフルペーパーのコピー・サービスを Z叫血versioll
行っているところもある.
靖末機のない研究者にとって有効な方法は、データベース四時間団Z置

のある事麓局が発行している文献情報に関する定期刊行物を
際議することである.代表的な文猷情報に随する定期刊行物
の連事事先は以下の通りである.

Illverted-Q Bypothesis 

Leisure，験記reationand Touris個 Abstracts tUQl.....eot 
C叩 tralSales.α瑚匝踊鵬alth I¥gricul tura1 Bureau 
Farnh踊Rouse.Farnha・R町.1.

BEB.B are eutered vorJts aaoQt a. 
.utual I1ttrac乞100bet普8eB
indi Yiduals .. 
.Por vo:rks aboa1包色.hes1ste血a色ic
a乞包@且ptt.。 、illa!ltif7the 
patterns or: personal 
relatioDSb.ips tha包 dewelopOQt 。ta sust.a.i.D・dsoc1al 
Ut4t:a.c:乞i.oa..
051: SOCIOltE'l'tlICS 

BUB are enteced ・orJ区saboat 
act.i'fiU・S8...9.. sport 
co・pet1tioa..乞hatare carr ied 
011 be色曹eellhigla scbools .. 
!'oc vorks abont actj，Yities 
carried 00. JHi!tween llaiyecnties 
or inS1包ita.怠101lSot: lLigher 
educatioo. 
05'&: I.KtE1lCOLlレ芭GI&:rB

BE!E are・.t・，..省。tJtsa..bout 
acti'fity tatioq plaC&・ith1皿 a
5C且。01..coll・9・.・色。.

QSE: BI.'1'BQVU5IOM:II'UβV2B.SIOlf 

HEiE u・eatered省。r'.色..，包 are
c。‘pi.'l.:色色。‘.of r・soa言。.
f1lldiags .. 
SB! lLSO: O'IIVI!'官

DSE: SO'lD lTIO・"1JlOUSll.. 
P!BFOB:BAlCE 

051: SPOI'r-I薗VOLfE!lEI雪， SOCllL-
PlR'UCXPl官10B"SOCIlJ.・
tl1'E11C宝ヱ。.

Slo略 h SL23BN UK 

要女与、/ーラス(SIRι$) 

おciologyof Leisure and Sport Abstracts 
E1sevier Scientific Publishing C帽阿町

P. O. Box 211. 1000 AI! 
A回sterda民TbeNetherlands 
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浜名湖地域における水域利用拠点の適正配置に関する調査

0毛塚 宏・南 賢二・川崎 健

(ラック計画研究所) ( 問 左 同 左 )

ブルーマスタープラン，水緑空間，係留施設，水レクリエーショ Y

1 調査の目的と方法
(図 1-1) 調査作業アロー

近年，水レクリヱーショ '-'VL対する需要の増大は著しし

かっ多様化してきているにもかかわらず，その活動の場は

極めて限られているのが現状である。その最も大き念理由

の 1つは漁業と水レクリエーション活動との調整"の

難しさにある。本調査の対象である浜名湖地域でも同様で

ある。

浜名湖は，面積 (68.skIi)で全国第 10位，湖岸延長 (103

km)で全圏第 3位を誇るわが国屈指の湖沼(正確には 2級

河川都回川の河口)である。現在，浜名湖では漁業は勿論，

多様走水レクリエ } γ ョンの場として活発な利用が行われ

ているo しかし，昭和 55年度実施された「浜名湖総合調

査J(静岡県西部振興センター，浜名湖総合対策懇談会)

Kより，湖岸Kは約 7.000余隻もの漁船及びレジャー船が

係留されている ζ と，しかもその多くが不法係留であるこ

と，漁業者とのトラブルが多発しているとと等が明らかK

された。

(表 1-1) 船種別係留隻数(昭和 55年)

そ乙で，本調査の実施が目論主れ，

・浜名湖地域になける湖面・湖岸利用の実態をふまえ，環

境保全K配慮しつつ，漁業振興と調和のとれた湖面，湖

岸の適正かつ有効左利用，とりわけ緊急の課題とされた

「漁船及びレジャー船等の係留施設を中心とする水レク

リエーション施設・拠点の適正配置

Kついて調査するとと Kなったのである。

筆者らは，本調査を水面及水辺利用の総合的左計画とし

てとらえ，その名も"プノレーマスタープラ'-'"と仮称し，

(図 l-l)VL示すよう左作業アローで調査を実施した。

ζ とでは，調査の結果から次の 2点をとりあげ報告する

とと Kする。

①湖面・湖岸利用の実態(作業アロー①)

②ブルーマスタープラン ②〕

2. 湖面・湖岸利用の実態

浜名湖VL:J:，>ける湖面・湖岸利用の実態を把握するためK

実施した「浜名湖の適正利用K関するアンケート調査(地

域住民向と漁業者向)Jより，地域住民及び漁業者が湖面

及び湖岸利用K対して抱く意識として次のような点が浮彫

K左った。

①浜名湖地域の住み心地は良好で，浜名湖K寄せる愛着も

深い。(表 2-1， 2)

②浜名湖K念ける漁業の将来方向は，兼業化，観光漁業へ

の参画が促進される。(表 2ーム 6 ) 

③地域住民の水レクリエー γ ョンは，潮干狩，海水浴，釣

(船釣，岸釣)等が主体で，活動参加率や活動回数は高

い。(表 2- 4 ) 

④湖面は有効K活用されていると考えられているが，一般

住民と漁業者との間K大きな認識のずれがある。(表2-5) 

⑤最盛期の湖面は混雑しているが，まだまだ余裕もある。

しかし，漁業者の見方は厳しい。(表 2ー 7) 

⑥レジャー船の所有志向は強いが，レンタノレで間Kあわせ

たいと考えている人も多い。(表 2- 5 ) 

⑦今後，湖岸Kふやしたい施設として，公園緑地，水族館

等の文化施設，遊歩道やサイクリング道路等を支持する

人が多い。(表 2- 9 ) 

⑧地域住民の約 6割が浜名湖の水質汚濁を心配している。

(表 2ー 10)

← 38ー



(表 2-1)浜名湖周辺地域の住み心地

('単位:骨)

----ー
池波住民 iI.費者 酎

E 調るののそで今ば睡治唖もずに入，。とて住いみ
52.0 68.8 60.‘ 

匝付たい

2 輔tcの入そ，ばて松い.る1まあ金あ覧 31.3 17.9 24.6 

3 瑚も悪のそいばとはも、思BわIJtc老良いいと 13.6 10.7 12.1 

4 棚のそば総.~ま'時き 1.1 1.81 1.5 
で念い

sできれば他の樋Ilitc移'
.~ 。.，‘たい

tt 100.0 100.。 100.0 

(表 2-2) 浜名湖への愛着度

1非常K量請をI!¥じている

2 やや量着を感じている

3 余 b宣車を銘じてい傘い

4i全〈置車をI!¥じていをい

針

73.9 

(表 2-3) 浜名湖漁業の将来

l 尊重視風草が主流を占める 15.1骨

2 阻光漁果 . 0.' 

3 養摺主 . 2.. 

4 通常のiI.業と置先漁藁との策集が繕
40.6 える

5. I風量と他。駿案。来車化が2・A.る 22.6 

•. I極集から錘れる転章者が泡える 8.5 

1 わから在い 6.7 

8 その他 2.8 

針 100.0 

(表 2-5) 湖面利用の現状tてついて

の認識 (.位:*>

-----ー 煙量iI.章者 針

1 非る常tc有劫K利用されてい 11.2 5.8 I 8.5 

1多軍主少問れ題てもあるが有抽K制 66.6 39.4 53.0 2.ν、る

~~ !>有効/CO!¥閣されてい
13.5 10.6 12.1 3 るとはいいがたい

問題が多f遺書すべき点が
8.71 .. ".2 26.. 4 非常に多い

tt 100.0 100.0 100.0 

(表 2-6) 観光漁業への参加

1 会〈してい企い 75柑

之時々している 22.2 

a ほとんど 2年中している "6 

酎 100.0 

(表 2-7 ) 最 多 利 用 時期の

船の利用状況
(.也:*>

-----
JIl域住民 iI.章者 酎

1 多すき・る 24.1 77.9 51.3 

2 やや多い 29.1 10.6 19.9 

3 普通 28.5 8.8 18.6 

.. ~や少老い 3.3 。 1.7 

5 少食い 1.5 0.' 1.2 

.. わから在い 12.9 1.8 7.3 

針 100.0 100.0 100.0 

(表 2-8) レジャー船の所有について

2 持っている I 11.' 
2 持9て川吋hずれ持ちたい I 11.' 
3 持。て吋い.その都醐!>M:!十分 I 31.2 

4 持，てい念いし.今後も必要注い 34.5 

&そ の 他 10.5 

tt 100.0 

(表 2-4) 浜名湖周辺住民 の水レクリェーショ Y活 動 の 参 加 率 ・ 参加[回数(複数回答7

.加率!;ll 
.加回世慣

活 動
毎 日置tct-2回月1<1-・2閏年/C1t回その他 酎

船 酌 19.6 5.1 11.2 23.2 "4.4 10.1 100.0 

鯵 辺 前 19.7 1.0 13.0 21.0 59.0 '.0 100.0 

欄 千 狩 .2.8 0.5 2.8 12.9 26.7 57.1 100.0 

機 水 硲 2ま6 ... 5.0 10.0 73.6 10. 100.0 

ピター， ? 3.' 5.0 90.0 5.0 100.0 

散 策 15.6 0.3 12.1 24.1 48.1 ... 100.0 

ヨ ， ト 1.' 12.5 37.5 50.0 100.0 

毛.-'" ト 2.0 10.0 90.0 100.0 

1l:il-，手ζ 害時正ート 1.2 33.3 '6匁 100.0 

ウ<0'ドサー"7.::'- 0.' 50.0 50.0 100.0 

水上スキ 1.0 40.0 60.0 100.0 

野鳥観察 1.. 25.0 75.0 100.0 

そ の 他 2.' 8.3 25.0 50.0 1~7 100.0 

3 プノレーマスタープラン

(1) 基本的左考え方

湖沼Kは治水や利水の本来的左機能tて加えて，第 3の機

能ともいうべき親水機能がある(表 3- 1 )。湖沼に限っ

た ζ とではまいが，水の空 間と水辺の緑とが一体と在った

"水緑空間 "vcないては，その親水機能を一層高めること

ができる。最近，都市及び その近郊Kむいて人と水とが親

しく関わる機会がめ

っきり少念〈在った

と と か ら ， 親 水 機 能

の保 全 ・ 回 復 ・ 創 出

が重要左課題と在っ

てきている。

本調査ではとうし

Q
u
 

qδ 

(表 2-9) 今後水辺K増 や し

た い 施 設 ( 複 数 回 答 )

(崎~bt:*)

崎 世 JIllt住民 機草者 針

1 公園~晶地 54.8 51.3 53.8 

2.1Il酌b純量 19.8 16.8 19.1 

3.1Il水浴唱 22.6 10.6 19.9 

.. ~リーナ 1.3 3.5 1.8 

s曲。保留縄;;! 11.9 5 ~.9 :n.5 

6宿泊慢11施止 16.2 15.0 16.0 

t水銀健在どの文化施畢 47.1 35.4 ... 
a青少年の野外a宵纏誼 3t7 14.2 27.3 

9.キ守 Y プ場 21.1 10.6 18.7 

日量歩過・サイクリング道路 31.1 14.2 32.0 

U その他 2.5 2.7 I 2.6 

(表 2-10) と の 数 年 間 の 浜 名 湖

の水質

(噂位:需】

ーーーーーー 地緩住民 iI.章者 tt 

1 汚れがひど〈在，た 3.~ 52.2 44.3 

2. ~~汚れた 2~3 20.4 22.9 

3. ~~!>置ら念h 14.8 9.7 12.2 

4. やや量れいK企ーた 12.8 16.8 14.8 

5. きれいK左官た 2.1 。 1.0 

a わから老い 8.7 0.9 '.8 

脅す 100.0 100.0 100.0 

#アンケート調査は，地域住民 900人

を対象(回収率 43.8冊〕漁業者(組

合員)150人を対象(回収率 75.3

% )以下同様。

(表 3-1 ) 湖沼の機能

治水個量能 E 
|洪水調量.汚水晶謹.旭下水泊漏妥

{第1の瞳能)I 
制氷慢睦 lよ水・エヨ庭用水.... 用水@水IIJ.

t ...，機能)I艶竃.iI.量.空港

規水槽能 l風鎮@養素

(第 3.，構能)I指曲@場〈 νタ">0ーシ...... ~ lIr:脅.

空11¥'.)環境曜会〈大気・水の浄化.

気候@圃藍.空間・肺誕の恨瞳}



た認識をふまえ，計画の目標を次のよう K設定した。

・漁業との調和を図りつつ，浜名湖のもつ第 3の機能=親

水機能を最大限に発揮し住み良い，訪れて良い豊か

念定住社会をめざす。

(図 3-1)湖沼の機能

浜名湖全体として、
3つの機能がバラ
ンス良〈克且され
かつ、臨合性を尭
揮するととがポイ
Y ト

(図 3-2) 

棋名湖の水量空間を 3
つの側面から麗水性を
高めると同時K、 2つ
企いしは 3つの制函を
巧〈グプラせる主ラ忙
して盟水櫨能面白臨合
性を高めてい〈ととが
ポイント

(2) 湖面・湖岸の取扱い区分

湖面・湖岸の適正利用を考える上での大前提として，次

K示す 3つの観点から保全エリアをひろいあげ，オーバー

レイ方式で(表 3-1)(iL示す 4ランクの取扱い区分を設

定した。

・自然資源の保護(学術的価値，景観的価値，生物資源的

価値)

(表 3-1) 湖面・湖岸の取り扱い区分

匡分 方 針 対象地区 基年的;tIIlTl1lぃ")j陸

闘す 天然記企鞠(困.操指定} -当議地域位び蛸観的傘一体性

発べ 名腸【庭園)(操指定} を有する周辺地域Kつ肺て.
A 

止禁を地壇き
特別史跡(国指定} l'響を生じる恐れのある曲発

史跡(圃指定〉 を車11する。

雌謹水両

特別地域【県立自然公園} -樹党νタりエ-~.;/の'"テ

名腸E醐椙)(県l1i定} ;<'0;/守'"の品加地区1<1到して

郷二主景観地区 【自然鼠器地区} は.現存施』の買的改善、公

原RII閉す
島問斜地崩擁危瞳区域 共性の品い施品。導入を除ν、

てとし 抑制9をE域地ベさ
砂紡指定泡 て、新蝿の闘尭はできる胆り

B 海岸保全区被 抑制する。

土流・飛砂・醐害問備I¥l霊体 -国土保全土問題。ある地岨の

開発H抑制する.

普通地峻【県立自然公園〉 -新離の開発K対して.純K抑

開尭正適図を

風設地区 制はしまいが.期l;~の現唱を
他生自然直 10.9. 8 保全するためK適正念級制・

K走る 蝿土景観地区(人工 ~I園地区} .w<l¥を;{j'j'i行九

c た'-'観制べき 制全区域

採民軍止区揖

HJ 品導Z 

適利用べ
その他の地被 -既存の土地朝周又は土地利用

計画K関して、理筏K配慮し
E 正念を地瞳き 先制ftを図る。

土図
地る

-国土保全(地すベ!J-土砂崩壊防止，活水機能，河川環

境保全，水辺の土地保全〕

-生活潔境の保全(人文資源の保全，自然風致の保全，公

害防止)

(3) 湖面利用計画

湖面利用計画では次の 2点を明らかKした。

①漁業及び水レクリヱーショ Yの特性と利用上の骨IJ約を考

慮した湖面利用区分

②湖面の容量及び将来需要からみた係留施設量とその配置

(図 3- 3 )はその作業アローを示したものである。

〈湖面利用区分〉

代表的ま湖面の利用活動K漁業と観光レクリエー γ ョY

(遊漁，モーターボート，水上スキー，ヨット・ウインド

サーアィン，ローポート，海水浴・潮干狩，遊覧船)をと

りあげ，漁業(湖面漁業，浅海漁業，採貝漁業)を優先し

つつ，各水レクリエーショ Y の活動特性と活動相互の関係

(図 3- 4 )をふまえ. (図 3- 5 )のような区分を行

た。

(図 3-4) 湖面利用活動の相互関係
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@水上スキー 園田 n Inl-
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岨 酌 lll. 

①水 浴 i・

陣 域
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斜副緑地等K十分配慮す

る.

-後線 kの姻生を棋生ずる。

-Ul物等10る段8自の御世

的分闘を避付る.

-前提E・11等IU'いては.

観世的傘革，1111<十分配>I!
する@

-I~点喝の検境慌金K努め

る.

-飽設。色彩・デザイン等

K十分配車する.

-水辺K念じま傘いII!設の

噂入は避ける。

-対岸慢として不調和K念

りや Fいぬ点。導入を避

吋る。

-封停竣としての銀副W凪:
属医を行う.

タイプ'(1)岡一空間で績合L企い。
ω自慢接空間老らば踊合し念いa

1111 10た〈分雛する.

水 昨 邸者 水 竣

-影轡金生じる恐れのある -r11} 反

水面判用・湖j挙制周.水

質官同~tCついても十分配

躍する。

-埋立ては禁止する。

-自然醐J干の慌全.既4子酒 -水峻の埋立ては.公共性

j手の雛水越 i;~への改善K の高い事量.後背地の地

橡力fJe雌する。 形<1<変を置ける場合等を

-週1F:t:ttli輯を溜け.地形 障いては.1反則として祭

K在じませる。 止する。

-水辺の~I本を慌金ずる。 -埋立てを行う喝合低周囲

.Ul抽・胞設等は汀線から の現段との調和K十分配

セ 7 トパ 77させる。 躍する。

-*函の制用Kあたっては.

漁業との調整K十分配膳

する。

-水睦郎は.公園遊歩道等 -水法の埋立てはできる限

の公共性の尚h 空間とし b避ける。

て藍備する。 -水面の利用Kあたって位

-水際部K悦納庇を導入し. 漁主止の調董K十分配慮

縮技等はで会る担り植綾 する。

で控雌する。

-新設する議岸は親水誰埠

とする。

-雄停は直輯ftを避げ.地

形K在じませる。

-水際線はできる眼b樹木 -水域の埋立てはできる隈

等で修按する。 b置付る。

-水面の制用Kあたって眠、

漁業との調整K十分配慮

する。

* 水際線治事る野価ラ Y タの境界線K企9ている場合は.水器部の鍛い舷高い評価ランタ止して取り倣うとととする。
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(図 3-3) 湖面利用計画の作業アロー (図 3-5) 湖面利用区分

JJ;:・・4区画漁業権区披

住き雪雲ヨ号ーターボート遊走区主主
伝言語三五(但れ 1，2は要検討区域)

~漁跡地方港湾臨
E国遊漁自粛鴎

〈係留施設配置計画〉 関係と在った。そこで舟種別に次のような対応をとること

係留施設量は(図 3- 3 )の作業アローに示すように， にした。

容量論的左アプローチと需要論的在アプローチより推定を ・漁船については職業や遊魚への転換左どから減少も予想

行った。その結果は次のとシりである。 されるが，安全側K将来とも現状維持とみ左した。

①容量論的左アプローチ十てよる推定 ・モーターボート Kついては，漁業者の批判が最も強い己

乙の7プローチでは，前述の湖面利用区分をベースK各 とから，容量の下限値で計画量を設定した。

ゾーンの可能活動毎VC(表 3 ← 1 ) ('1:示すよう左空間原単 ・ヨットについては，巾広い層K活動の場を提供すべきで

位を用いて係留施設量を算定した。その結果は(表3-3) あると考え，容量の制約の中でできるだけ需要に対応す

K示すとなりである。 ること Kした。

②需要論的左了ブローチKよる推定 ・遊漁船Uてついては，需要K対応できる容量はあるものの

乙のアプローチでは(表 3- 2 )のよう左原単位を用い

て算定した。その結果は(表 3- 2 ) に 示 す と な り で ある。(表3-2) <<現状勢い"もとづ〈予測(昭和 65年)

③計画係留施設量の推定

上記 2つのアプロ一千による推定では，容量を下限値で

とれば，容量三五需要，上限値でとれば，容量主主守J妥という

(表 3-1 ) レジャー船の空間原単位

活 動 hO/担・同時 隻/h・
容量(A/h.(水峻))

同時紘大収容力 目量大収容力

0.25 -0.5 2 - • 
前 2 _4 5-8 

0.50 -1.0 2 、 2

*10.18-0.5 2 - 6 
小型ポート 4 -12 10-30 

0.36 -1.0 1 -・ 3

0.5 -1.0 1 - 2 ヨ ， ト 3-6 10 -15 
1.0 -2.0 0.5 - 1 

1.5 -3.0 0.3 :-0.6 
モーターがー+ 1-2 5 -10 

3.0 -6.0 0.15 -0.3 

2.0 -4.0 0.25 -0.5 
水上兵キー 0.1 -1.5 5 -15 

4.0 -"0 0.13 -0.25 

骨骨 デ.~ギー.ローポート.ベダ
ルポート.世罵力1f(-~.・E量
ヨット

骨 上直は SOba以下の欄の峨合.

下段位非常K大き念湖@場合

資料 fTOURIST AND RECREA 
TION DEVELOPMENTJ 
1977年

R.C.Lonati. Seeretary. 
General World Tourism 
Organiz・tion.

日本港湾品会の資将に主れほ、セー
ルポートのJ&ll事也として快適性~・ら

みた繍合 2.5-3.0ha/輩、寄金性か

らみた場合Ollha/置を提案してい

る。
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給 a現管在聾保散 採吊年{申平び均事予醐値 6 'ii5~ データ '1' 
lIk 組 2J83畳 。*1 2，180聾 1.00 

4 22B 2.810 328 
'<-ターボート 857 

a 10.5 1.160 2D5 

ヨット 801 
イ 2‘2 2.140 3 .. 4，2 

回 14.0 1.920 2.0 

遊漁I!I3.173 ，、 3B 4，380 U 8  

i， '、 - 112.110 1.73 
針 7.014 

自 10，240 1.46 "， '、

-日本舟f盤工薬会調べKよる年次別舟II!生産量散

白伸び{略和50-55年)一一一一一データ@

浜名湖'J、型船安主協会宮崎べK 主.，年~別登録量

散由伸び{昭和 51-56年}一一ーデータ⑨

・量林水産省D融業セ y サスWよる遊漁申i用者、

{た起し、海約慣係白みで陸釣を音量ず )0011申

びi昭和48年及び53年}一一一一データの



漁業との競合，海釣り施設左どKよる代替の可能性など

を考慮し，容量の下限値をもって計画量とした。

以上の結果をまとめたものが(表3-3)である。

この計画量を整備目標とするわけであるが，整備にあた

っては，次のよう左対応が必要であるとした。

・レジャー船の増加に伴う漁業や環境への影響を事前・事

後評価しつつ，段階的K整備するとと。

・後述の管理運営面の諸対策の進捗をみ在がら整備を進め

るとと 0

・レン 1'/レ用のレジャー船，企業・学校・その他グループ

等による共同所有形式を促進し，多くの需要を吸収でき

るように配慮する己と。

〈係留施設配置計画〉

前述の整備目標量の受皿となる係留施設の配置Kついて

は，各ゾーン毎K係留適地をひろいだし(航空写真，現地

調査)，各適地の容量をふまえ係留施設量を配分した。念

な，係留適地の選定Kあたっては，治水への影響を考慮し，

小さ在入江，船溜，既存の水路を有効に活かすとともf'[，

湖岸K分布する遊休の養鰻場を堀込んで用地を確保する考

え方も導入した。

(図 3-6) 係留方法の基本的考え方

〔図 3-7) 

・聾鰻場掘b込み型 ・入江活用型

[. ti理主水菌効暗線できる. ・建世ヨストは比敏的置い。
制点 1:洞川法・漁業帽との醐監が出寸やすい. ・8融制様。曜会と係省が両立する.

失点|・地面を官めて纏量ヨ..fが高〈攻 bやす"'. ・両111法.漁量権との醐監が晶型。

，
し
曙
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-
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ι一一一脚
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ポグンシタ
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・-、 u111ゆ争ftl OI-Y内のど乙かで

係留縮置を聖書備する。

-湖岸強b幽1..;型

・土地条件@劇的が少念い.

・両川法.tl聾掴との削量が晶堕.
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(4) 管理運営計画

係留施設がいくら整備されても，不法係留を左くすため

には，新しく整備された係留施設への係留を促進するとと

が必要であるし，その他vl'も ;/7ト面の対策が伴わねば意

味が左いと考え，下記のようま視点からの管理運営対策を

提案した。

①湖面利用に関する管理運営

.係船促進対策

・廃船処理対策

・安全・利用指導対策

②環境保全K関する管理運営

.資源保育対策

. ，軍境維持・改善対策

各対策の内容をまとめると(図 3- 9 )のように左る。

なかでも係船促進対策VC:lo'ける「登録制」の導入がポイン

トと考え，その実現のプログラムKついても(図 3-10 ) 

のよう左提案を行った。

(図 3-9) 管理運営計画のまとめ

(図 3-1 0) 係官施設整備のプログラム
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(表3-4) 係留施設の整備Kついて

〈単位:婦}

1 別に必要と閥抗い I 8.1 

a ぜひ酬すぺ~~ 8~ 

aその他 | 日

針 1 100.0 

(表 3-5) 受益者負担Kついて

4 まとめ

{単位:.) 

1・酬にすべきでM 一丁Z
2. b>..臨時封負担肝むをえ老い 1....
a 特定の人遣が使府する且上菅益者負担 1"

は当酷だ 1-

4. その他 I 0.6 
計 1100.0

本調査では，水レクリエーションの需要圧力K対応した

場づくりをレジャー船の適正配置という観点から取組んだ

ものである。その結果，次のよう念点が明らかKなった。

①水レクリヱーションの場を確保してい〈ためtては，漁業

者とレクリエーション者の聞にあるギャップを埋めてい

〈ことが必要であるとと。

②そのためには，両者が自らの主張をくりかえすだけでは

在〈具体的左調和点をみいだすための客観的左データの

提示，それをふまえた総合的左諸整策Kよって共存の状

況をつ<!Jだすことが必要であるとと。

③上記と関連するが，水レクリエ}ジョンの場づ〈りは，

、ード面の対策だけでは左<.ソフト面の対策も含めて

考える己とが重要であること。

④本調査は水のマスタープラ;/(フ・ルーマスタープラン〕

の方法論の確立も意図したわけであるが，まだ一般性を

もちうるまでKはいたってい左い。しかし，そのプレー

ムの有効性は認めることができたと考えている。

なわり K 己の報告は「浜名湖フリレーマスタープラン(水

域利用拠点の適正配置K関する調査J(昭和 58年 12月浜

名湖フ・ル}マスタープラン策定働議会)の一部であること

をな断りするとともに，発表の機会を与えて下古った西部

復興センターをはじめ関係各位K感謝の意を表する次第で

ある。



ブイツトネス運動に関するシステム・アブローチ

。倹山 文人(筑波大学大学院) 池出 勝(鹿屋体育大学)

健康増進運動 医療費 シえテム シミ a レーション 7ィードパック

1. *If言

現在、日本は戦後空前のr7ィットキス・プームj

を迎えている.グョギング、エアロピックダンス、テニ

ス、ゲートポールなどといった健康スポーツが、新聞や

雑誌あるいはテレビ等を阪わしている.こうしたえポー

ツへの関心の高まりは、次のような背景に主主ずくもので

ある.

ここ十数年の技術革新に伴なった合理化、省力化

による生活環境の変化は、運動不足摘(IIYI'OK INETlC 

llJSEASE )をもたらした。これは、心臓疾患や蛸尿病な

rの内科的疾患、腹術症や緊犠牲症候群などの筋肉・骨

僑系の疾患、さらに務神医学的挟患をも引き起こす京大

な77タターとなっている.こうした文明婦の増加や人

口の尚紛化などによって、現在の医療費の高騰という社

会問題を生み出している.こういったことが、個人の健

康面iに対する関心を促し、その生活習tJilを変fじさせ、 [7

イットキス・プーム|の原動力となった.

企業においてもこういった問題は深刻で、その収

支にのめる医療訟の宵j合が年々向くなっている。そこで

これまでの医療偏東の施策から、従業員の健康の保持地

進を震祝するようになってきた.実際に、健康治江主連ll!IJ

を展開している企業も数多くある。企業によってその内

容は若干呉なるが、その多くは健J~í診断や体力テストで

スクリーニングを行ない、そのレベルに合った運動プロ

グラムを従業員に提供している。

また健康増進運動の効呆については、[企業にお

ける健康相進巡動についての調査|によると、そのガIJJ粧

として戎病予防対策、体力づくり、生産性向上対策に役

立つと報告されている.NASAが[職員のための7ィット

キス・プログラムjを突風したところ、参IJlI率の高い職

員ほど仕事の能率も向く、取り *Ilみ}jも彼極的になった

と報告している。このように、企業においても健康鳩進

運動の3駒栄を評価していることがわかる。

しかしながら、このような健成増進運動に関する

調査・研究は多くあるが、その多くは健1おi由i陸運動とそ
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の具体的な効果との関係という部分的なアプローチをお

ニなったものである.本研究では健J)/{地進運動やそれに

関わる様々な英国を一つのシステムの中に表現すること

を試みた.その後々な'll!凶の問には、 D1¥凶としての側iAi

と結果と Lての側面iを合わせ持っている.健康増進運動

を行なうようになってその効果があらわれるまでには時

聞がかかるものであるから、一時点のみに注目して静的

な特性を考察するよリも時系列として動的な特性を犯揮

しなければならない.またニうしたシえテムは、本質的

に不礁定であるうrーえやデータが不足していて不拡:‘じで

あるケーえが多い.さらにその様々な要閣の問の関係が、

必ずしも線型ではなく非線型である幼介が多い。以 1:の

ようなことを考え合わせると、システム・ダイナミ!ノク

え的な考え)jを適用すべきであるという4自治によ主した.

次にシステム・ダイナミックス(以 FS J)とする)

について簡単に述べてみる. S D は社会や経済のシ λ テ

ムが時間とともに変化するダイナミックな特性を各英国

聞のイン 7ォメーション・ 7ィードパックループの構造

をベースと Lて、有機的にモデル化してシミ Z レーショ

ンを行ない、そのシステムの環境の変化に対応するよ')

良きポリシーを見いだそうとするマネグメント手法の一

つである.その大きな特徴は、システムの構造電視と大

胆な仮定という点にある。つまり他の統計的な処理をベ

ースとする手法においては、軍事態t的政{自データが入手可

能なものに限定されがちであるが、 SDではイン 7ォメ

ーシ g ン・ 7ィードバックループを形成する要因か沓か

という鋭点から取拾選択吾れる。そしてSD/j:、そのシ

ステムの挙ll!IJ(時系列の変動の様子)を調べるものである

から個々の絶対値はそれ往還裂ではなく、全体としての

トレンドや他のポリシーを取ったときの(パラメータの

変化)相対値のJiが承裂とする手法である e

本研究では、従来のように独立変数と従属変数を

設定してその間の関係を統計的に分析していくのではな

く、社会現象をシステムとして捉え、それ自体を コン

ピ，，--7の中に表現してい〈という全〈発恕の兵なった

アプローチを試みた。したがって、本研究の目的は以下



のニとが主l混となる.

1.健線治進運動をコンピ，，--7の中に7ィ-i' 

パγ クを有するシステムとして表成する.

2.次にそのシ λテムのある'J:!業(パラメータと

なリうる)を変化吾せたとき、全体としての

システムはどんな膨智を受けるかのシミュレ

ーションを行なう。

3.そLてその結果を検討して、システム全体の

将来予測を行なう。

2.仮説

(図来仮説)

O健勝楠進巡動への投資i土、従業員の位脱・体)J

を向上させる.

0従業員の健康・体JJが向上すtるニとによって生

康俊が増大する.一方それは有減率をも引き下

げる.

0有f荷車が下がることによって生産性が増大し受

診率も Fがる.

0受診l$<が下がることによって医療費が減少する.

0医療費が減少したり、生産性が向上するニとが

企業の健康培進運動に対する評価を高める.

0企業の評価が高まった 9、医療費が減少するニ

とによって偏利厚生郎門における健康治進運動

の予算郎分を増大させる.

0健康増進巡動の予算ftLl~)，の増大 1;1;、俄成績進運

動への投資を鳩大幸せる.

以上の因果仮説及び7ィー Fバッタ・プロセスを

もとに、因果ループ関を作成 Lた.

終成t前進巡!l!I)に関する悶米ループ凶
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業斤程調書己芸事軍事こ♂Fる 「糸衰のレクリエ一三/，.，ン訴善要治J の庖E己主主主とキ寺d性

0伊藤俊哉 ダイヤモシド進国技研側設計部

築田裕美 鱒NKB

進士五十八 東京農業大学進国学科

キーワード : 録をとりまく余暇活動{緑レク活動}

L r縁のレクリエーション活動Jの可能性

緑化運動や自然保護運動が盛んである.これを、公害反

対運動の延長に捉えれば、正に環境織に係わる運動とみる

ことができるし、緑や縁を接着剤とする市民的活動への重量

加欲求の活発化傾向と捉えれば線のレクリエーショシ活動

として位置づけることが尚来るのではないか。その社会的

背景としては①社会や環境のおかれている実情への反応と、

@植物撫育や自然観察などへの参加欲求と、③まちづくり、

ひとづくりへの関心が、一体化した形で、広範かつ一般的

な市民の関心を得ている点が指摘される.

ところで全国的に展開している「緑化運動Jの現状が、

いったいどのような状態にあるのか.その活動内容や活動

グループの特性などを明らかにすることで、市民生活にお

げるレタ活動の一種としてこれを位置付けることは出来な

いだろうか.その内容の吟味とそこからの新展開が考えら

れればレタ政策上の資料ともなろう.ただ、大規模な7シ

ケート調査などを手段とすることは容易ではない。そこで

本論では、分析対象に新聞のスクラップ記事3.894件

を選ぶ方法を採った.新聞記事のような意味合いの、やや

社会性のあるレクリエーシ醤ンの傾向という条件内での考

察となる限界はあるが、概括的把握は可能と考えている。

尚、本論で注目しようとする「緑レク活動jとは次のよ

うな基準を目安として選んだ内容記事である.

①ボラシティア的に緑化活動がなされたもの.

②植樹祭等市民的なもので表彰されたもの{除、林業関

係). 

③緑化活動に関する、カネ、モノの寄付・寄贈、労力の

提供(除、キャシペーシ)

③市民による発案や市民の手による記念植樹など。

⑤学校緑化等で、地域住民までまきこんで進められたも

の.

⑥自然保護、環境保全に関する市民活動。

(第1表緑レク活動』の推移

⑦住民主体の公聞誘致の運動やレタの場、名所づくり、

遊び場づくり、等の運動。

⑧緑化に関する、個人の投書や提言。

⑨自治体と市民の闘で結ばれる緑化協定に関するもの。

2.分析資料のプロフィール

スクラップ業者が全国の新聞より緑化関連記事を抽出し

たもののうち、 1974年5月-1981年9月の約7年半分を鋤

日本緑化センターより借用し、これを使用した(ただし、

1975年6月分は欠如).うち、 5大紙の緑化関連記事を分

析資料とする。

3.緑化関連記事全体にあらわれた「緑レタ活動Jの主体

と特性

3-1 r緑レク活動jの成立

前述の基準により「緑をとりまく余暇活動J (これは、

本論で立証するまで緑レク活動相当ということになるが、

臨書して「緑レクjとして以下扱う)を特定し、その動向を

みた.その結果が、第1表、第1図である。

これは、緑レタ活動と思われる記事の数を各年測に集計

し、経年変化をみたものである.これによると、 1974年の

25.0% (全緑化記事数693内 f緑レク活動J173 )で、低

いものは1981年の15.0%(全緑化記事数334内「緑レクj

50)である.全体的にみると1974年から1981年の7.5年間

の平均値は19.1%。記事数にして3894中「緑レタJ742 ) 
である。

このようにみると、緑レタ活動は、全緑化記事の約2割

を比較的コシスタントに占めており、ほぽ定着しつつある

ことが推定される.

ここで、 1983年9月総理府発表の「緑化推進に関する世

論調査jでの緑化活動に対する市民の動向をみてみたい。

みどりを育てたり、守り増やそうとするために、いろいろ

事
一
事

年
一
節
一
記

連
一
動

関
一
括

化
一
ク

緑
一
レ

金
一
緑
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な行事や活動が行われているが“今までにこのような緑化

活動に参加したことがあるかどうか'の問いに「いずれか

に参加・実践したことのある者、 33%。参加・実践してい

ない者、 65%.Jとなっている。参加、実践した者の行事

や活動の内訳をみると、 「積木や花を購入したり配布を受

け、それを植えるなど緑化活動を実践したjは15%r緑化

のための募金活動に協力したjは12%で上位を占めている。

「地域や職場において花壇づくり、続樹、プランターの設

置などの緑化活動を実践したj、 「緑化のための花や樹木

に協力したJが共に 6%. r苗木や花の配布、山林の糠樹

などの活動にボランティアとして参加したj、 「緑化祭や

記念績樹などの植樹行事に参加した iなどが共に 4%とな

っている.

また、緑化活動への参加意向については、緑化活動が行

なわれた場合“参加したい{すでに参加しているものも含

める)と思うかどうか"の闘いに「参加・実践したいと思

うJが62%、 「参加・実践したいとは思わないIが27%、

「わからないjが11%、となっている。

参加・実践したいとおもうものの内訳を見ると「苗木や

花を購入したり配布をうけるなどして、それを縞えるなど

緑化活動を実践する lは29%で最も多く、次いで「地域や

1974 際議畿綴議緩絞ま

職場において、花壇づくり、植樹、プランターの殺意など

緑化活動を実援するJ15%、 「緑化のための募金活動に協

力したいJ14%、 「緑化のための花や樹木を育成し分砂て

あげるJ10%、などの顧となっている。

また筆者らが1983年2月世間谷区内の緑澄周辺住民に実

施した「親しめる緑道{通り庭}づくりのためのアンケー

ト調査Jでも「線道の管理についてjの質問に対し、 「現

在参加しているjは 0.5%ながら「機会があれば参加した

いjは24.9%と、線道対象の緑の管理活動に約25%の人々

が関心を示している。

今回の対象資料が新聞記事であることを考えると、緑化

関連活動自体が先づ新関記事になるような「社会性」を持

っており、次いで緑をとりまく余暇活動、すなわち縁レク

活動も緑化記事全数の約2割をコンスタントに占めるまで

に、社会的に或る程度認識されるまでに定着しつつあると

結論づけることが出来る.先に引用した二三の調査からも

裏付けられる。

調査の条件によって、一般的なもなら参加率が33%、特

殊で具体的なものなら関心度25%、というように輔はある

が、社会的に定着しつつあること、それへの志向性も検く

なっていることが推論される。

1975 際議慈毅認
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医窪函 緑レク活動E2三ITJ):全緑化関連記事

(第 1図)金緑化関連記事に占める『緑レク活動』の割合
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錨緑"を媒体とした、レク

リエーショシというものが成

立すること、そしてそれは今

後のレクリエーション政策上、

有効なひとつのメニューとな

るであろうことが結論されよ

う. そこでこれを以後、「緑

レク活動Jと提案し、以下、

その主体や特性について考察

したい.

3-2 r緑レタ活動jの主体

「緑レタ活動jはどのよう

な人々によって行われている

か.活動主体各年)JIJの活動数

を分類、その数が多いものか

ら煩に並べたものがある.こ

れによると、 「偶人」でした

ものが 131と最も多く、つい

で「市民の会・住民の会jが

96の順となっている.

ところで、倒余暇開発セン

ター編「豊かな余峨づくりを

めざして」による余暇活動ベ

スト10の、上位5つをみると

1976年では①「喫茶応・スナ

ッタJ12.73 %、② f音量E鑑

賞J8.825 %、③「園芸・庭

いじりJ8.81%、@r外での

食事J6.97%、⑤「パチンコJ

6.51%、同じく 1981年では、

①「体操・美容体操J20.25 

%、②「トレーニシグJ11.65 

%、③「闇芸・庭いじりJ11

.41 %、③「ジョギジグ・マ

ラソンJ8.52%、③ r;tflの
演奏J6.65%となっている.

この5年間でいろいろと変化

しているが、共通なのは「腐

~ζ示一附 1釘7 I 1978 I 1979l錦01981 合計

個人 18 19 14 26 15 13 16 10 131 

市民の会・往民の会 46 21 11 8 6 4 12 6 114 

自治会・町内会 13 17 13 14 19 10 10 3 99 

自然保護の会 42 26 9 5 。 9 4 96 

小学生・中学生 5 6 4 11 5 7 11 50 

婦人会・主婦の会 5 9 9 5 2 5 4 40 

*複数住民 11 6 5 5 2 2 3 4 38 

趣味の会 4 4 5 4 3 3 4 2 29 

老人会 。4 7 3 4 3 。n 
ライオンズクラブ 。4 3 6 4 。。2 19 

緑化推進の会 2 4 2 1 2 4 2 18 

一般の企業 5 2 。5 2 17 

子供会 3 4 2 2 。3 。1 15 

ロータリークラブ 。3 2 。5 2 14 

勤労青年 5 。5 1 。。。12 

公間愛護会 1 3 2 2 。3 。12 

PTA 2 2 2 。3 12 

青年団 6 。2 。。11 

商庖会・商工会議所 。4 。2 2 。2 1 11 

観光協会 5 2 。。。1 10 

ポラシティアの会 。 。 4 2 10 

高校生 。 。 2 7 

文化団体 3 。。 。。 6 

青年会議所 2 。 。1 。6 

国鉄・私鉄 。 。4 。。。6 

宗教団体 。。3 。。。 5 

植木・造開業者 。。。。 。2 2 5 

奨学金団体 4 。。。。。。。4 

警察署 。2 。 。。。。3 

411クラブ 。2 。。。。。。2 

合 書f 173 150 102 112 73 66 97 51 824 

{第2表) r緑レク活動Jの主体 ( 742) 

*複数住民とは「住民の会Jのように会としての機織をもたず、例えば市が呼ぴ

たける集いなどに参加した人々などを指す.

芸・庭いじりJが1976、1981の両年共に第3位に入ってい 次いで、 f市民の会・住民の会」をはじめとするグルー

る点である.第2表によると「鋼人j的な縁レタ活動への プが並ぶが、これは集聞をつくることで、情報交換や社会

参加は742中 131で15%余りにすぎないが、余暇開発セン 的な影響力の行使等の効果が期待されるためか、「群衆の

ターの調査を念頭におくと新聞記事にはあらわれないとこ 中の孤独Jという現代社会にあってひと恋しさ欲求が顕在

ろでの個人的な緑接触活動の潜在的人口は極めて多数にの 化しているためか、と怒われる.

ぼると想像される. なお、余瞭開発セシターにおける余暇活動ベスト10の主
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体に比べれば、本論の f緑レク活動jは極めて高い集間性

を示している。これも、新聞記事による特性かと思われる

が、 「緑レタ活動Jの活動主体をみる場合「老人会Jr子
供会jのように年代構成の相異とか、 「自然保護の会jと

『趣味の会Jのように環境運動的なレベルの相異など、極

めて幅が広いことが読みとれる。主体の年商事や性格などの

幅広さは、選択f生が高いということでもあり、緑レク活動

の特性のひとつでもあるといえよう.

3-3 r緑レク活動jと地縁性

「緑レク活動Jのフィールドを「その土地に密着した生

活空間とか、 「自分たちがE豊かに暮らすために、かけがえ

のないまちだという意識」に象徴される「地縁性Jの強弱

で分類し、年}JIJに集計したのが第3表、第2図である。

尚、地縁の強弱区分に明確な基準は示し得ないが、一鼻般

{第3表録レク活動』と地縁性

年 • 74 • 75 • 76 

強 40 44 29 

地 縁 中 14 18 7 

弱 88 60 34 

地 縁(小計) 142 122 70 

ヨド 地 調書 27 15 14 

そ の 他 4 4 s 
合 計 173 141 87 

的通念として処理した.ただし、強・地縁性は町内会レベ

ル、中・地縁f生は小学区レベル、弱・地縁怪は市町村レベ

ルを、およその目安とした.また「その他jは例えば、広

域的な自然保護運動にみられるような、地元民と外部の知

識人等が加わった形での「緑レク活動」で区分できないも

のである。

第3表によると「地縁性Jのある活動の記事数の割合は、

最低でも1981年の64.0%(全線レタ活動記事数問中、地縁

性の認められるもの、 32)、最高のもの1978年の76.4%、

(55中、 44)また、 1974-1981年の 7.5年間平均は、 79.9

% ( 742中、 593)であった。これは「縁レク活動Jと地

縁性の高さを示すのは勿論だが、地縁性の強弱が、直接「

緑レタ活動jを特徴づけるものであるとは言い切れない.

また、地縁性の極めて薄い地域<r非地縁Jとして集計)

• 77 • 78 • 79 • 80 • 81 計

21 22 21 24 8 209 

24 4 6 19 6 98 

33 16 10 2ワ 18 286 

78 42 37 70 32 593 

13 10 11 22 19 131 

1 8 2 1 o 18 

92 55 50 93 51 742 

1974 際議機機機機畿幾幾綴綴機綴機綴欝機機騒緩機畿幾機機態議議綴磁議i¥1

1975 機議滋議機畿機織藤議総額緩議議綴線機織機議機

1976 醐欄機網棚翻側議機鵬糊機機縁鰍;jj

1977 際機機務機騒機騒機綴綴議機緩織機騒議機騒盤機議畿機態綴綴瀦

19.78 闘機機機織機機機機畿機綴綴綴緩綴綴議幾縦三三i

1979 

1980 

1981 

50 100" 

露盤麹:地縁 : 1I~地縁 1: .:::1その他

{第2図緑レク活動Jl:地縁性
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での「緑レタ活動jの割合は第3表から算出すると1974年 S陣これによって「縁レク活動jを分類したのが、第4表、第

には15.6%、1978年には18.2%、1981年には36.0%と、僅 3図、である.意見・主強は、自発的発言ではあるが、活

かながら培加している傾向が認められる.これは自分らの 動性カ唱いので、第4表、第3図、では別枠で集計した。

地域からより外へ関心がむかっている傾向と捉えれば、よ しかし、これも「自発型jに含めると、「自発型jの割合

り広域的な「緑レク活動Jが展開する可能性が推定される。 は、 1974年の90.8%(全線レタ記事数 173中、 「自発型」

3-4 r緑レク活動jの自主性 157が最高で、 1979年の80.0%(50中、 4ω が最低である.

レタリエーショシ活動は「本来自発的なものJであるが、 1974年-1981年の7.5年聞の平均値は、 88.7%(742中、

わが国の場合、行政当局が関与することが多く、その関与 659 )である.
各年とも、 「自発裂」は80%以上の高い数値を示し「自

の程度の違いでいくつかに分けられる。 r緑レグ活動Jに

もその傾向はみられる.地方自治体などの主催するイベン 発性」は、「緑レタ活動」のひとつの特徴であると言って

よい。
ト等に参加するというかたちのものを「依存型Jとし、自

但し、問題がない訳ではない、例えば、 「行政当局が周
らが自主的・自発的に活動したものを「自発型jとして、 g陣

地を貸与し、その地で遊園業

者等が植木市を行ったjとい

{第4表緑レク稀動』の自主性 った記事の場合、紙繭上は、

1974 

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

造商業者や、集まった市民に

焦点をあてた記事に仕上げら

れており、分類上「自発型J

に含まざるを得ないが、実際

行政当局の関与がどこまであ

ったのか、疑問が残る.また、

例えばグリーシパシク関係の

記事では、行政当局が用地や

制度を期意し、市民からの寄

付や提供をうながす形が多い

が、記事上は、寄付や提供し

た人々に焦点が当てられてい

ることが多い.これも行政当

局の関与がどこまでなされて

いるか、疑問である.

。 50 100% 

以上は、新聞記事の書き方

の問題ではなく、日本の市民

活動の弱点として、 「行政へ

の依存度Jを指摘することの
:自発型 ~意見・主張 E三ヨ 2依存型

重要性の問題である。

(鰐8関緑レヲ精勤』由自主性

3-5 r緑レク活動Jの継続性

ここでは、 「緑レク活動Jの継続性に着目して、その活

動に継続性が認められるものを「継続的J認められないも

のを「イベシト的jとして分類した。(t:(!5表、第4図)

但し、意見・主張など投書によるものは、ある事柄を中心

としたディスカッション(例えば、スーパー林道の是非を

とう意見交換など)等、細書続性をもつものも見られるし、

また、発言もあるが、活動性という点で他の「緑レク活動J~

50 

z;lとは異なるため、別枠で集計した。

これによると f継続的Jなものの割合が最高は1978年の

70.9% (全「緑レク活動j記事55中、 f継続的J39)最低

は、 1981年の49.0%(51中、 25).また、 1974-1981年の

7.5年間の平均績は66.6%、 (742中、 490である.継

続的な「緑レグ活動jは、 1981年を除き50%を示しており

、 「緑レク活動Jは、基本的には継続的な活動であるとい

う特性は看取できる。しかし、その割合の経年変化は、第



{第5表緑レク活動』の継続性

年 ， 74 ， 75 ， 76 ， 77 ， 78 ， 79 ， 80 ， 81 計

継続的 125 101 59 60 39 29 56 25 494 

イベント的 41 32 22 22 9 18 33 19 196 

投 害 8 4 4 10 7 8 8 5 39 

その他 4 4 2 o o o 1 2 13 

-fl- 計 173 141 87 92 55 50 93 51 742 

1974 

1975 

1976 

1977 

1978 

1979 

1980 

1981 

100% 

2その他陸翠趨:継続的 区;;d@WM:イベント的 E三ヨ:投書

(第4図緑レク活動Jの継続性

4図が示すように、次第に下がっている。この点に関して

新聞記事を詳細にみてゆくと、時代と共に様身のイベント

企画が工夫されるなどして、次々に新しい新聞記事が脅か

れるようになり、一回締約な商業的色彩の強い企商や催事

が現れてきたことがわかり、相対的に「継続的jなものが

、低下したものとおもわれる。

4.まとめー

『緑レク活動』の動向を新聞記事を通してみるかぎり、

様々な機会を通じて、突にバラエティーに富んだ活動が展

開し、しかも.社会的には既にある程度定着しているとと

がわかった. r緑レク活動Jは、個人でも.あるいは集団

でも活動できる点、地縁伎のある生活圏内に集中している

が、より広い地域への展開も芽生えている点、そのほとん

どが自発伎に義づ〈活動であり、さらに、緑を過した新し

いイベント・企画が多〈なってきたという点、など、いわ

ゆる『レクリエーション活動』一般と共通の特質や標題を

もちながら、着実に市民生活の中に定着していることが、

理解された.
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リハビリテーション病院に bけるレクリエーション〈第 2報〉

レク.アンケートを実施して

はじめに当院のレクリエション活動の報告

をします。

昭和(6年どろは当院のベット数は 366床

であ b、レク行事は定期的 Kは行念われず

職員のバンド、慰問団 Kよる慰安会が年間£

-3回開催される十亡すぎなかった。そのとろ

は患者さんの自殺、行方不明があいつぎ、障

害者がいかに精神的に多くの問題をかかえて

いるかを考えさせられ、対策のーっとして

昭和宇品年K、レク活動を実施するため Kレ

ク委員会を設置した

レク委員会の構成はリハビリテーション科

栄養科、その他の部、局よ!J/ -.2名、及び

事務局から念る委員会であった。

患者さんの状態は、歩行不可能者は極めて

少数で車イスは'1-.2台であった。したがって

レク委員会で立てられたプログラムも、病棟

どとに種々の会や、野外訓練を兼ねたパス旅

行が組まれた。野外v<::1'ける歩行、 A・D.L 

社交性、自立性の評価も行念い 以後リハ訓

練に役立せる利点もみられた。

〈台敵)+ 

2・・ 1 

い

5・I

・.

一一 〈日台〉

"'-'-占・~→

‘・ u

4 

5・

( 131台〉

4 

日 開{年度}

庫教揖輔属医OS>ける.イ ...oません

O 金野智秀 藤田勉
(鹿教湯病院) (鹿教湯病院)

ν~ 符. o If.軍

つ真面軍E
“年翼施行事

同年 同年 目年

野外回線 -<...世m
CCコ〉 8 提歩

~9'" 守兵会
〈キ守~ ~.ルー Cコ Cコ o o 

ザーピ"')

帽晶量示会 。
七 タ

〈Cコ〉 8 暁事会

運動会 o Cコ Cコ
年家主.，隠しみ会 o o 
文化祭 o o 
膏嫌畢 o 
信ん揖 b士会 o o o 
車警合 o o o 
νFダー A

:I!" 犬舎 o 
0印世実施 L先行. (Sf'事度位計画も含む}

H百和字デ年に病院の増改築が行なわれベット

数は #ιι 床と在った。

ζ の ζ ろよ bリハビリの啓もうも、ょうやく

い言わた h、脳卒中後遺症の早期リハ訓練の必

要性が強調され、当院にも発症早矧からの入院

も 多 <1.( !J歩行不可能者で車イス使用の患者が

増加し、レクプログラムの改正が必要と在った

重症患者が参加し Kくいパス旅行、病棟単位の

行事は、レク委員会からはずすとととした。

患者さんは重症化して来ているが、見て楽し

む行事から患者さんたち皆で作 bあげる行事へ

と内容を変更した。患者さんの実行委員と職員

の実行委員で協議、協力し出来るだけ多くの患

者さんを参加させる。レク委員会としては多く

の人が参加出来るプログラムを組む様配慮した

その例として、患者運動会では紅白 K別け

全員で応援合戦を行念い、文化祭では全員代川

柳を書いてもらい病棟単位でパネノレには b、コ

ンクールを行在ったり、ほん b どり大会では病

棟単位で仮装行列左ど患者さんが主体となり職

員が応援する憲勢をとった。

以上のよう左経過のなかで職員から疑問が出

されたのでアンケートを実施した。

52-



1 目的

昭和 50年どろまでは見て楽しむ患者行事で

あった。以後、患者さんを行事の企画‘実施に

加えて行在ってきた。患者さんに主体性をもた

せつつ 職員が援助をする形態をとったものの

患者の重度化が年々高空 b準備のための指導で

時間外勤務に念った 9， 通常業務への影響が出

た b等，担当職員は苦慮していた。

職員よりレク行事のあ b方の指摘も多〈出さ

れたので 1 行事・レク委員会のあ b方を調査し

た。

2 方 法・ 期間

昭和何年/月

s 対象

鹿教湯病院職員

4 実 施主体

アンクート調査を実施

(質問紙法)

一2gι名

鹿教湯病院レク委員会(委員/:2名)

5 調 査 内 容 と 結 果

調査結果を集計した結果、次の ζ とが把握さ

れた。(内容と素集計結果は次ページ)

1 )レク委必要と答えた人のレク委のあり方?
10 20 30 40 60 00 (')1，) 

，現行でよい劃itl純明倒置蹄雌伊組湘肝人 (H・o96) 

ー部変更して 24人 (28.o96)

わからな h 13人(U. 3 96) 

}無解答

2 )レク行事が負担と答えた人のレク委の必要

性と上記以外の解答者でレク委の必要性との

比較 i 6人

レタ行事が負担甑云人盟手五五五三三三ヨ}311

上記以外盟臨岨人醐醐=二山手当;{:~~~~~'J~J

3 )行事が多いと答えた人の参加種目数

40人(，38.:'96)
(96) 

30 

26 -1-

20 

16-1ー

10 -1 

5 -(-
無答4

2以下 g s以上(種目)

4)レク委必要と答えた人の行事参加種目数と

上記以外の解答者の行事参加種目数との比較

レク委要一一
(96) 

30 

20 

16 

10 

無解薯 2 

以 下

以上の結果から

上記以外ーー-

M 人〈同.3 96) 

よ上 (種目)

① 患者さんのレクは、条件付も含めると s割

の職員は認めている

③今後のレク行事の内容、回数をどのよう Kす

るかが検討の課題と念る

@患者アンケート(当院で57年 実 施 ) の 結 果

では、多くの行事を実施してほしい( 265人の

うち 196人)との要望があか今回の職員調査で

は出来るだけ職員に負担がかから念いようにと

のギャップをいか K解 決 す る か

⑬脳卒中後遺症の片マヒ、高次神経機能障害

等重症化してきて患者さんが行事についていけ

念いとの指摘

⑧ 行事が多いと答えた人は参加種目数も多い

が、また参加種目数の多い人ほどレクの必要性

題掴必要と思う 匡ヨ必要〈職員に負たん在し) をも認めている

亡コ必要在'" 1l'l翠無解答
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レクアンケート(職員用) 昭和59年 3月

レク委員会

レク委員会では、看護婦・応援職員の協力を得て、見て楽しむ行事から自分たちで作り上げ

る行事へと内容を変更しつつあります.

今年度は10磁以上の行事を実施しましたが職員より問題を提起されています。今後のレク委

員会運営の参考にしたいと患いますので皆様の御意見をお聞かせ下さい。

1 職 種

事務 巻議 リノ、

配 55入 9()人 89人
布

回 54人 81人 50人収

収率回 98.2% 90% 72.9% 

2 行事参加種目(参加した ものにO印を)

(5)患者慰安会

(7)ノ〈ス旅行

3 現在行なっている行事についてお聞きします

1 )行事の数は?

(l)多すぎる (2)現状でよい (3)少ない

(4)わからない

2 )あなたにとって負担ですか?

(1)負担である

a)理由は?

・時間外に行なうことが多い

.準備が大変

医道局局 歯科 栄着科
検査放射線

72 

64 

88.9% 

(3)少ない

4人

・患者の指導が大変

-自分の仕事がとどこおる

.その他

(4)わからない 16人

(2)負担には感じない

(3)あまりかかわらないのでわからない

(4)わからない

54-， 

合 計

286人

249人

87.9% 



〈あなたにとって負援ですか?>

1 休みが他の職員とちがうため

2 実行委員以外の協力体制iが悪いので委員の負担が多い

3 レク委員のみが苦労している

4 他の行事と重なることが多い

5参加する対象の患者が少なく負担が多い(職員の)

6 病棟の看護婦が全部ゃるようになる

7 手当がつかない

3 )下記に行なっている行事を列記してありますが不用

と思われるものにはO印をして下さい

(1)運動会 (2)ぽん踊り大会 (3)年末お楽しみ会

(4)患者文化祭 (5)映画会 (6)患者慰安会

(7)レク・ゲームソング

<0印の理由〉

1患者自身の交流の方が意味がある

2職員の負担が大きいのでh気軽に出きるもの

3文化祭と病院祭はいっしょに出きないか

4 内容の検討(参加できる患者が少ない)

5年末お楽しみ会ははたして患者の楽しみか

6 患者の自主性を尊重しているか疑問

7 実施する場所が狭いのでやっても貯らなく

ても同じ

8 体の不自由きが患者のマイナスに作用する

こともある

9参加したことがないのでわからない

10運動会は見せ物的になっている

11季節単位で考えると 4回実施を基準とする

12ぽん踊りは花市とあたらないように

13不要ではなく日時を良〈考えて実施してほ

しい

14準備の時間の舗に短かい(実施時間)

15踊る患者が少ない(ぽん踊り)

16テレビを見せれば良い(映画会)

17患者が作りあげる行事にするのはむずかしい

18年末は色々あるので職員の参加は少ない

19ぽん踊りは全職員で行なってほしい

20患者の層が多様化してきている

21危険である(運動会)

22映画会、慰安会以外はりハ病院として必要

な行事

23行事がマンネリ

24参加できる人数が決められてくる(各行事)

25行事の数が多い準備が大変

26患者の指導が大変

27内容を楽に変えてほしい

28集まりが悪い

29仮装他の準備は看護婦が大変である

30寄付を要請してまでプレゼントを配るのは

おかしい

31時間外に行なう行事が多い

32患者は見ているのが楽しいと言って出場す

る人が少ない

33レクゲームは他の行事といっしょに行なっ

ては?

34金がかかる

35夜間の行事はRISKが大きい

36患者が楽しんではいない

37患者の重症化リハ病院としてはお祭は不要

38職員のボランテアのみで成立している

39患者の評判はどうか(各催しものの)
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4 現在のレク委員会のあり方についてお聞きします

1 )現状のままで良い

2 )一部変更すれば良い(どこを変更すれば良いか)

(例人数 内容委員の選出方法行事の 決定

実施方法等)

3 )よくわからない

〈ど二を変更すれば良いか具体的に〉

1 応援職員のあり方について変更を望む

2 委員の選出方法

3患者さんが喜ぶもののみ

4 会合等多すぎる

5行事の内容の検討

6 レク活動はポランテアのみで行なってはい

けないのでは?

7年間 2回程度の行事で良い

8すべて再検討を要す

9 担当レク委の自主性にまかせて良いのでは?

10年中行事以外のものもたまには良い

11患者にあたえるレクが多い

12対象にする患者の人数が多い

13委員は看護婦中心にした方が良い

14負担が多いのでレク委の任期は 1年交代で

15委員の人数検討

16行事を行なう時連絡が不徹底

17地元ヘキフをあおいでまで行事をする必要

なし

18運営会議の決定といって強行する

19レク委員会は必要なのか

20レク委員が少ない

21看護婦の負担を減らす

22レク委員と病棟との連絡がうまくいってい

ない

23レクはやりたい人がやれば良い

24看護婦が指導するのではなくレク委員が病

棟に入って指導する

25係りの負担が多い

26途中で行事の内容を変更するのは良くない

(年来お楽しみ会)

27応援職員のはげみになるような方法はない

か

28患者の反応がいまいち

5 行事を実施・運営しているよでの問題点はありますか?

(いくつでもO印を)

1 )看護婦の負担が大きい

2 )レク委員が大変

3 )参加できる患者さんが少なくなっている

4 )職員全体での協力体制が出来ていない

5 )行事がマンネリ化してきている

s 当院でのレク委員会の必要性はどうですか?

(1)必要と思う(どの様な点で)

(2)必要と思うが職員に負担がかからない様に

(3)必要ないと思う(どうしてでしょうか)

一56ー

4 )行事がマンネリ化
してきている

6人



く必要と思う〉

1行事の中心となる委員会として必要

2 主体性を発揮させるなら

3専従体制で患者サービスを行なう委員会に

しては?

4 楽しみにしている患者さんが多い

5俳句詩吟等の同好会的にしてはどうか?

o 自分たちで作りあげる行事へ」と発展し

ていく時必らずしり切れとなる危険がある

がレク委員会があってはじめてけじめがつ

けられる

7 余暇利用を上手にさせたい

8気分転換思い出としては良い患者自身がも

っと身近なレクとして作り出せば

9 患者の交流がもてる

10入院生活の潤おい楽しみになっている

〈必要と思うが職員に負担がかからない様に〉

l あくまでボランテアの精心で

2 患者層も変ってきており積極的に参加する

患者も少なくなってきており患者実行委員

を選出するのも大変

〈必要ないと思う〉

l 患者へおしつけのレクをしている

2 外見さえ良ければのレクは必要なし

3 レク担当(1名)をもうけプランを作り運

営会議を通して実行委員会を作って行なっ

11患者にとってレクは必要

12長期療養にハりをもたせる

13患者の精神的苦痛の緩和

14患者サービスでは必要(機能訓練的にも)

15委員会がなければレクの様なものは消滅する

16 リハ病院の使命として

17レクをわかっている人がいないと相談する

先がない

18入院患者に色々な刺激をあたえた方が良い

19患者さんたちは変化を求めている(入院生活に)

20運営上中心になる組識があうた方が良い

21映画慰安会など気分転換になるものだけに

してはどうカ通?

22職員患者のまとめ連絡役等必要

23現行の様な行事を行なうには委員会が必要

3行事の内容を検討し見て楽しむものへ

4 患者さんは職員がレクをやるものと思って

いる

ても良い

4 兼職でありレクに積極的にかかわるのには

限界がある

5 患者の層が変ってきている

7 レク委員会で各病棟に図書をもうけているのを知って

いますか?

(1)知っていた (2)知らなかった

8 il富五階の一室に余暇利用室を作ってありますが知って

いますか

(l)知っていた (2)知らなかった
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無解答

3人

無解答

9人



保育所にお砂る健康・体力づくりに関する試み

一一体カ測定結果の指導へのフィードパッヲについて一一

就学前児童、体力測定、体育指導

1 緒 論

生涯スポーツという言葉は、ともすれば中高年齢者の健

康・体力づくりというようにとられやすいが、そこには、

幼児も当然のことながら含まれるはずである。も Lも中高

年齢者を対象の主眼においたまま健康・体力づくりが推進

されるならば、将来を託す子どもは受験戦争にやつれた姿

を露呈することになりかねない。このような風潮に即して、

近年体力科学の分野から、身体運動を制御する神経系の発

達が著 Lい幼児期の働きかげは、身体の十分な発育に対し

て欠くことができない、という指摘が為されている。すな

わち、身体諸機能(神経系、呼吸循環系、筋・骨格系)の

発達期の相違を考慮して、それぞれに適 Lた指導が為され

なげればならないということである。例えば、骨が十分に

発達 Lていない幼児期の筋力トレーニングなどはもっての

他なのである。神経系の発達の著しい幼児期にお砂る適切

な働きかげは、特に様々な動作を上手にこなす身体の巧み

さを増すので、これはスポーツ i亡対する興味・関心の繕大.

いいかえれば生涯スポーツの基礎づくりにも通じるといっ

てよい。これに対 Lて、幼児期に十分巧みな身のこな Lを

習得させてやらないと、まず遊び集団からドロップアウト

L、 Lいては社会集団からのドロップ7ウトにつながる可

能性もある。この意味において"放っておいても子どもは

育つ"という言葉は現代では非常に不適確であろう。幼児

期にこそ健全な身体の育成のために、適切な計画を実行し

な砂ればならないのである。

L かしながら一方では、幼児の段階である枠にはめた運

動を強要すると、与えられた課題は十分に為 Lとげるが、

応用力、独創力が発達 Lないという懸念色ある。すなわち、

幼児の段階では形式的な動きよりも、幼児のありのままの

動きをこそ大切にすべきであろう。

そこで、以上のことを考慮 L、保育所において次に述べ

るような試みを Lてみた。つまり、就学前児童に対 Lて、

独創的な運動を自発的に引き出すように自由度を大きく L

た指導を行う。それに加えて、定期的に体力を祖u定 Lて、

その結果を随時指導へフィードパックするというものであ

る.いいかえれば、子どもの遊びの自由度を失なわないよ

うに Lながら.適時、方向修正してやるというものである。

ここでは、その具体的な方法に、体力測定の結果を交えて

報告したい。

2. 方 法

本保育所は鹿児島県鹿屋市(人口 7万人)で、中心街

に近い所にある。園児は計 60名であり、 4.5.6歳児を

対象に指導を行った。
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(1) 身体特性

。深代千之、深代泰子、北川淳一

(鹿屋体育大学鹿屋体育大学)

その 4.5.6歳児 (4歳児とはその年度中に 4歳になる者

を示す)の身長と体重は、表 1に示す通りである。この測

定は 4月に行われたものであるが、身長、体重とも全国平

均値とほぼ同程度の値であった。

表 1.身体特性

‘ 

4 歳 5 歳 6 歳

身長岡 94.6土1.3 102.5:::1::4.8 109.3土2.1

男 体覇防 13.8土0.9 15.7土2.3 18.4土1.0

(人数) (6) (5) (4) 

身長岡 94.1土2.7 99.0士4.3 109.9土1.4

女 体重作) 13.2土1.3 14.9士1.3 18.9士1.1

(人数) (10) (6) (4) 

(2) 指導の年間計画

自由度の大きい指導という目標を達成するために、まず

表 2に示すように各月ごとに大きなテ マとねらいを設定

Lた。このテーマやねらいは、具体的にいえば、就学前児

童の身体活動が"遊び"と同等であり、かつ自ら興味をも

った運動(遊び)において初めて自己の能力を発揮する、

という前提に立って設定Lたものである。そ Lて、このテ

ーマに即 L、子どもに"考える時間"をなるべく与えるよ

うに Lて、指導を行っている。

(母体力測定

体力測定は、客観的なテストというよりも、幼児が積極

的に何らかの運動を行い得るような項目を選定して実施い

その過程で体力を把握する、という考えをもとに提示され

た猪飼、江橋の方法を採用 Lた。それを具体的に示せば以

下の通りである(表 8参照)。

(a)ボールの両手投げ…・・物体をコントロ←ノレする能力をみ

る。ゴム製 1号ドッヂボーノレを用いてできるだけ遠くへ投

げ投距離を測定する。 2試行でよい方の記録をとる。

(b)平均台あるき……平衡機能をみる。高き 80捕、幅 9c潟、

長さ 5mの平均台を歩いた時間を記録する。

(c)あおむげからの立ちあがり(起き上り)……敏捷性をみ

る。 rはじめjの合図から、直立姿勢をとるまでの時間を

測定する。 2試行で早い方の記録をとる。

(d)横ころがり・ーー自己の身体をコントロールする能力をみ

る。子どもは両手を上に伸ばして用意 L、 [はじめjの合

図で 3mのマット上をころがる時間を測定する。



表2. 指導の年間計画

月17-71げご|主な活動

。ブフンコ loつり輪橋

国時| !。 べ4 I活に慣 周定遊具 。鉄棒 o雲梯
れる で遊ぶ 0はんとう俸

。タイヤ
。ジヤンクコレジム|

友だち 友だちと oかくれんぼ 10グ)レープ対
5 I をつく 仲良く遊 O ごっこあそび 抗

ろう ぶ社会性 。長縄とぴ oつかまえっこ

。マフト 10とぴ箱
室内あ

雨の季節 oゴムあそび
6 Iそび I室内で活 oリズム体操 O 平均台

発に遊ぶ 。表現あそび

。足洗い lo水鉄砲
。水かけ ¥0水投げ
。水中歩き Jo水叩き
。水中かけっと io水けり(後
。水中鬼ごっζ| に手をついて)
o 障とり ;0足ジャンケン

7 I本あそ|水に親し 10"電車ごっこ;0石や葉っぱ
ひ |む ひろい

10 股くぐり
10ボール送り，

ボ ノレ鬼
o水中体操
。ヵエJレとびこみ」
O パタ足

oダンボール8 I真黒に|戸外あそ l。乗り物
-なろう|ひ 1 0タイヤ

。ボールを手 10 ボーJレ投げ
渡す l あい

ボールを上oボ!-A転がし 10ドッチPボーJレ
使うあそ I0 まりっき io追いかけ玉
びの中で I0投げる受ける! 入れ
白と手や I0 ける o打つ !oノぜスケット

足の協応「吉永士リ-J71 あそび
動作の発ドあそび io野球あそび
達を促す lm lOテニスあそびI 0 足でのボー l

ル渡し 1 
0サッカ寸あそび

二五了10組み立て体
。リレー ! 操
。パン食い競争10親子体操
。借り物 ;0玉入れ
O 二人三脚 10つなひき
o着せ替え競争j0 お遊戯
。ちょうちん i
競争 1 

0障害物競争 1

0 ボーノレ運び i 
。圏内及び国 1
周辺を歩く。 j

。草花で遊ぶ0 ，

o落ち葉，木
の実ひろい。

。家畜を見に
行く。

。公嵐遊園
地，神社等。

9 I
ボーレ
あそび

が
て

な
し
む

ん
加
し

み
参
楽

ム
耳動運ハυ

唱

l

自然に111 
あそぼ
う

。歩くと
とを通
して.

体力の
増進を
はiJミる

。秋の自
然の中
でのび
のびと
遊ぶ

。あやとり
。おはじさ
。お手玉

普からの
。こま回し

12 
伝承あ

遊びに親
。めんこ

そび
しむ

0ビー玉
。けん玉
。竹とんぼ ! 
。紙ひこうき
。竹馬

。めかくし鬼 :0手つなぎ鬼
。ひょうたん鬼 i0 2人鬼
。けん付ん鬼 i|o警子官と

と泥棒
oねことねずみ 。 ぅ

鬼あそ
みんなで

。魔法のじ申 0かんけり

一緒にあ
うたん ，oドン・ジャン鬼

ひ そぶ
。くっとり 10場所変え鬼
。陣とり

』

。鬼合戦 | 
。はおちもA必
。かごめかごめ l
。休み鬼

室内にと
。押し〈ら いはしりつ ζ

寒さに じこもら
。竹馬

2 まげず ず，外に
。凧oすもう

出て遊ぶ
。縄とび
縄あそび

8 お別れ
思い出を 。お別れ運動 iOお別れ遠足
つくる 会

(e)熊あるき・・…自己の身体をコントロ← Jレする能力をみる。

「はじめJの合図で腰高の四ツ這いで歩き、 10mを歩く

時間を測定する。 2試行でよい方の記録をとる。

(1)ジグザグ走・…敏捷性をみる。直線上に 2m間隔で旗を

5本立て、スタートライ'/(最初の旗まで2m)から、 「はじ

め」の合図で各旗をジグザグに回り往復する o その時聞を

測定する。 2試行でよい方をとる。

(g)連続片足とぴ・・ー・筋持久力をみる o 1周20mの円周上

で、片足とぴを行う。とぴ続けた距離を測定する.

表 5. 体力測定の項目

パa)ボールの両手投げ一一他の物体のコント
巧敏性) ロール

I (b)平均台あるきサイノぜネ l
三 h i (パランス)
士二ツ'/¥ (c)立ちあがり
^7T"敏捷性)

体 I(d)横ころがり
に (巧敏性) I 身体自体の

コントロール

)

)

)
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3. 結果と考察

(1) 体力測定の結果について

体力測定の 7項目(図 1)についてみると、全般的には

年齢の増加に伴い、その成績が向上 Lている。思春期前な

ので当然のことではあるが、これらの測定項目においても

性差はほとんどないといえる。すなわち、ここでも就学前

の体育指導に関 Lては、男女を分げて行う必要のないこと

が示唆されるのである。

次に各種目についてみると、大きく 2群に分げることが

できょう。つまり、 3-6歳の聞では年齢の増加に伴い直

線的に伸びている種目(ポール投げ、ジグザグ走、連続片

足とび)と、ある年齢を境に急激に伸びる種目(4歳を境

に伸びる:平均台あるき、立ちあがり、 5歳を境に伸びる

:横ころがり、熊あるき}である。この結果は、猪飼ある

いは江橋の報告とほぼ一致 Lていた。

4、 5歳の時点で急激に成績が向上するということは、

スキャモンの発達曲線におげる神経系の伸び(神経系は 6

歳の時点で成人の 90%の発達を示す)に関係 Lていると

考えられる。いいかえれば、神経系の発達に伴い、身のこ

なLを巧みに行い得る神経パターンができあがった結果、

身体自体をコントロールする成績が伸びたと解するのが適

当であろう。この中の"熊あるき"は、表 3ではエネルギ

一系に属しているが、幼児期における筋力の向上はそれほ

ど大きくないことを考慮すれば、成績の向上は四ツ足で歩

く身のこな Lが巧みになったためといえよう。この急激に

向上する時期は、指導の至適時をも示唆している。一方、

3-6歳の間では直線的に成績が向上 Lている種目は、主

にサイパネティックス系よりもエネルギ一系に依存 Lてい

るものであった.

神経系が大きく関与する運動は幼児のうちにかなり発達

する。これは逆にいえば、幼児のうちに神経系の発達を十

分にうながす働きかけが必須であるといえるわけである。

(2) 指導へのフィードパックについて

体力測定の結果をみながら指導を方向修正するというこ

とを具体的にいえば、以下の通りである。すなわち、まず

幼児の体力の中で劣っている種目あるいは向上の少ない種

目を測定結果によって判断する。そ Lて、その種目を司る

諸能力、例えば敏捷性、巧級性、パランスなど、を積極的

に伸ばすような運動(遊び)をできるだげ多く Lてやると

いうことである。

きて、測定結果を幼児全体でみると、前述したように各

種目とも成績は徐々に向上している。 Lか L、個人個人の

成績をみてみると、各測定において 2試行でよい方の記録

をとるという方法を用いているのにもかかわらず、個人内

の変動が著 L<大きい。これは、発育過程にある幼児の、

運動の再現性の低さを示 Lているわ貯であるが、体力測定

結果を指導へフィードパック L、指導の方向修正を行うと

いう意味においては、注意が必要である。というのは、偶

60ー

人内の変動が大きいわけであるから、 1カ月単位で指導へ

フィードパヲクするというのではなく、幼児全体の傾向を

考慮 Lながら、各個人について 2、 3力月単位の長い目で

みていく必要があるからである。

いずれにしても、自由度を大きく Lた指導というのは頻

繁に行われているが、その一方で体力を客観的に把握L指

導の方向修正を行うという所は、数少ないようである。そ

の意味において、本保育所の試みは今後の幼児指導の道 L

るべになるといえよう。

写糞.測定風帯、
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学校レクリエーションの視標

稲垣保彦(富山大学)

理論と実践，自然と技術，時間，乙とわざ

1. 余暇社会K向けて 3 自己活性化 提言 (1)

1970年代のはじめ，わが国も「余暇時代K向って離陸 「活力J.とのととばK魅力を感じて，日は長い。 I生

した」といわれたのであるが，石油ショック以後の低成長 活体力」ときめとんだ時期もあった。しかし，今は. I生

時代を迎えて，余暇問題は，やや後退したとはいうものの， 活」とは何左んだと迷い. I生命の活動J. I人間，生き

物質的豊かさをねがう時代はすぎて，それKかわるものが るというととは，どういうととまんだ」と，つい先日も紅

求められ，空た，生活の質の追求される時代K念ってきつ 葉のすばらしい秋の立山一それは静かだったです を，学

つある。余暇をどう過すかは，すぐれて個人の興味関心， 生とことば少左K歩きながら考え続けました。室堂乗越か

趣味噌好陀依存する面が大きいと同時VC.それ自体は，ー ら奥大日岳までのアプローチは長い。 本たて，流れる汗

人一人の生活の質を改善していく ζ との大きまかかわりを を拭った時，私は，大地から.VCじみ出るよう VC. 想い出

もっている。また，国民の余暇の過し方自体は，国民の文 したζ とばがあります。「健康は人生にとって，唯 のも

化の反映であるととも VC.文化を創造していく役割を担つ のでは念い，しかし人間健康で在いれば，何もでき在同l

て長り，低成長時代であれば己そ，むしろ，物から離れた 西ドイ人トリム運動のキャンベーンーと。前期試験あ

精神的側面の向上が強〈求められる時代に在ってきている。 けの休暇，われわれの自由時間といってきしっかえまい。

マス・レジャー時代，あるいは，工業化社会の後にくるも 二泊三日のこんどの山行はすばらしかった。きて. l'余暇J.

のが何在のかKついては，はっきりした解答が得られて軒 「ひま J.乙の己とばから私は，いかKもしょうが左いと

ら念い陀せよ，生活の質K注目し，改善向上Kかかわって， いう消極的ま印象しか残ら念い。 I自由時間J.私の時間

余暇のあり方，過し方について，新た念展望が求められて 左のだ。日頃，やりた〈て出来在かったことを，己の時間

いるo にやろうという，自主的・積極的在態度で，との時聞を考

2 科学技術と人間

勿論科学が進歩すれば，やがてある技術の応用がどうい

う結果をもたらすかは，すべて予め知ってを〈ととができ

ると考える己とも，できるかもしれ在い。例えばある薬が

その副作用まで含めて人間の身体や精神Kどういう効果を

もたらすか，あるいは，ある都市計画や工場誘致が地域社

会をどのよう K変貌させ，そこに住んでいる人々の生活K

どのよう左影響を及ぼすか，人聞の心身両面にわたって，

ζれらのとと一切を科学は，いずれ解明してくれる。だか

ら科学によって我々は，いずれ社会全体を，しかも人間一

人一人の内面深くまで制御するととができる。…… ζ う我

々は考えることができるかもしれまい。だが我々は本当K

科学K乙のような全幅の信頼を置いていいのだろうか。結

論を先K言辛子う。科学技術Kよって人間の生活全般を制御

できるという，乙の余り Kも近代的(./ )左見方は，人間

の生命に対するある種の根本的左誤解K基づいている。科

学技術の麗しい成果K目を奪われて，我々現代人は余り K

も科学や技術というもの，本性Kついて思索することが少

左すぎる。その結果，我々は知らず知らずのうちVC. 科学

はとの世界K起っている一切のこと Kいずれ最終的ま結着

をつけるととができるというよう左，長めでたくも不遜な

考え方K染っているのでは念かろうか。本当K我々が考え

左ければ走ら左いのは，人間が生きているという己とは，

一体どういうとと左のか，というととだ。
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えたとき，はじめて生きてくるのだと思うのです。 I活力

の場J.それが「自由時間jで在かろうか。多様性の選択

は，主体的で在ければ念らず，情報化社会K生きる人間は，

自分の考えを大切Kして，問題を発掘し創造的K深めてい

〈努力が人聞の生きがいを感じさせるのでは左かろうか。

しのびよる危機の一つVC. I健康」がある。健康は栄養，

睡眠，運動と誰もが理解してい念がら，機械文明の便利さ

に左れ，汗か〈喜びを，一汗かいた後のサッパリした充実

感を忘れてはい左いだろらか。そして何事も人生，持続性

が最も肝要であろう。汗かく人間の素朴左 きが習慣とま

った時こそ，行動的在人間が期待でき. I理論j と「実際社

の両輸をあわせもった自律人間Kつ左がるのでは左いだろ

うか。

4 時間べの問いかけ 提言 (2)

「余暇J. I自由時間J.何れも時間の範囲である。ミ

ヒャエノレ・エンデの場合Kよれば. Iモモ」一時間どろぼ

うと，ぬすまれた時聞を人間Kとりかえしてくれた女の子

のふしぎ念物語 ，人聞が備蓄した時間を，カスミとたべ

て活動する時間をどろほう，時間K追われて，ギスギス，

イライラする村人の人間関係を心配するモモ少女。時間の

国の主は，モモK語りかける。 Iモモちゃん，時間とは，

時間どろほうがいうように備蓄するものでは左い。時間と

は，人間，光を見るためK目があり，音を聞くためK耳が

あるのと同じよう VC. 心K思、った己とを，不完全でもよい，

形K現わすべ〈努力していると，いやでも時聞がかかる。

時間とは，そのように重層的左もの左んだ」と。時間とは



感情の一種だとしか考えられ左いと，述壊した岡潔数学者 しかし，それ以上vC動的哲学ともいうべ< r思考の場」

のととばが想い出される。自分で考える。とれほど主体的 であろう。人聞の内面的，精神的在，活発在えい智を醸成

念ととが，どこKあろうか。人の道は心Kあり，人の心は する，もっとも人間らしい行動で左かろうか。

行いKあるo 自分の心K思ったととを，こつこつ積み重ね 余暇生活能力 提言 (4) 

充実感を体験するととがレクリエーションの原点で左かろ rひまで，ひまで， しょうが左い」と，手持ち不沙汰f'(，

うか。 ゴロッとしている人は，労働時間 45時間の中間発表が出

E 活動性 提言 (3) された今日，ますます多〈在ることはみえすいている。余

一空陀また，陽が昇る時，若者はまた，歩き始める 。 暇が待遠しいほどf'(，余暇が充実されている人の秘決はー

フォーク・ソング「若者たち」は好き左歌です。三題自の 体何在んだろうか。それは体験的f'(，時間とは，自己を活

歌詞が標題です。夏山とはいえ，朝の 4時は冷え込みはき きさせるものは伺か，その為には，先づ動き始めねばをら

びしい。つめたい水での炊事，メンパーはあまりしゃべら 左いことを知っている人である。学校生活は，保育所，幼

左い。黙々と分担作業に精出している。食器の後仕末，テ 稚園から，小，中，高，大学Kいたるまで，従来より以上

ントの徹収，パンパン音させ在がらパッキングを終った時f'(，野外活動を通して，体験や，実践を直接経験し，遊び

リ」ダーの「きあー，体操やjの声がかかる。朝の違動は 性と学び性にきめ細かい計画が大切であろう。人は知って

五体の節々を，徐々 K柔軟にしてくれる。気持がよい。山 いる限りに#いて行うものであり，知ってい在いことは行

の端K朝日がさし始める時が出発である。私は，キャンプ うととが出来左い，知識が大切である。余暇時間の知性化

・77イヤーで，あるいは学生とのコンパの時左ど， r若 といってもよいだろう。

者たちJを唱うといつもきまって，山での出発風景を想い 7 語録7プローチ

出します。その他，何かを，やり始める時Kも，よく心の ・生きることは，呼吸することではまい，活動するととで

中で唱hます。それが仕事であろうと，好き在ととであれ， ある。

嫌在乙とであれ，よしっと，張気ってやり始める時が，~若 ・我々は，大自然の永遠の調和の中f'(，再び自己を発見す

者たち」の出番とをるのです。 ることが出来る。

ある時，こん左事があって，在るほどと意を強〈したと ・人は労作する動物である。

とがあります。その日，中庭のぬれえんを作ろうと思いた ・健康ま身体は，身体の健全さの故f'(，精神を改善すると

ら先づ竹の準備をと，家内のさと陀行った時のととです。 とは出来左いが，健全左る精神は，精神の健全さの故f'(，

祖父は気持よく「事，" ，いくらでも持っていけゃあー，気 身体を改善する。

がねはいらんよJ， rうま〈出来るか，どうか，心配です ・知が力である，継続が力である。

が」と一寸遠慮気味K話した時， rいや，動き始めりや， ・退屈を克服する，からだの動き。

仕事は半分道やJと。夢中で 3時間ばかり，あれやこれや ・君にとって，もっともやさしいととろから始めるがよい

と，八万K想いをめぐらし左がら工夫して，左んとか，お ともかく始めるととだ。

れえんらしきものが出来上った。美しい緑の竹えんK腰を ・何事も延期する左，汝の一生は不断の実行にある。

台ろし，うまい煙火を喫い左がら，つくづく老人はうまく ・働ら〈場所の在いととろに，生甲斐tt7.まい。

いうもんだまあーと。きっきの「動き始めれば，半分道吋 ・自らの力を，出しきった充実感。

の己とばf'(，感心させられたものです。「動き始める」乙 ・規律ある余暇。

のととは「歩き始めるJf'(も通ずる。山での縦走は歩き始 ・スポーッ的自律人問。

め左かったら，目標の山Kは遥せられ左い。仕事も，何も -克服スポーツ o -健康は自己責任。

かもが，動き始め左かったら万事休すである。 ・既成の種目 Kとらわれず，日常生活の運動不足を補い，

「歩く Jといったら，今一つ，大切Kしている名言があ 健康を保っていくための，新しいスポーッは，健康と楽し

ります。大哲ノレソーの告白ー「ひとり徒歩で旅した時ほど， さを求めて，からだを動かすととである。

ゆたかK考え，ゆたかK存在し，ゆたかK生き，あえてい ・「萌J，燃えることではまく，萌えるのは大地から萌出

う在らば，ゆたかK私自身であったことは左い。徒歩は私 る陽炎(かげろう)の如き，波うつ意欲である。

の思想を活気づけ，生き生きさせる何ものかをもっている。 ・「律J，自然のリズムを大切Kして，自分Kきびし<， 

私の精神を動かすため陀は，私の肉体が動いてい左ければ 生活にとりくむととである。

在ら左いのだ」と。勿論，歩〈ことは立派左運動である O
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地域におlオる家庭婦人ソフトボール活動の基礎技術指導に関する一考察

家庭婦_A 地域 ソフトポール

1.はじめに

現代社会における家庭婦人のスポーツ活動の現状につ

いてみるに，実施されている各種スポーツ，特に“家庭

婦人のパレーボール，ソフトボール，テニス等"の技術

面等が序々に向上しつつあることは甚だ喜こばしいこと

である。一昨年は，加茂町の地域婦人ソフトボールを中

心として，その活動の実態について考察したが，本年は，

さらにこの記録を分析し，結果に基づいて婦人に及ぼし

たその影響の基盤は何によるものであるか，指導者側よ

り見た一つの考察を試みることにした。

2 .研究方法

(1) 研究対象となるグループ

何山県苫田郡加茂町家庭婦人ソフトボールクラプ

(2) 研究指導期間

昭和 56年 4月-3ヶ年

週1回-2回各2時間

(3) 研究内容

*地域婦人ソフトボール指導に基づく意識，態度，

実践力，技術等の変革に伴なう内容分析

*ソフトボールの基礎技術指導の充実強化

*実践力の強化拡充

(4) ソフトボール基礎技術指導の内容

次の 3本の柱をもってソフトボール基礎技術の根幹と

する。

1) キャッチボール

2 トスパッティング

3) ベースランニング

1) キャッチボールは，ソフトボールを行う場合，

もっとも基礎となる練習の一つである。チームが試合に

敗れる原因の多くは，正しくボーノレを投げられなかった

り，正しくボールを捕れなかったりすることが原因にな

っている。キャッチボーノレを正しく行うためには，使い

やすいグラブを選ばせること，ボールの握りを正しく握

らせること，ボーノレを正しく投げ，正しく捕るように指

導する。使いやすいグラブを選ぶことは，グラブは手の

延長となるので，良質を選んで使用させる。特に，内野

手には，やや小さめのグラブを使用させる。外野手には，

やや大きめのグラブを使用させるのが一般的である。

Oボールの握り方

人には，手の大きい人・小さい人，指の長い人・短い

人という個人差がある。鑓り方には，手の大きい指の長

い人は，人差し指と中指の第 1関節をボーノレの縫い目に

掛けて援らせる。また，手の小さい人，指の短かい人は

人差し指と中指，薬指の第 1関節をボーノレの縫い目に掛

けて握らせる。ボールを握るときは，強く握ったり，深

く握りすぎないこと。強く，深く握ると，腕と手首の力

が正しくボールに伝わらないので，肩と腕にかかる余分

な力を抜いてボールを握ることを身につけさせる。

Oボーノレの投げ方
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O 大 杉 淳 子
(作陽音楽大学)

ボールを投げるときは，全身のパランスとリズムを保

たせて，力を集中させて投げるよう練習させる。オーバ

ーハンド・スローで投げさせる。ボールにたての回転を

与えるように投球させる。コントロールがつけやすいこ

とと，ボーノレを遠くへ投げさすに適した投げ方である。

ボールは，右側に力が加わわると自然カーブ回転になり，

左側であればシュート回転して，左右に曲がるので，初

心者には，ボーノレを正しく握ぎらせて，オーバーハンド

・スローでまっすぐに投げられるように指導する。投げ

方には，オーバーハンド・スロー，サイドハンド・スロ

ー(送球モーションが小さく速いので，内野手の送球に

使う)，ア Y ダーハンド・スロー(腰の回転運動を利用

して投げる。例えば，ゴロ捕球した場所からすぐに投げ

られる投げ方である)があるが，守備練習の大部分にあ

たるので，練習を積めば積むほど効果が上がれソフト

ポールの楽しさ，おもしろさを知ることのできる分野で

ある。

O ボールの捕り方

ボールの捕り方は，グラブの真中で捕るように練習さ

せる。それには，投げられたボールに対してグラブを十

分開かせ，ボールに対して直角にグラブを出すことを練

習させる。

例えば，高目にきたボーノレには，グラブは必ず顔の前

で，低目にきたボールは.腰のあたりで捕るように練習

させる。ボールが右や左に投げられたときは，両足を十

分動かしボールの正面まで足で行って捕球させる。とっ

さの場合をのぞいては，ボーノレが大きいので必ず捕球は

両手でするよう練習させる。初心者は，なかなか両手捕

球がむづかしいので，時には，グラブを持たせないで素

手で捕る練習をさせてからグラブを持たせると，少しづ

っ両手で捕球をするようになる。

O キャッチボールの練習例

・1人での練習は，投げて捕る練習であるから，自分

でボールを高く投げあげてそのボールを捕る練習と，か

ベ・板のある所で投げたボールがはねかえってくるのを

捕る練習をくりかえしさせる o ・2人の練習は，相手が

ノウバウンド・ゴロのボーノレを投げたのを捕る練習をさ

せ，特に，ゴロのボール処理は持闘をかけて練習をさせ

る。投球する時は，必ず相手の胸を目掛けて投げさせ，

相手が体の正面で正しく捕球できるように練習させる。

初心者は，投球ボールがそれることが多いので，ここで

も足を十分動かして体をボール正面にもって行き捕らせ

る練習をくりかえす。フライボールの処理も同じで体を

動かしボールの下に速く行って捕るように練習させる。

特に，練習では，左右の障害物をたしかめさせてボール

処理をさせる。初心者は，夢中でボーノレを追いかけるの

でけがをさせないように注意をして練習させる。・ 3人

の練習は，人数が余った時にさせるキャッチボールで，

3人が 1組で練習させるが場所を考えてやらせる。場合

によっては，指導者が相手になってキャッチボーノレをし



てやる 0 ・4人の練習は，一般的にダフソレプレーができ

るように位置させて， ゴロボーノレを投げ，ボーノレを捕っ

てショートがセカンドへトスする練習をさせる。セカン

ドは，ホールを捕ったらファーストへ投げさせる練習を

くりかえしさせる。

2) トスパッテイング

バッティングを行う上で，もっとも大切な練習がトス

、ッティングである。正しくバットを振り，水平に振っ

て，シャストミートする練醤である。初心者には，簡単

に見えてなかなかパットにボールがあたらないむづかし

い技術であるから，最初は，ボールを打たないハットの

素振りを十分させてからボールを打たす。近くからゆる

いボーノレを投げてパットにボーんをあてる練習からさせ

る。パットは，左と右の手の第 2関節が，かまえた時一

列に並ぶように揮らせる。パットの握り方には， 0チョ

ークグリップ(短かく握る)， 0エンドグリップ(長く

握る)， 0変形チョークグリップ(右手と左手の聞を少

しあけて鐘る)，の 3通りがあるが，初心者には，変形

チョークグリップの鐘り方で最初練習させると早くボー

ルをノミットにあてる感覚をつかむことができる。 トスバ

ッティングに投げるボーノレは，先にも述べた通り，パッ

トにあたるように，ゆるいボーノレから投げて，ジャスト

ミートすることを中心に練習させる。トスパッティング

の練習時から肩ご Lにボーノレをよく見てノミットを振らす

練習をさせる。練習は人で十分パットの素振りをさ

せる 2人で普通はするが，初心者の場合なかなか初め

からバットにボールがあたらないので，キーパーをつけ

てやる。ハツターの後において，から振りのボーノレを姶

わせてやると，時間的にも練習がスムースにできると同

時に，キーパーのキャッチボールにもなる。トスバッティ

ングは，野手に下手からボーノレを投げさせ，バッターは，

野手へ打ちかえす練習をくりかえす。練習は，時間で打

たせたり，本数で打たせる。キーパーに合図させ交替さ

せる。 トスパッティングは，ストライタでも，十、ーノレでも

(高い低いに関係なく)，野手に必ず打ちかえす練習を，

初心者から身につけさせるようにくりかえし練習をさせる。

3) ベースランニング(走塁〕

ランニングは，スポーツをする上でもっとも大事な運

動の一つである。ソフトボールに於てもベースランニン

グは，体力づくりと技術の向上を目指すのに絶対に欠か

してはならない練習の一つである。それには，足・腰を

強化させる，これがピッチング，パッティング，ブイノレ

ディング等に大変役立つのである。

(例) 打球が内野ゴロの場合，一塁ベースをめがけ

て全力疾走させる。打球が外野へ飛んだ場合には，ヒッ

ト，フライにかかわらずランナーは，ベースの内側を左

足で踏み全力で進塁させる(塁間 18m2 9 cm )。スタ

ートする姿勢は(進塁する場合)，塁上で進む方向に両

足をそろえ少し腰を低くしてスタートするように，初心

者に向いた練習をさせる。走塁のスタートは，投球動作

に，タイミングも合わせてスタートする。走塁は打球と

常に深い関連をもっている。

3.結果の考察

指導者の背景

今回，ここに加茂町地域婦人ソフトボール指導の立場

にある筆者の背景について見るに，およそ 40年にもわ
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たるその間，斯の道について選手としての活躍，指導者

として研究，指導実績等々が婦人達への指導の基盤とし

て大きく反映し，その活動の一挙手一投足に対して多大

な影響を及ぼしている重要な基本的問題と考えられる c

従って，昨年度調査の結果としての「婦人の意識，態度，

実践力，技術面等の変革等に関する分析については，指

導者自らが，過去の実績の中で体得し得た活動実績の一

過程として，分析が可能となりはじめに i述べた如

くi上記の婦人への影響力の基盤は何によるものである

か jについては，次の如き見解に到達した。それは，基

礎技術指導の充実並びに実践力の強化，拡充であるが，

まず 3年間実技指導を実施した結果，上記の如く基礎技

術の指導についての充実，実践力の強化，拡充について

着目した。ソフトボールは，投げる，打つ，捕る，走る

といった要素から構成されている競技であるにもかかわ

らず，まだ一般的に見ると，妓術面に対して・の関心が先

に立ち，原理の研究，手段，方法等が強く実践されてい

るが，反面，技術の基礎となる体力の増強のトレーニン

グについて案外軽視され，関心が低い傾向がある。まず

恵まれた体力が基盤となって，りっぱな技術が身につき

技術の向上もともなってくるのである。しかし年度

については，対象者としての加茂町婦人の 90%に近い

者が，基礎技術については，あまりにも初級クラスであ

れ従って，初歩的指導のみに終始せざるを得なかった。

2年度に及んでも，なお，初級指導の域を脱し得なかっ

たが，しかし，興味と関心に基づいてまがりなりにも，

試合形式の中に格差のあった基礎技術「投げる，打つ，

捕る，走る J等の基礎が，人間相互の関係において進展

の一路をたどりつつある如き変化が見受けられるように

成った。さらに， 3年度においては，基礎銭術を高める

ことにより試合で味合う初歩乍ら面白味，楽しさが実践

を通して理解できるようになった。徹底的に基礎を充実

させることは，徹底的に実践すること以外に方法はない

と言うこと，以上の如き内容を婦人一人一人が自らの力

によって体得することが出来たのである。このようにし

て 3年にわたる婦人のソフトボールに対する活動の業

績は，チームとして，また，メンバーの一員として一人

立ちが可能となり，さらに人間相互の関係による協力態

勢の中で，スポーツ活動に取り組む姿勢と同時に“心の

ゆとり"もうかがえるように成った。そして 3年間に

して逐に町内秋季ソフトポール大会に優勝を可能と成し

得たのである。

4. まとめ

以上 3年間にわたる指導並びにその実践の結果につ

いて考察すれば，加茂町地域婦人ソフトボールチームの

基礎技術の習得並びにその実践による業績は，すでに 4

年度に到達して，その活動力は生活全般の行動力として

発展し，町内諸般の活動に対して基盤とも成り，単に，

スポーツ，レクリェーションのみならず地域加茂町発展

に貢献することが甚大である。



高齢化社会における指導者養成(横浜市)

についての一考察(第 2報) 0角田亨子(淑徳保育生活文化専門学校)

松浦三代子(東京女子体育大学)

大森雅子(東京女子体育大学)

高齢者体操スポーツ，レクリエーション推進員，指導者養成，意識調査

I 目的

着実に高齢化社会の波がおしょせ、最長寿国となり，健

康意識が，高まっている。

横浜市民生局老人福祉課においては，高齢者が増大しで

も，活気のある街づくり，自分の健康は自分で作るもの，

寝たきり老人にならないように、連帯意識の高揚を計る願

いで， 100万人の健康増進を目的とし高齢者体操，スポ

ーツ及ぴレクリエーション推進員」制度が発足した。その

現状を第 1報で報告した。

現在は地域住民の健康増進に一役を担っている。高齢者

地域健康体操，レクリエーション教室が，横浜市14区に，

l区 1ヶ所の割合て、開設され(本年度は 2ヶ所の予定)

教室数は増加している。

第2報では、これらの教室で指導している高齢者体操，

スポーツ推進貝のボランティア活動をふりかえり，地域の

高齢者の参加状況を把握することにより，高齢者の為の指

導者養成の推進を計る基礎資料としたい。

E 調査の設計

この調査は，次のように設計実施した。

(1)調査地域横浜市全域

(2) 調査対象 高齢者体操，スポーツ，レクリエーショ

ン指導者養成講座修了者

高齢者地域健康体操，レクリエーション

教室受講生

(3) 調査方法質問紙法による

(4) 調査期間昭和59年8月24日-9月8日

(5) 回収結果有効回収数推進員 60名(100%)

受講生 208名 (90.43%)

未回収数 推進員 O名

受講生 22名 (9.57%)

皿調査結果

1) 高齢者体操，スポーツ推進員について

横浜市民生局老人福祉課において，高齢者を対象として，

老人体操，スポーツ振興事業の生きがい対策のーっとして，

体操，スポーツ推進員を養成し 3年目を迎え，初期の目

的を着実に歩みつづけている。

また，横浜市14区全域に最低1ヶ所ずつ，教室が設定さ

れている。現在指導に当っている推進員は33名であり，養

成講座修了後は， 自分の地域を中心に活動する。という約

束があり， 13名は行政サイドで開設した教室で指導に当っ

ている。残り20名は地域住民の要望の下に開設し，そこで

指導に当っている。地域住民の要望も多く，年々，教室数

も増えている。

表1より，推進員お

よび，受講生の年齢を

みると， 60オ代が共に

多い。また推進員の最

年少印オ(女性)，最年

長78才(男性)，受講生

の最年少41オ(女性)，

最年長82才(男性)で

あり，最年少の推進員
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より若い受講生がいる。

平均年齢をみると，推進員よりも，受講生の方が若い結果

がみられた。

2) 受講生の家族構成

受講生の家族構成をみる

と 1人住い， 16人 (7.69

%)，夫婦住い， 61人(29.32

%)，子供と夫婦同居86人

(41.35%)，子供と夫，妻の

いずれか一人身で同居45人

(21.63%)。

全体をみると，夫婦健在のカップルが 147人 (70%)で

ある。受講生の平均年齢 64.43才を合わせて考えると，好

ましい傾向と思われる。核家族の話題の多い今日，本地域

は，比較的子供と同居の形態が多くみられた。一方，夫婦

のみの生活も61組 (29%)という数値は注目される。

3) 体操，スポーツとのふれあい

養成講座3年目を迎えた現在，推進員の体操，スポーツ

との関わりをみると 3年目が最も多<20名，また17名が

10年以上の経験を持っていることが注目された。

受講生をみると， 118名 (56.73%)約半数は，高齢者地

域健康体操，レクリエーション教室が，体操，スポーツと

の体験が始めてであり， 64名 (30.77%)が2年臼である。

この世代の人々には，スポーツとのふれあいなど，大変

厳しかったのではないか， と推察される。

なお，推進員は， 10ヶ月間，週2回，実技90分，理論90

分を受講し， 70%の出席率を持って修了となる。

第1期生は，地域のボランティア活動，老人クラブ等の

役職をつとめ， リーダーの経験はあるが，比較的，体操の

経験は乏しい。

第2， 3期生に至っては，体操経験が，第 1期生よりも

高い数値を示したのは，現在開催きれている教室に参加し

ており，そこから推薦された者が多いためである。
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4) ① 体操教室に参加した動機

教室の開設は，横浜市14区全域

象主 命制a看11鴨 に1区 1ヶ所の割合いで閣議きれ

iiT主皇l申tl't~..l ている。受講生は自分の地域の教
白主ー，'j I q戸 E布 .2Y)
竺ェゴ 室へ参加しやすい状況に配慮さ tL
I"~'f~蝋I ~6 (2'.1~ 

'トr-r-，Ttl>眠IGZ (21.!1，1.，ている。

その参加の動機を見ると，公報

を見て自主的に参加した90人 (43.27%)が最も多し推進

員に誘われて， 62人 (29.81%)と約30%の者がみられたこ

とは，推進員の熱心な活動状況がうかがわれる。一方，友

人に誘われて56人，推進員に誘われて62人.合わせて 118

人 (56.73%)の半数以上が，人に誘われて， と凪答してい

ることは，高齢になって， r'iら身体を動かすことに挑戦す

ることの大変さ。からと思われる。又、今後の PR方法を

考えてみる必要があると思う。高齢者は文字を読むことが

少ないので，回覧板の利用，公共機関の掲示阪を利用し，

一人でも多くの人に，体操，スポーツ教案の開Jij停を知らせ

ることが大切である。

② 参加の理由

参加の動機では，半数の者ヵ、人

第2期生は.体操経験の長い推進員が中心となって，自

主的に学習する機会を持っている。以上の結果から，学習

方法，内容の違いはある。しかし地域での健康体操教室

の指導にあたっては，推進員が，第1， 2期生の泌合組て"

あることから， rjJの広い指導ができ，良い結果を生んでい

る。

6) 推進員継続の窓と;

推進員継続の意志、は年以

上の指導経験のある推進員33名

を対象として調査した。 1名を

除いて，他32名は，体力が続く

i反り楽しく推進を続けたい。と

lril答した。 1人の止めたいと回

答した理由を調べると，技能不

足，指導力不足を訴えていることが解った。推進員の多く

は，いかなるトラブルが生じても，恨気よしその問題解

決がてeきるあたりからも，今後，ますます期待できるもの

と思われる。

7) 健康管理について

推進員の健康状態をみると，高齢者特有の持病がある，

(14名)とi司答しているが，定期検診に通院する程度で，

日常生活には支障をきたしていない。また，過去 1年間に

通院した者が10名て1 内容は，定期検凡骨接，風邪等で

ある。

健康j管理をみると，推進員，受講生ともに位は体操

教室に通う。とあげており，次に，両者に多少の違いはあ

とることができる。 るが，散歩やゲートボール，ラジオ体操，自然食品等をあ

げている O 以上より，彼等の健康は，運動のみではなし

5) 指導の為の学習方法 食生活にも高い関心を示していることが解った。

横浜市では，養成"品!制l事了後.推

j隼員のために，半日ょ蒜習を年 4l叱

開みし，実投研修，議議を行ない，

ワークショッブ方法を取り入れてい

る。そこで，表 5より，推進員の学

南方法をみると， 37名は， jlfl問が指

導している教室に参加し，身体を動

かし， {;~力， t主古色の11::十字と Kに， 十旨

等法ーの学tPIをしている結束ーがあらわ

tLt.こO

次に，推進員の第 l期生と第 2期

生を比較すると，第 1期生は，比較的，体操椛験の少ない

者が多いため，市の研修会を中心に学習している。
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8) 健康のイメージ

高齢者はイメージとし

て，健康をどのように，

とらえているのか。調査

対象者に記述していただ

き，それを肉体的，精神

的，社会的の三領域に分

類し，まとめてみた。

その結果，推進員は，健

康という言葉から，肉体

的に関する項目では，身体が白由に動く。人の世話になら

ない。 43人 (71.66%)。精神に関する項目では、毎日が，



楽しい。幸福感がある。 46人 (76.66%)と，あげられた。 結果となって表われたものと思われる。

受講生も推進員と同様に精神に関する項目が最も大きな

数値をしめした。 75人 (36.65%) 11)余暇活動の欲求

一般に老化は身体から，と言われているので，肉体に関 高齢者こそ余暇に生きる

する領域の数値が大きくなると思っていた。しかし精神的 ゑ11'..制限強・・厳命，耐 人達，と言っても過言てすま

領域の数値が大きくなったことは，彼等が比較的元気な身 拍制栓IU白川権tl!t.zoh ない。この余暇をどのよう

体の持ち主て二毎日が楽しくありたい。その日が楽しけれ

ば，幸福感でいっぱいになる。と書き添えて，そのような

気分になれることが健康である。と回答した者もいる。

9 )老いの自覚
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多カミった。

また両者を比較してみると，推進員の方が高い数値をしめ

した。しかし，受講生恨IJに無回答の者が半数以上， 114名

(54.80%) もあったことは，無視することはできない。

10)推進員と受講生の若きのイメージの違い

推進貝は，自分の身体について比較的理解していること

は，調査の上で明らかにされた。ここでは，同世代に属す

る推進員に，自分と受講生と，どちらがイメージとして若

〈見えるか。その回答を求めた給呆である。

1期生は全員 2期生は14人(70%)，3期生14人(51.85

%)と，指導経験の長いグループから順にイメージとして，

自分の方が若い。と思っていることが解った。 1期生は，

100%若さに対する自信が見られたが，これは，身体的な

ものばかりでなく，指導技術に対する自信が，このような

に過ごしたいと思っている

かを見た。

推進員は.時間があれば

l位に旅行 (36人)

2位に園芸 (23人)

3位にボランティア(22人)

H立に TVをみる(17人)

5位に社交ダンス，フォー

クダンス( 12人)

と，あげられた。

受講生は

1位に旅行(119人)

2f立に TVをみる

(64人)

3位に手芸，洋裁

(61人)

4位に閤芸 (60人)

5位に社交ダンス，

フォークダンス

(42人)

である。調査対象の

88.86%が女性のた

めである。また，推

進員のボランティア

活動に参加したい。

という欲求がみられたことは注目きれる。
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W 今後の課題

以上の結果から，受講生は，地域社会中心の生活が多い

為，横浜市は，健康に対する関心を持たせると共に，推進

員自身も熱心に受講生の勧誘 (43.27%)をしており，受講

生は増加している。

受講生は，推進員の人柄が良い (92.31%)からと，同じ

世代の指導者に充分満足している。

参加した結果も，身体が快適になり (63.46%)気分の良

き，を回答した。

横浜市民生局老人福祉課は，当初から相互扶助，という

観点から，高齢者 の指導者が必要。と考えたこ
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とは，推進員，受講生ともに満足を与え，観点は違いなが

ら，生きがいを与えたことは，事実である。

当初心配された，推進員の高齢化問題も， 2期生 3期

生に至っては，開講されている体操教室参加者からの推薦

があり，確実に後継者が育っており，解決されている O

推進員は，初期の間は大変そうであったが，学習を重ね

るに従い，過去の経験が身体をとおして蘇り，心身ともに

元気を取りもどし，勇気つくものである。

推進員は，この養成講座を修了すると，体育，スポーツ

推進員をつとめる。と同時に地域のボランティア活動にも，

積極的に参加するようになる o

横浜市も確実に高齢者の人口が増大している。

体操，スポーツ，レクリエーションを通して，健康で生き

がいのある生活を営むために.推進員が大きな役割jを果し

ていることは，確かに認められる。

老後生活に最も大切なことは，健康を保持することであ

る。健康を保持するためには，今日いろいろな方式がある。

しかし自分に最も適したものを見つけ出すことは大変でRあ

る。横浜市で実施している，体操，スポーツ推進員制度は，

高齢者の健康管理の一方策としてはよかった。

今後は，指導者のマンネリ化を予防するための対策を考

え.

第 Hl:，推進員自身が高齢者の特性を理解すること，ま

た老化の自覚も大切である。

第 2は，教材の提供，技術の指導とクリニック，または，

体操をはじめ動きの創作方法等に至る再教育，の機会を定

期的に催すことが必要である。

第 3は，指導手当の支給が考えられる。推進員の大半は

職業は持っていない。今後高齢者の人口の増加は確実に予

測できることであり，推進員が行動しやすいように，必要

経費の一助を考慮されること，か望まれる。

健康で生きがいのある生活を営むためには， 一人の力で

は限界があり.家庭を中心とした地域社会，そして行政の

協力が大きな役寄IJを果すことになる。

行政サイドは，予防医学の立場から，健康体操教室の数

を増やし，多くの地域住民が参加しやすいような環境の整

備が期待される。
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余暇生活診断法の開発に関する研究(1)

一一一既存余暇生活関連診断法の内容分析

余暇生活診断余暇生活設計 アセスメント

〈研究の動機〉

国民が余暇生活を主体的に設計する能力を福養すること

は、わが国の余暇行政の最も重要な課題のーっとなってい

る。1lこの行政課題は、すでに16年前の国民生活審議会調

査部会による中問答伸『余暇問題の現状と将来の方向J(昭

和43年11月)の下記の指摘から端を発して、現在にひきつ

カfれている。

「余暇を意義あらしめるためには、その余暇を有効に利

用しうる空間と費用と集団と線設が必要でトあるが、さらに

もっと重要なものとして、各人の側における能力と目的が

ある。余暇が増大しつつある社会では、「よき勤労者」とし

ての能力とともに人生をエンジョイしうる能力が必要とさ

れるのである。したがってライフサイクルを考えた、つま

り自分が将来持つことになる余暇時間の量と質を考えた事

前の準備が国民の側に要るだろう。})

上記を余暇生活設計の政策原理とすると、市場原理とも

呼ぶべき余暇生活設計への現実的要請が生まれている。例

えば、中高年齢者の生涯生活設計や退職準備プログラムの

一部として、子育て終了後の主婦の生涯教育プログラムの

一部として、メンタルヘルス増進プログラムの一部として

の余暇生活設計への関心の高まりがそれである。

この政策原理と市場原理の統合をおしはかることができ

るかどうかが、レクリエーション指導者や余暇行政担当者

に問われているのではなかろうか。もし、推進することが

できなければ、専門家としての位置づけをみすみす逃して

しまうことになろう。スペシャリストとしての位置づけを

確保するためには、人身の余暇生活の診断ができ、改善や

設計の援助ができなければなるまい。これが本研究に取り

くむことになった理由である。

〈研究の目的〉

本研究は次の 3段階の目標を設定している O

1.既存の余暇生活関連診断法の内容分析

2.余暇生活診断法のモデルの作成

3.余暇生活診断法モデルの検証

従って今回の目的は、既存余暇生活関連診断法の現状を

把握し、診断法の特性や全体像を明らかにすることによっ

て、今後の開発の指針を得ることにある。

〈研究の材料〉

わが国における既存の余暇生活関連診断法を、文献およ

今井毅

(日本体育大学)

び開発者から、下記の通り収集した。下記の7種の診断法

が研究の材料である。

1. rあなたのレクリエーション診断」

開発者:小田切毅一、薗田碩哉

出 所:日本レク協会「レクリエーション・ハンドブ

ツク」東京都郵政局、昭和49年9月

2. rレクリエーション診断機」

開発者 :111口文子、染谷洋子、小田切毅一

出 所:全国勤労青少年会館サンプラザ、昭和50年

3. r余暇適応、カ診断」

開発者:脇田保

出 所:脇田保「痛快な自己啓発法」実務教育出版、

昭和52年5月

". rレクリエーションに対する自己の診断」

開発者:高橋和敏

出 所:高橋和敏編著「レクリエーション概論」、不味

堂、昭和55年10月

5. r余暇と交友チェアクシート」

開発者:不明(日本 IBM生涯設計セミナー教材)

出 所 r中高年雇用福祉ニュース」、昭和58年2月20

日号

6. ライフワーク・チェ yクリスト」

開発者:奥井礼喜

出 所:奥井礼喜「マイライフストラテジー」、総合労

働研究所、昭和58年6月

7. r余暇生活度チェックリスト」

開発者:浅野晃

出 所:日本レク協会「職場健康づくり運動への提言」

第 4号、昭和59年5月

※ なお、西野仁等の開発による「レジャー活動の期待や

満足調査J (月刊「レクリエーション」昭和59年 1月号

所収)も入手したが、質問項目の開発段階であるので、

今回の研究材料には含め得なかった。

〈研究の手願と方法〉

まず最初に、各診断法の特徴を明らかにするために、次

の分析項目を設定して、内容の読みとりと開発者からの間

きとりを行なった。

1.対象

2.対応のしかた

3.診断の主体者

4.概念規定

5.診断項目

-70-

(どのような人を診断するか)

(個人的か、集団的か)

(自己診断か、他人診断か)

(余暇をどのように規定しているか)

(どういう状況を把握したいか)



6.判定基準 (何をもってよい余暇生活とするか)

7.手 法 (判定データのとり方)

8.結果の表示法 (結果はどのようlに表示されてるか)

9.結果の活用法 (どのようなメリットがあるか)

10.所用時間 (どの位いの時聞がかかるか)

11.検証の有無 (信頼性、妥当性の検証はしであるか)

次に、上記の読みとりと聞きとり調査にもとづいて、各

分析項目ごとに下記のような分類項目を設定した。最後に

各診断法がどの分類項目に採用しているかを数量的に整理

した。

1.対象

一般、特定のライフステージ、特定の障害者に分類

2.対応のしかた

個人的診断のみ可、集団的診断のみ可、個人的、集団的

両方可に分類

3.診断の主体

自己診断、他人診断(指導者や保護者)、記憶装置診断(コ

ンピュータ化されたもの)に分類

4.概念規定

単一要素概念(余暇を時間、活動、心の状態などのうち

の1つの要素でとらえる立場)、複合概念(上記の要素の複

合体としてとらえる立場)、行動能力概念(余椴を人間の行

動能力を発揮するー側面としてとらえる立場)、ライフスタ

イル概念(人生観、価値観、態度などのライフスタイルセ

グメンテーションによって余暇活動の選択や余暇生活のし

方が定まってくるという立場)、および、プロセス概念(余

暇を、要求や目標や発達課題などのある何かを実現する過

程としてとらえる立場)に分類

5.診断項目

時間の活用状況(量や過不足の状態など)、活動の実施状

況(保有数、領域、参加頻度など)、心の状態(充実度、重

要度、楽しみ度、関心度など)、能力の発揮状況(知識、理

解、技能、態度など)、適性パターン(価値観類型、興味類

型、交流類型、性格類型、血液型など)、要求実現状況(目

標、生きがい、発達課題など)、条件整備状況(人、施設、

金、情報など)に分類

6.判定基準

遊びを楽しんでいる一一いない、遊び方が上r-下手、
余暇への適応力強し工 弱い、余暇生活に積極的一一消極

的、適性ありーーなしに分類

7.手法

チェックリスト(真為法)、フローチャート(組合せ法)、

ウエイトづけ(尺度評価法)、インタビュー(面接法人記述

(単純再生法)に分類
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8.結果の表示法

段階表示(3段階、 5段評価など)、点数表示 (10点満点、

100点満点など)、処方表示(-があなたに適していますなど)、

記述表示(意見や感想するなど)、パターン表示(要求や課

題をどの程度実現しているかパターンで示すなど)に分類

9.結果の活用法3)

診断機能(短所、

(問題を克服するための方向や課題をf得尋ることができる)λ、

強化機能(現状や長所や適性がわカか、りやる気が1お吉こる)λ、調

整機能(目標到達状況がわかり今後どのくらいのH時寺問や努

力すればよいカか、調整できる引)、集団的対応機能(組織集団の

共通的問題がわかり組織的対策がうてる)に分類

10.所用時間

15分以下、 15-30分、 30分以上に分類

11.検証の有無

信頼性のみ検証、妥当性のみ検証、両方とも未検証に分

類

〈研究の結果と考察〉

分類の結果は表 1の通りである。ここでは、分析項目の

順にそって、気がついたこと、気にかかることを述べてお

きたい。

1 . 対 象

特定の対象に的を焦って開発されたものは、勤労青少年

用1種類、中高年勤労者用 2種類であったが、どの診断法

も一般向きに使用できるようになっている。余暇生活にひ

ずみの現われやすい老人、主婦、障害者向けの診断法の開

発が望まれよう。

2.対応のし方

集団的にも個人的にも両方対応できるものが多い。とい

うことはそれだけ一般向けの診断法が多いことをうらづけ

ている。余暇生活に難点、をかかえている人ほど個人的対応

を望むことは当然で、ある。カウンセリングやインタビ、ユー

の方法を導入した個人的対応のできる診断法の開発も心が

けねばなるまい。

3.診断の主体

自己診断が6種類で圧倒的に多い。余暇生活の本質が主

体性の発揮にあることから言えば、自己診断は極めて望し

いことである。しかしこれからは余暇生活への不安者が増

え、専門家による他人診断への要求が増えてくるのではな

かろうか。ただコンピューターなどによって自分の余暇生

活のし方を左右されることは、人間として我慢できること

なのかどうか気にかかるところである O



表 1 既存余暇生活診断法の内容分析結果

分析項目 分 類 項 目 該当種類

般 7 

特定のライフステージ 3 

立す 象 勤労青少年 (1) 

中高年勤労者 (2) 

特定の障害者 。

立す 応、
個人的診断のみ可 1 

のしかた
集団的診断のみ可 。
個人的・集団的診断両方可 6 

診 断
自己診断 6 

の 主体
他人診断 。
記憶装置診断 1 

単一要素概念 。
複合概念 3 

概念規定 行動能力概念 2 

ライフスタイル概念 1.5 

プロセス概念 0.5 

時間の活用状況 1 

活動の実施状況 6 

心の状態 5 

診断項目 能力の発揮状況 4 

適性パターン 2 

要求・目標実現状況 。. 
条件整備状況 2 

遊びを楽しんでいる一一いない 1 

遊び方が上手一一下手 1 

判定基準 余E防車応力強い~~ミ 1 

余暇生活に積極的 消極的 1 

適性ありーーなし 2 

※N=7 
該当種類の各小計が8以上の場合は、重複採用を意

味する。

※各診断法f個々の内容分析結果は学会発表当日に資料

として配希する。

分析項目 分 類 項 日

チェックリスト(真為法)

フローチャート(組合せ法)

手 法 ウエイトづけ(尺度評価法)

インタビュー(面接法)

記述(単純再生法)

段階表示

結 果
点数表示

処方表示
の表示法

記述表示

パターン表示

診断機能

結 果
処方機能

の活用法
強化機能

調整機能

集団的対応機能

15分以内

所用時間 15-30分

30分以上

検 証
信頼性のみ検証(良好)

の有無
妥当性のみ検証(良好)

両方とも未検証
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該当種類

4 

2 

2 。
1 

3 

1 

2 

1 。
5 

5 

6 

1 。
3 

4 。
1 

1 

5 



4.概念規定

記述や説明の段階では単一要素概念は手堅い論理を展開

できるのであるが、いざ診断をするという実践段階になる

と、単一要素概念だけでは役に立たないということがわか

った。各診断法とも明確な概念規定をしてから診断法を開

発しているわけではないので、資料や診断項目から割り出

して命名した。何を診断するかは、概念規定のし方によっ

て異なることもよくわかった。診断法の開発にあたっては、

概念規定を綿密に行う必要があろう。

5.診断項目

概念規定の範囲を超えている診断項目が多かった。これ

は命名のし方が適切でなかったからかもしれない。

6.判定基準

よい余暇生活とは何かという考え方をもっていないと判

定の基準をつくれないわけであるから、開発者の考え方は

この判定基準に一番よく表われていた。 5つの分類以外に

どんな考え方があるか、さらに検討する必要があろう。

7.手法

短時間に、単純に操作できる手法が大勢をしめていた。

インタビューを含めもっときめ細かいデータ集めの方法が

あるかも知れないので、手法の探索が今後も必要だ。

8.結果の表示法

いろいろの表示法があるものだと感心したが、最もわか

りやすいはずのパターン表示が使われていないのは気にか

かるところである。

9.結果の活用法

診断法は、短所やひずみや欠点、をつかむ診断機能だけに

車冬ってはならないということに気がついた。開発にあたっ

ては他の機能の活用も配慮する必要があろう O

10.所用時間

30分を超えるものはなく、比較的短時間で診断できるも

のばかりであった。自己診断だから短い時間ですむのであ

ろうか。それとも一般に診断法と呼ばれるものは30分以内

で終らないとよくない、と判定されているのだろうか。余

暇生活診断くらいは手間ひまかけてすればよいという感じ

がするのだが。

11.検証の有無

パイオニアといえる 7種類の診断法の中に、信頼性、妥

当性の検証を試みている開発者がいることは、今後の開発

者によい刺激を与えるであろう。かといって検証のための

徴密な技術に関心が移ってしまって、実践的な診断法の開

発を妨げることにならないように注意したい。
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〈今後の研究課題〉

既存の余暇生活関連診断法の事例は7種類で少なかった

が、当研究を通して診断法の有様と今後の課題を眺めるこ

とができた。次は、これまでの余暇行動研究の結果から診

断法に備えるべき知見を収集検討し、独自な診断法の開発

を試みたい。

〈文 献〉

1)経済企画庁国民生活政策課編「これからの生活と自由

時間ーーその現状と対策の方向一一」、大蔵省印刷局、昭

和52年7月、 174p。
2)経済企画庁余暇開発室編「余暇社会への構図一一余暇

政策の今後のあり方一一」、大蔵省印刷局、昭和48年8月、

49p。
3)梶田叡ー「新しい教育評価の考え方」、第一法規、昭和

56年6月、 33p。



日時:

場所:

アーマ.

講師:

E 講 演

11月 4日(日) 午後 12時 45分 - 1時 15分

鹿屋体育大学 講義棟 205教室(2階)

「とれからのレクリエーション研究Kついて」

江橋慎四郎

・日本レクリエーション学会 会長

・鹿屋体育大学学長
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盟 専門分野別連続シンポジウム

(最終回)

日時 11月 4日(日) 午後 1時 20分-3時 30分

場 所; 鹿屋体育大学 l 講義棟 205教室(2階)

O 行動研費分野

. I余暇行動研究の動向と今後の方向」

~特K研究の方法論Kついて~

コーディネーター 西 野 仁(東海大学)

ミネリスト 原田 宗彦 (ペンシノレベニア州立大学)

山口泰雄 (鹿屋体育大学)

川西正志(中京大学)
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専門分野別シンポジューム 〔行動研究分野3

妥長自慢:f-r重力奄汗多宅0.:>重力 E旬と~毛愛 αコプヨ;r旬

とくに 研究の方法論について

]-T.(H'J- 西野 仁〈東海大学〉

見事'Jlト 原田 宗 彦 、 山口泰媛、)11 西正志

〈ベンシルバニア州立大) ( 鹿屋体育大学)中京大〉

-はじめに

現代社会において、レジャーやレクリーションに

ついての人々の関心が高まりを見せるにつれ、より

詳細なレクリエーシヨン研究への要奮が、政治、経

済、教育など多方面からょせられてきている.こう

した状況に対処するために、本学会は、研究会やシ

ンボジュームを開催してきた.

とくに、研究の領績を省定的に、原論、行動研究、

プログラム開発、政策研究、資源・計画諭とし、第

11回大会から専門分野別シンポジュームを開催して

きた.それは、次のようなテーマで行なわれ、レク

リヱーション研究の全体像を理解し今後の方向をさ

ぐるために、重要な役割をはたしてきた.

第11回大会 【資源・計画自食分野〕

『わが聞の野外レクリエーションの現状と課

題』

]-T.(H'J- 前野淳一郎

見事nト 進士五十八、中間総一郎、有

賀一郎、麻生恵、毛塚宏、宮林

茂幸

【プログラム開発分野】

『レクリエーシヨン・プログラムの開発』

3・ T.(~-(ト 北議義明

ねリZト 宮下経治、安原輝雄、鈴木秀

縫

第12回大会 【政策研究分野〕

fシニア・エイジのレクリエーション行政と

その展開』

子力事イト 金崎良三

ω'JU 浅田隆夫、秋吉嘉範、木下茂

徳、諌山秋利

第13回大会 【原諭分野3
『現代社会におけるレクリエーシヨン概念の

再検討~我国のレクリヱーション研究史から

の問いかけ-J

]-T.(~-( 'J- 小田切猿ー

11初 Zト 品田碩哉、仲村要、彫山健、

西野仁

本シンボジュームは、これら一連のシンポジ zー

ムの一応の最終会として位置ずけられる.

とこi5で、行動研究の分野は、人間のレジャーや

レクリエーシヨン行動現象を解明していくことが、

中心テーマであろう.しかし、いざ、具体的にアプ

ローチずる段になると、どのような手順と方法で取

り〈むべきかがはっきりしない.

こうした現実を背景に、今回のシンポジュームの

テ・・マ 『余慣行動研究の動向と今後の方向~とく

に研究の方法論について-Jは、設定された.

.*シンボジュームのすすめ方

シンポジュームは、まず、 “レクリエーシヨン研

究の変遷の中での行動研究の位置づけと、量近の研

究の特徴"を概観〈西野〉したうえで、 “現在、余

慣行動研究が世界でどう行なわれているか.. (原因〉

ということの報告がら出発す'5.そして、次に、具

体的な研究事例として、 “レジャー行動の国際比絞"

〈山口〉と “地域社会におけるスポーツ行動研究"

〈川西〉を、研究方法を中心に報告する.

そして、それらの話題を基に余厳行動研究の今後

の方向を、とくに、研究の方法論に焦点をあてなが

ら討諭し、行動研究分野の方向づけのための、新た

な問題提起ができればと考える.

-レクリエーシヨン研究の変遷と行動研究

行動研究の動向と、今後の方向を考えるにあたっ

て、まず、レクリエーション研究がどのように展開

されてきたかを大まかにとらえておく必要がある.

図 1は、日本とアメリカのレクリヱーション研究

の展開と今後の方向についての概略 1)である.

レクリエーション行動の、実悠把握という“記述

的な段階"から、なぜ、そういう行動が行なわれる

のかという現象を“説明する段階"へと移行しつつ

あり、そのために、いわゆる “行動科学的なアプ

ローチ"が、一つの手法としてクローズアップされ

つつあるという論旨である.

とくに、レジャー・レクリエ四ションの行動科学

的アプローチは、 『レジャー・レクリエーシヨン行

動は、人間あっての現象で、ライフ・スタイルや性

格や価値意識の異なる人間が行なう行動を、研究対

象の中心に鋸えなければ説明できないことがらが多
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日本とアメリカのレクリエーション研究の展開と今後の方向図-1 
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レタリエーシヨシ行動の

実態の把握と、それと人口

統計的変数や社会緩済的変

数との関係を明らかにしよ
うとする研究

〔度数やパーセント、平均

や分散、相関係数などによ
る検討〕

なぜ そういう行動

が行なわれているのか

など、 f見草を説明しよ

うとする研究

1970  1960  I 950  

[主成分分析、数量化

理論、重回帰分析など

を使つての倹詑〕

日

本

I nfancy (幼児期〉 Chlldhood (少年期) .o¥do I escence (青年期〉 Young Adu I thood 〈成人期〉

親学問で晶る社会学や 視学問の方法をそっ 親学問組れがはむまっ 線学問IJ>O?*れ、独自の道を歩

7 経済学、地理学、教育学 くり借りて、 Lンャー た.ORRRCや CORDS な むための論議が盛ん。

メ の分野が、経済成長や家 lやレ 7')工ヨンの! とが実施古れた・
旗揚造などの研究の副産 研究を行った。 レシャー行動パヲーン レンヤーやレクリエーシヨ主の

カ
物としてしジャーや1-7 の発見や人口統計的変数 独自性は何か、また 研究の役割

リエーンヨンをあつかっ や社会経済的変数との関 や存在理由は伺かなとを模索、い

た. 係、旅設やプログラムに くつかの試みがなされている.

ついての研究が多変量解

析の手法を用いておこな

lわれた.

!記述的(¥Jhen?山口嗣re"?Hm.'? )I~巨E豆~c:二〉

てきた。

• Quantative Anal~sis (定量分析〉からQuali-
tative Anal~sis (定性分析〉をも併用すること

の重要性が指摘されている.

・基礎的研究と応用的研究をどう結びつけるかが

論議されている.

・レクリエーシヨン研究より、より広い概念のレ

ジャー研究へと 対象が鉱大している.

など.

専門分野別シンボジ1)、 2)西野『第13回大会

ュム配布資料J1983 

77-

-最近の研究で話題になっていることがら

とζ ろで最近の研究で話題になっていることがら

はどんなことであろうか。簡単にまとめておこう。

・コンビューター・プログラムを利用しての研究

が多い。

・社会心理学的方法が多く行なわれている.

・地理学・文化人類学などからのアプローチもで

できている.

・世界的規模での研究が進められている.とくに

アジアや中南米への関心が高い.

・レクリエーシヨン・ビジネスに関する研究がで

いA2)という考えにたつものである.
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余暇行動研究における

プヨr者去善命白匂fV.J愚直と霊察愚直

原倒宗彦 〈ペンシルバニア州立大大学院〉

重量
現代の余暇行動研究を含む社会科学一般は、

経験主義と実証主義によって強く支配されてい

るといっても過言ではない。かつて17世紀の

ヨーロッパに耳目芽した近代自然科学の『方法』

は、その後の近代社会科学の発展に大きな影曹

を与えた。そして自然科学の方法論的基盤であ

る要素還元主義と、数量的かっ力学的世界観は

余暇行動研究の中にも確固とした地位を築いて

いる。多くの余暇行動研究者は、人間行動が最

も単純な要素に還元できると考え、それが現象

としての余暇行動を理解する上での究極的な単

位として利用できるという立場をとっている。

本論文では、現在の余暇行動研究の方法論の動

向を吟味し、それに批判と考察を加えること

を目的としている。

人間行動は r工学』できうるか?

自然科学の方法により、社会現象や観察可能

な個人の行動を数量的に捉えようとする試みに

は古くより様々程批判が加えられてきた。たと

えば、 Parsons1)は、社会データはひじように

複雑であり、それを操作的に分析することは、

現実を過度に単純化する危険があると警告し、

Sjorber官2)は、社会システムの多くの局面が、

自然科学的分析によっては理解できないことを

示唆した。我田では、佐和 3)が極端な数量主

義に支配されている経済学を批判し、新しい日

本の風土に見合った和製経済学を提唱してい

る。また田村は、社会学における社会調査が

『社会学をJ思弁的・観念的な束縛から開放し

て、社会学を経験的、実証的なものにしてゆく

上で寄与した』としながらも、それが過度に

『機械化』された結果、本来認識すべき対象で

ある社会や人間が見失われてしまったと批判し

ている。

余暇行動研究においても、このような社会科
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学の一般的傾向である数量主義は根強く残って

おり、測定可能な現象のみが研究対象として分

析の楚上に乗せられているのが現状である。

余巌行動研究における量的アプローチ

量的アプローチには、記述的アプローチと科

学的アプローチがある。前者は例えぽ、参加者

数や売上げ高といった日常一般的な概念を量的

に調査するもので、いわゆる調査研究や応用研

究 (appliedr田岨rch)がその範暗にはいる。そ

の一方、科学的アプローチとは、科学的な構成

概念や仮説を量的に測定、検証するもので、そ

こでは理論の発展に主眼がおかれる。

余暇行動研究における記述的アプローチは、

レクリヱーション活動への参加者調査に代表さ

れる需要分析がその主たるものである。 8evins
とI/ilc澗 Jによれば、 1959年から78年に22の全

図的規模のレクリヱーション調査が行われ、そ

れらは、公共政策や公共投資に大きな影響を与

えている。しかしながら、これらの大規模調査

に対する極端な『客観』化、 『大容量』化、断

片=非包括化、そして脱人間主義化という批判

は現在も根強く残っている。

科学的アプローチでは、より正確な科学的知

識を得るための測定方法に工夫が加えられてい

る。その中でも仮説的構成概念をより正確に測

定するための操作チェック(阻nipulation
chaeck)が行動科学全般のなかで重要視される

傾向にある。特にマーケティング研究や消費者

研究において測定方法の妥当性や信頼性老検討
した研究が多く見られるようになった5)6)7)。

余暇行動研究では特に心理学的アプローチにお

いて人間のレジャ一時の心の状態を測定する方

法に工夫が試みられている。例えば、 Graefら
8)は、日常経験を測定するための経験サンプ

ル法 (Ex開 ri閉館 Sampling Method)を用いた。

ESMでは、被験者はポケット・ベルを常時携帯

し、それが鳴った時点で、自分自身の情緒的、

認知的状態を記入することを義務づけられた。

これにより、その時々に被験者が行っている活

動が、どの程度外発的に、あるいは内発的に動



機づけられたものであるかが測定された。

Mannel9Jはまた、余暇行動における精神経験

(配ntalexper ience)の重要性を強調し、認知

的構成概念の測定の必要性を示唆している。す

なわち個人のレジャー経験は、態度、信念、知

覚といった精神経験によって形成される意識上

の経験であると考え、そのため実験室を利用し

た認知社会心理学の方法が有効であると提唱し

ている o

このように量的アプローチでは、現象の数量

化への工夫、新しい現象の概念化などの動きが

自につくが、量的表現をより精密にするための

『測定法』に関する研究は、余暇研究のなかで

はまだ充分とはいえず、これから充分な検討が

加えられるべき領織であると思われる。

余暇行動研究における質的アプローチ

質的アプローチは3つの方法に大別できる。

ひとつは探求的アプローチ (exploratory 
8Pproach)であり、臼常的経験の中から科学以

前の知識を用いながら、科学的構成概念を生み

出してゆくことを目的とする。この方法は、量

的アプローチの初期の段階で用いられている場

合が多い。

第二の方法は、臨床的アプローチ (clinical 
approach)と呼ばれ、量的データを使わずに問

答と観察により、そしてそれに準科学的概念を

応用することによって現象を理解する方法であ

る。この方法は、治療レクリェーションやレジ

ャー・カウンセリングの分野での将来の発展が

予想されるが、現在のところ研究はそれほど活

発ではない。

第三は現象学的アプローチであり、近年、余

暇行動研究の分野で注目をあびている。
，10) Csiksz四 tmihaJyj1v，は、現象学的アプローチを

用いてフロー経験のモデルを提唱した。最近で

は、 Harper"が余暇科学における現象学の意

味とその利用について概説し、 8randenburg凶 F

は現象学的仮定のもとに、個人の実際のレジ

ャー認知を理解しようと試みている。この方法

においては、 『個人の行動を形成する現象は、
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行為者によって認知された現象であり J13)、

データは個人の実際の知覚より得られるべき

で、外的に課せられた動機や満足といった心理

学的紙念から得られるものではない。確かにこ

のアプローチの方法は、複雑な現象を包括的に

把握し、理解するには便利であるかもしれな

い。しかし量的データの不在は、科学的知畿の

集積、分析、評 者困難にし、現在のパラダイ
ム(通常科学 PtJIの中で、このアプローチの

方法にはあまり高い評価は与えられていない。

鐘益
余暇行動研究の方法論は、現在2つの方向に

進みつつある。ひとつは量的アプローチの測定

方法と統計的手法の精激化であり、他は、質的

アプローチへの研究者の関心の高まりである。

科学的に定義づけられた観念を変数化し、測

定する作業には、細心の注意が払わらなければ

ならない。妥当でなく信頼性の低い測度は、誤

まった研究の結果を招くだけでなく、研究の発

展を阻害する。またデータは、単に理論の検証

だけでなく、その発展と改良を目的に得られる

べきであり、研究者自身が研究の方法(技法}

と目的を充分に理解していなければならない。

その一方、これまで余暇行動研究のなかで必

要条件であった現象の数量化に対する神話が消

え、質的なアプローチが見直されるようになっ

てきた。 1982年に創刊された rLeisureStudie 
SJは、重要素還元主義と数量主義をできるだけ

排斥しており、参与的観察や社会踏査がポピュ

ラーな方法として用いられている。このジャー

ナ)¥1は、これからの余暇行動研究が発展してゆ

く上でのひとつの道標となるのではないかと思

われる o
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ヌヲ幸去と一ー舟~a匂 R男是冨

山口泰畿 〈鹿屋体育大学〉

しはじめに

日本人の余圏直生活は、よく'受身'墾であるとか、商業主
義に毒された'大量滑費'型であるとか、さらには個人とし
ての主体性のない'集団行動'型であるとも言われることが
多い.しかし、それらをよく検討してみると、日本人の余畷
行動の特性を導告白すのに周いられた叡鎚が明らかでない場
合カ惨い.すなわち、績鋭を噂くために使われたデータは、
日本人の余眼行動に闘するものだけであり、比較に周いられ
ているのはあい昧な偶像の'外国人(広い意味での欧米人}
'でしかないのである.
日本人としての余略行動の特性を明らかにするためには、

他の国々とか文化との比較研究法を適用すること桝捕であ
る.実際、過去10年の聞に、余聞Eに対する意織とか行動に
関する調査研究が増えてきた.これは、多分に日本人が、 「
外国人が日本人をどのように得価しているのか'0 Jについて
関心が高いことにも彫響されている.
園田Eス判官ーツ祉会学会(IC S S)は197 1年以来、余

畷役割への社会化倍以all踊 ti叩 intoLeis町 eRole)と
いう問題に関して、国際比較研究を実施してきた.このプロ
ジェタトには、日本を含めて 12か国カ惨加しているが、特
にスポーツ参与への祉会化過程について研究成果が奮積され
ている (St沼田踊seo，1976; Kenyon and IlcPh町 soo，1978; 
Kageya闘， 1釘宮:今村他、 1981)0 また、数理統計研究所
は日本人の国民性研究を、最近では、日系米人および7メリ

カ人との比較文化研究に鉱げている 0975，1979) 0 さらに
余・展開発-k;.-~ーは、余圏直に対する価値感と行動に関して、
日本を含めて 13か聞の聞で園僚比較調査を行った o飽祖}

このように近年国陣比験研究が盛んにな勺てきた反面、そ
の研究方法に鴎題がみられることも多い.質問紙を使って調
査を行い、単に得られた数値を比較するだけに終わっている
研究も少な〈ない.このような研究は、社会科学研究の重要
な役割の一つである、現象の異同を歯車明するという作業が欠
落している.

また、日本佳会訟を中心として、日本人の余暇に対する態
度、遊びに対する態度に関する傷鎗が盛んになっている.し
かし、これらの文献の中には、日本社会に特有ないくつかの
概念を抽出し、それがいかにユニークで日本においてのみし
か見られないかを強調し、さらにその特殊な概念によ勺て日
本人の行動すべてを説明しようと飛車するケースが多い.こ
の種の文献の研究法についてみると、筆者の個人的体験に基
ずく記述法であったり、主鰻的な観察に基づくものがほとん
どである.
比較文化的考察を始めるに当たっては、明確な目的と鴎題

意織が要求される.単にデータを比較するだけでなく、こか
国間{あるいは異文化問〉においてみられる差異と相似点を
歯車明できる理織的根拠が用意されなければならない.

さらに、国際比較研究を行うには、研究者に幅広い知織が
要求されるカ宅、その研究方法もさまざまな鴎題があり容易な
ものではない.今回、比較文化的7プロ チの方法鎗はまだ
充分に確立されたものとはいえない.そこで、本研究では日
本人の余暇行動の特犠を説明できる方法を模索するために、
比較文化的7プローチの方法とー厳的問題を検討する.
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2.比較文化的7プローチの枠組み

比較文化的7プローチは、近年、社会学、心理学、文化人
類学さらには教育学、体育学とい勺た学問領域で注目を集め
ている.しかし、比較研究法は決っして新しい手法ではない
.例えば、マルクスは資本主義の誕生について、比較を用い
て司自明したし、ウェーパーは、行為と社会過程を説明するた
めに理念型(id田 1type)という比較法を適用している.
比較研究法は、学問分野や研究者のパラダイムによ。て研

究対象への7プローチが異なり、またさまざまな呼び方をし
ている.例えばそれらを挙げてみると、国際比較研究、比較
文化研究、異文化問研究、受叉文的化研究、通文化的研究と
多様である.

これらを検討してみると、次の2つに分類することができ

る.

(1) Cr国 Sー回ti叩 al開 S園児h:国際比鮫研究

(2) Cross-cu1tural research:比較文化研究、異文化問研
究、受叉文化的研究、通文化的研究

この遣いは分析噂位にあり、 Cross-nationalresearchで
は国が比較され、 Cr田 s-cultura1 resesachでは比較の単位
カて文化にある.また、国際比較研究という呼び名は主に政治
学、経済学、社会学の領域で多く使わ才、比較文化研究とか
'文化'の付く呼び名は、主に文化人類学、心理学、時には
社会学の領域でも用いられてきたという背景がある.
最も重要なことは、先にも述べたように、単にデータの数

値を比較するだけとか、二か国間(異文化問)における差異
と相似点を記述するだげでなく、そこに見られる異同を説明
できる理輸的根拠が示されねばならない.比較研究を行なう
一つの意義は、人類に普遍的原理や法則の存在を検証するこ
とにある.
これまでわが還の社会科学理鎗の多くは、欧米において提

起されたものをコピ してきたという康史がある.巣して、
西欧文化において認められた事実や原理が、日本文化の文脈
の申においても適用できるかという問題意訟が大切であろう
.歴史文化的な考察は、異文化聞の差異を理解する上で重要
であり、文化をどのように変数として研究に取りいれるかが
、比較文化的7プロ チの課題である.
以上の言語諭をまとめ、次のような比較文化的7プロ チの

図式を提示したい.

異文化憾にお砂る差異と類似点の書記述

////¥¥¥1  

普遍的原理や一般
法則の提示

異文化澗におげる
差異の説明

図1 比較文化的7プローチの図式

3.比較文化的アプローチの研究方法における問題

比較文化的7プローチの方法は、質問紙調査法、面接法、



重量加観察法、内容分衡法、小集団実験法、集会データの二次
分析法などがある.いかなる方法を適用しでも、基本的な方
法上の問題を避けることはできない. 5つの基本的問題は次
のとうりである.

(1) 概念の対等性
(2) 測定の対等性
(3) 言語の対等性
(4) 比較単位の対等性
(5) ザシプリング

1)観念の対等性 (conceptua1明 uival町田)
比較研究法の最も本質的な問題は、研究に使われる概念が

異文化聞において、等しい意味をもつかどうかである.例え
ば、スポーツという概念は、わが国ではいわゆる続投スポー
ツに加え、ラジオ体操とかジョギングといった運動をも含め
て使われることが多いが、カナダでは、スポーツと運動{
exercise)は明確に分けて扱われることカミ多い.

こういったこ匡闘における概念の遭いによる鍋りを避ける
ために、研究者は型車輸的概念の操作定義( 0開 rational
defini tion)を明確にする必要がある。この作業は、特に比
較研究7プローチでは難しい.何故なら、この作業には二国
聞における社会システムおよび文化的差異に関する、研究者
の幅広い知畿地自要求されるからである.

2)測定の対等性 (equivalenceof鵬 asur輔 ent)
科学の一つの目標は、特殊な観察の一般化を避けることで

ある (Prz酬。rskiand Teune.1910) .比較文化的7プロー
チもその例外ではな〈、異文化聞に見られるさまざまな現象
を正確に測定することが重要な鍵である.

ワーウィックとオシャーソン(Warwic量andOsherson.l9-
13)は、図書聖比較研究におげる測定の対等性に関する 5つの
問題点を指摘している一一(1)テーマの研究可能性、 (2 

}質問・剰搬の比較可飽位、 (3)文脈、 (4)反応、 (5 

}信観性と妥当性.これらはそれぞれが独立した問題ではな
く、重なり合っていることが多い.
測定の対等性は、特に質問紙による調査の渇合重要な問題

であるが、測定は、もしそれぞれの国で妥当であり、菌際的
(異文化問)に信観性が高い時に始めて対等であるといえよ
う。

3)言語の対等性 (I inguis tic明 uivalence)
比較文化的7プロ チにおける言語の対等性の問題は、い

かに翻訳された質問紙とか尺度が妥当であるかどうかに関連
している.翻訳の妥当性を高めるための一つの方法は、他の
分野の専門家たちとプロジ忍タト・チームを組むことである
.さらに良いのは、再翻訳 (hacktranslationlという方法
である。これは、品属議の痕販をB国語に笥釈したものを、他
の研究者に依領し、再びA国語に御訳し、その対等性を検討
するのである.

言語の対等性は、単に翻訳技術上の問題だけではない.重
要な鍵は、鶴訳されたもの;().念的に対等かどうかであり、
研究上の概念、理論と切り厳して扱うことのできない問題で
ある.

4)比較単位の対等性 {叩itc帽 parabili ty) 
比較研究法において、その比較の単位は研究者のパラダイ

ムとか学問分野と関連がある。伝統的に、文化人類学は文化
(cultures)、社会学者は社会 (societi田}、そして政治

学では国〈回ti叩ゆをその比較単位として着目してきた(
初elser、1916)。
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5)サンプリング (sa即 ling)
一般的に、ザンプリングは母集団の特性を代表するサンプ

ルをいかに摘出するかにかか勺ている.比較文化的7プロー
チでは、1)対象となる国(文化}の選択と、 2)それぞれ
の園の研究対象となる母集団からのサンプリングの二点カq問
題となってくる.

4.余噺瑚の比較文化的7プロ干チの事例の検討

ここでは、余眼行動に関する 2つの縄褒研究を取り上げ、
その方法について検討する.第1の事例は、余暇開発センタ
ー(1980)が行った国際比較研究の、特に余限時聞の過ごし
方の国際比較に焦点をあてる.
第2の事例は、山口(I鎚2)が行勺た「膏年のスポーツへ

の社会化に関する日加比較研究」を取り上げる.特に両者に
おげる研究方法の遭い、および研究の分析枠組みに闘して吟

味する.

5.おわりに

比較研究法は社会科学の分野において基礎的な方法である
が、特にわが国の余圏直行動の特性を明らかにする場合、有効
な手法であること古溝諒された.また、比較文化的7プロー
チの研究方法に関する5つの問題を検討した.これらは、 { 
1)積念の対等性、 (2)測定の対等性、 (3)言語の対等
性、 (4)比較単位の対等性および (5)サンプリングであ
る.
比較文化的7プローチでは、二か国間あるいは異文化聞に

おげる差異と相似点を単に記述するだげでなく、その現象の
図果関係を少しでも説明しようという試みが、他国の文化や
社会システムを理解する上で重要である.このような穏織の
上に、本研究では比較文化的7プローチの図式を提示した.
最後に比較文化的7プローチにおいては、 2つ以上の研究

法を周いることによって、研究結果の一般住を高めることが
できる.例えば、重量加観察法{質的分析}と質問紙調査法(
量的分析}を組み合わせたり、震史的資料の内容分析と既存
デ タの二次分析などの方法が.められる.



専門分野別シンボジューム 【行動研究分野】

均握括提宇土重量Eにおける

コ耳~*一、"Y :f'T Ith盃汗多l'!a:>竃寮愚直と居護室運

川西正志 〈中京大学〉

1.はじめに 現、さらには、生涯体育の提唱などが、余暇行動を可能lこする

わが闘において 1960年代における高度経済成長時代の到 某本的な条件としての人々の余暇時間の期大や経済的基盤の向

来は、今日で言う余暇問題を引き起した重要なきっかけとなっ 上と深いかかわりをもちながら発展してきた。

たo -}i::の総務的某畿の擁立と余暇時間の繕大は、人々に『余 @スポーツ行動の研究設計

蝦とは何かj 、 r余暇te:何をなすべきかJといった問題を提起 スポーツ行動の研究は、大きくはマクロ的(巨視的〉な研究

した.その後、 1970年代te:起ったオイル・ショック、及び 視点をもつものと、ミクロ的〈微視的)なそれとに二分される。

それ以後の経済の低成長時代を絞る中で、人々は「より質的に 求らに、それらの研究の骨子は次に示す実証され得る行動水準

高い余暇』を求め、今日に司王っている。そのような余般の出現 ど行動事象ならびにその行動主体によって決定される。

と今後のあり方を鍵索する中で、わが同の余暇研究も発展して

きた.

松原によれば『余暇の分析単位ないしは最終的対象は余畷行

動J (r余暇社会学』領内出版、 1971.10.30) であ~とされる。

このように、わが岡の余暇研究の多〈も、人々の余暇行動ぞれ

肉体やその展開に必要とされる様々な環境的条件(施設、サー

ビス、指導者、情報など)についての調在的研究が主になされ

きた。

しかしながら、今日的諜題としてある多様で質的に高い余暇

行動に対応すべきわが関の研究のあ町方をめっぐては、未だ確

立されたものが少ないという感はまぬがれない。では、今後の

余暇行動研究に何がd目、要とされるのであろうか。この点は、余暇

行動を研究する上にも、またそれと鰭擦な関係をもっスポーツ

行動研究〈特に、スポーツ社会学における調杏的研究〉にとっ

て共通の諜諮であ旬、ぞれに関して何らかの間関を様起しよう

とするのが本発表の目的とするところである。

2.スポーツ行動研究の視点と設計

①余暇行動としてのスポーツ行動

近年、人々の余暇におけるスポーツ行動は士替えあ傾向にあ

る.このような動きは、先に述べた 1960年以降の高度経済

成長ならびに、その象徴であるオリンピツケ東京大会(昭和3

9年 10月10日〉帯契機として、わが岡に広く浸主脅した体力

づくり巡動をはじめとする社会体育の振興や、運動不足病の:t1
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図上一三主主て~L訂動班賓の設註

行 I.集問的行動:成員相育.のゲイアド的(二者間的〉

動 関係を内部に含みながら、それ向

水 休一つのシステムとしての行動。

準 II.側人的行動:環坊におけるモナド的(単子的〉

4 

事

象

f 

主 I.鯛人

な綱体としての行動。

A.行動の社会的特性

B.行動の社会的機能

c.行動のメカニズム

D.行動予測

↓ 

f 

社会的・環域的諸事害関

体 II.コミュニティ，アソシェーシヨン，クラプ



3.スポーツ行動研究の限界と可能性一一筆者等が実施した一 概要:1982年9月に行った向治省モデル・コミユニテ

彦の土砂.域スポーツ行動研究をi演して一一一 イ〈雪量知県下2都市〉に在住する20才以上の20

ここでは、撃者等がこれまでに行ってきた地域社会における 00名((画l収率8O. 1 %)を対象としたコミユニ

スポーツ行動研究(主に、スポーツの集照的行動場中心どした ティ・スポーツの社会的役割に関す忍質問紙調査か

もの〉の概要を述べる中で、そこでの成東と問題点tこついてふ ら、スポーツ参与がコミュニテイ感情へ及ぼす影響

れてみたい。 について検討している。

。〉地域スポーツ集問の社会的特性 4.まとめ

目的:地域スポーツ集問(単純スポーツ・クラブ〉の集問 これまでに筆者等が行ってきた地域社会におけるスポーツ行

及び成員の社会的特性の解明 動研究について見れば、それらは、かつてデュマズディヱの余

方法:1979年 11月-1980年 1月の期聞に、クラ 暇研究の方法として紹介された記述モデルや説明モデル、さら

ブ代表者・成員への積一関紙法による集合調杏。 には、実験モデルの三つの局面すべてを必ずしも充足するもの

対象標本数:クラブ代表者 1607(阿収率72.8%) でわない。とりわけ、わが図のスポーツ行動研究では、記述的

クラプ成員6361 (阿収$71.3%) 研究が拘束を占めてきているようである.ここ数年において、

分析:全体及ぴ都市段階別・性的構成某総別・目的志向別 「スポーツへの社会化Jという概念老中心に説明的研究もなさ

クロス集長十による集問及び成員の特科4の検討 れではきているが、その数は少〈、また予報1)的意味をもった実

②スポーツ・クラプの集問的行動の規定著書肉 験研究に宅つては.irち遅れの感をまぬがれない。

A.スポーツ・クラブの存続tl:於悶3をする集同事j聖書l羽の検討 しかしながら、ここ 10年余りで定着する兆しをみせつつあ

概要:先のスポー、ソ集問調杏から得られたデータのうち、 る、余暇行動としてのスポーツ行動の実態的記述も未だ充分と

外的1it準品. 7年以上の干7・続年数群 (N=312) はいいがた〈、より精度の高い調在的研究の積み重ねが必要と

b. 3年以下の存続年数群 (N=498)別に俄j:fi されるであろう。加えて、スポーツ行動の説明書専問には多〈の

rH::のクロス分析 (XZ 検定・ク今マー関速度保敬〉 ものが複縛Lこからみあって存作し、これについては、諸行動の

による集問的要肉の検討 憐能的主事関を手がかりに、多次元的な分析手法を導入してその

B.スポーツ・クラプの崩壊苅将と事肉の織討 説明要肉モデルの実証と設計iこつとめる必要があろう。つまり

概要:クラブとしての集|現維持機能が停Ir.した崩填ケラプ そこから、余暇行動に関す~予測的研究への発展が期待できよ

(N= 14クラア〉の代表者及び成員後対象とした う。コンビューヲーによる今日の情報処E霊能力の進歩が、より

面接調杏による崩壊過符・要!刈についての事例的研究 的確な統計的解析による、行動の予測約研究を可能にさせるで

⑬スポーツ・クラブ及び個人のスポーツ行動の社会的機能 あろうことは疑い得ない。

A.スポーツ・クラブの集問構成京総からみたコミヱニティ

形成銀総

概要:1982年2月に行ったクラプ調査からクラプ派牛

悲喜量刑h究員 (N=1393)のコミユニ子ィ形成徳

能(行事参加とコミュニテイ・モラールとノルムへ

の影響〉の検討

B.モデ)1.-・ごIミコニティにおけるスポーツ君事与とごIミュニ

ティ形成機能

-83ー





第 14回日本レクリエーション学会大会行事

11月4日(日) 午前9時-11時30分

鹿屋体育大学講義棟204・205教室

(鹿児島県鹿屋市白水町 1 Tel. 09944-6-4111) 

表発究研

時

所

日

場

1. 

Z 

理事会

11月4日(日) 午前日時45分~午後 12時 45分

鹿屋体育大学学生会館会議室

時

所

日

場

1. 
Z 

講

11月4日(日) 午後12時45分-1時 15分

鹿屋体育大学講義棟205教室

「とれからのレクリエーション研究について」

江橋慎四郎

・日本レクリエーション学会

・鹿屋体育大学学長

3買

会長

時

所

マ

師

日

場

テ

構

L
z
a
4
 

尊門分野別連続シンポジウム(最終回)

11月4日(白) 午後1時20分-3時30分

鹿屋体育大学講義棟205教室

「余斬7動研究の動向と今後の方向」

~特K研究の方法論Kついて~

田宗彦(ペンシルペニア州立大学)

口泰雄(鹿屋体育大学)

西正志(中京大学 )

野 仁(東海大学)

原

山

川

西

時

所

マ

者

日

場

テ

演

L
a
a
 
4. 

1，500円

1，000円

無料

無料

2，000円

(研究発表・講演・専門分野別連続シンポジウム共通)

正会員・特別会員

学生会員

名誉会員・賛助会員

全国レクリエ}ション大会参加費を納入した方

一般の方

会

参加費

司5. 

※ 

.受付は，午前8時30分より開始いたします。

.大会本部は，構義棟1惜教官控室 {泡田勝研究室}

会員懇親パーティー

11月3日(土・祝)

南国グランドホテノレ

(鹿屋市共栄町 12-3

4，000円

午後 7時-9時時

所

日

場

1. 
Z 

09944-5511 ) 

十 85-

Tel. 

費加参3. 



時

H 

11/3 

(土)

11/4 

、ill

8:30 9:00 

研究発表

( B会場 11

日

11:30 

平呈 表

12:45 1:15 1:3> 

専門分野別

迷続γ yポジウム

(綿義練
205教室)

会 場案内図

交通償問

・鹿跡元金白水下車

i"¥車
・西鹿児島駅寸前秀鹿屋駅苛雰白水下車

・西鹿児島駅議問誠一垂水同議白水

.鹿児島空港るd

-86ー

3:30 世307:∞ E ∞ 
会員懇親

パーティ』

付 I(南国グランドホテJレ)



図置配場会

凡.. ••• Cコ鮒..".
亡コヲ ~-J""

匡ヨ岨

聞酬

に:砧

.. ・‘."・ !r， $:盆・・・ "・・.....
2 ・.. J.t. $:!良禽・・ " .，‘_.. 
3・・. J~ ~金・・・ "ラタピーザッ.-.
. ..利a・m併進..・ "掌盆・・・ JS. *.:/，.-・
5...・ :1 ft・・・ 3‘" " ・
8 ・・s・ -:t 4‘ m ・・ " ，、，ド司区ー".
: • • u "'...・宿泊a・ 2・ T=~ コート
'実....体育館 E‘合宿覇... .，. ..8..，ラ〆が.' .・9・胃・ lS・・II迫・健 司o.フeールドアスレ多ヲク.Ja'..... %fjJ司・ <(，鎗.
IIIJII飾.. :1， ..... ~t ••• 

"・肉プ・盆渇a鹿島・a・ "・・・" .史遺・・舛プール 伐-鴻
M租司・ m ス"ド付テニヌコー~ i$ J煙膏.
15 7f ールドハウ ~I .....t.・鎗. 吋.，・220..
掲ポーリ Jヲ・

理事会(2階)

食堂(1階〉

87ー

|鹿屋体育大学施設輔副

大会本部

(講義棟 1階)
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織

(大阪成醸女子短期大学)

(日本体育大学)

(関東学院大学)

(淑徳大学)

(国際基督教大学)

(第一経済大学)

(鹿屋体育大学)

(目白学園)

(福岡大学)

(大阪薫英女子短期大学)

(東京農業大学)

(松戸商工会議所)

(東海大学)

(福岡教育大学)

(鹿屋体育大学)

(日本体育大学)

(九州大学)

(日本大学)

(東京農業大学)

(関東学院大学)

(糊日本レクリエ}ション協会)

(津田塾大学)

(日本大学)

(千葉大学)

(同志社大学)

(神戸市立母子寮ひよどり荘)

(東海大学)

(筑波大学)

(京都府立大学)

(日本体育大学)

(綿スペース・コンサルタンツ)

(東京女子体育大学)

(立教大学)

(順天堂大学)

(東京工業大学)

(東海大学)

(糊日本レクリエーション協会)

(東京農業大学)

(女子聖学院短期大学)

(東海大学)

(明治大学)

(東京家政大学)

(上智大学)
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(運営委員 会)

委 員 長 高 橋和敏 (東海大学)

副委 員 長 進 士 五十八 (東京農業大学)

本 部 長 西 野 仁 (東海大学)

鹿屋体育大学 池 田 勝 (鹿屋体育大学)

事 務 局 山 口 泰雄 H 

深 代千之 /1 

深 代 泰 子 F 

戸Jくt 付 師 岡 文 男 (上智大学)

研究発表
寺 島 善 (明治大学)

A 会 場

研究発表
) 11 向 妙子 (東海大学)

B 会 場

理 事 会 西 野 仁 (東海大学)

講 演・
芳 賀健治 (東京家政大学)

シンポジウム

接 待 梅 津姐 子 (女子聖学院短期大学)

補助役員 鹿屋体育大学学生

東海大学大学院生

筑波大学大学院生

#協 力 (財)日本レクリエーション協会

第 38回全国レクリエーション大会鹿児島県実行委員会
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日本レクリエーション学会大会の推移

1965年から 1971年 3月までの 6年間， 日本レクリエーション研究会とし

て年 1回研究大会を開催し， rレクリエーシヨン研究」第 1号~第 6・7号を

発行して地道左実績をかためた上で，日本レクリエーション学会は 1971年 3

月K誕生した。

第 1回の学会大会は，同年 11月 4日，北九州市戸畑文化ホールで開催さ

れた。

日本レクリェーション学会 14年聞の学会大会についての推移は次の通りで

ある。

回 年 度 開 催 場 所 発 表 講演数 シ片Fジウム
演題数 数

1 1971年 北九州市戸畑文化ホール(福岡県) 21 

2 1972 日本都市センター(東京都) 34 1 

3 1973 水戸市常陽銀行会議室(茨城県) 21 1 

4 1974 唐津市市立文化会館(佐賀県) 18 1 

5 1975 徳島県郷土文化会館(徳島県) 20 一
6 1976 秋田大学教育学部(秋田県) 19 一
7 1977 富山大学教養部(富山県) 30 

8 1978 横浜市教育文化センター(神奈川県) 20 

9 1979 徳山 大 学 ( 山 口 県 ) 14 

10 1980 石川県社会教育センター(石川県) 22 1 1 

11 1981 国立婦人教育会館(埼玉県〉 30 2 

12 1982 日名子ホテル(大分県) 22 1 1 

13 1983 北浜労働センター(大阪府) 28 一 1 

14 1984 鹿屋体育大学(鹿児島県) 20 1 1 
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参加者へのご案内

1.受付

2. 

講義棟 2階Kて 11月 4日(日)午前 8時 30分より受付を行います。下

記参加費をな支払い下さい。事前K参加費を送金された方は，送金時K郵便

局から渡された「郵便振替払込金受領証」を当日ど持参の上，ど提示下さい。

正会員・特別会員 1，500円

学生会員 1，000円

名誉会員・賛助会員 無 料

全国レクリエション大会参加費納入者 無 料

その他一般の方 2，000円

本 部

講義棟 1階教官控室(池田 勝研究室)

3. 車輔の入構について

入構なよび駐車可能です。駐車場をb使い下さい。

4. 休憩と食事

学生会館 1階の食堂が営業していますのでど利用下さい。

5. 会場内禁煙のお願い

発表会場内は禁煙です。喫煙は，喫煙所・食堂でな願いします。

{発表者へのお願いとお知らせ}

1.発表受付

各発表会場の入口で発表受付を行います。各自の発表時刻の 30介前まで

K受付をすませ， r次演者席 JV<:沿っき下さい。



a 発表資料

研究発表 50部，シンポジウム 100部を発表受付時K提出して下さい。資

料Kは，必ず演題番号(例 'Aーし A-2 )，演題，演者氏名を明記して

下さい。

3. スライド

スライド映写を希望される方は，発表受付にあるホルダ-VL，各自で順序

正し〈正像忙写るよう K挿入して，発表 20分前までK発表受付Kど提出下

さい。スライドの大きさは 35棚フィルム用の標準マウント(50 X 50棚)

K限ります。

4. 発表時開

発表 12分，質疑討論 3分です(10分ーベル 1回 12分ーベル 2回，

15分ーベル 3回)。

(座長へのお願いとお知らせ}

各発表会場の入口で座長受付を行います。座長開始 30分前までに必ず受

付をb済ませいただき，開始 15分前までVLI次座長席 JVL i>--すわり下さい。

時間を厳守して進行させるよう Kど協力下さい。

発表取消左どで空き時聞ができた場合は，討論や休憩Kあてられる左ど，

自由Kど裁量下さい。

{討論者・質問者へのお願い}

挙手のあと，座長の合図を待って，所属，氏名を告げたのち，参加者にわ

かるよう K発言して下さい。
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編 集 千麦 コし==ロ

「レクリエーシヨン研究 J1 2号は， レクリエーション学会の新しい試みで

ある学会大会号と在った。学会大会号というと，とかく発表論文の概要だけに

とどまりがちであるが，内容のあるボリューム Kしたいという理事会の意向K

対して，原稿作成Kあたり発表者から大変左協力をいただいた。感謝K耐えな

い。

学会大会号の投稿規定が成文化されているわけでは左いが，見聞きで掲載で

きるよう~，学会用原稿用紙 2........6 枚というルールで原稿を作成いただいた。

中Kは，これまでの「レクリエーション研究」の投稿規定K添った原著論文も

あった。しかし，いくつかの提出原稿K不備があったので連絡をとり改善文を

依頼した。改善左き場合は本人の責任としてそのまま掲載するとと Kした。と

れは査読者の苦慮と温情のたまものといえよう。

(今井 毅)
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